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序文

現在ウクライナ全土で続く紛争は実に多くの人びとの暮らしを一変させ、人びとは喪失と避難の中で将来
の再起に向けた暗中模索を強いられている。本調査書は単なる調査にとどまらない - これは、ウクライ
ナの思春期の若者・ユース、そしてコミュニティが示すレジリエンスと勇気、そして粘り強さに対する賛辞
である。

ウクライナ・ポーランド・ルーマニア・モルドバで実施された本調査は、紛争と避難という複雑な状況下を
生きるユースの声を拡大するものである。彼らにどんなメンタルヘルスのニーズがあり、対処メカニズム
をどう働かせているのかを調査し、回復への道筋となる支援体制を探っている。

私たちは、自身の経験・苦労・洞察を共有してくれた思春期の若者・ユース・保護者・教師・メンタルヘル
ス/人道支援従事者に対し、心から感謝する。直面している困難に対する意見をありのままに伝え、逆境
の中でも決して失うことのない希望を語るその声が、本調査を形作っている。

国内に残り続ける/他国への避難を試みる/困難に抗いつつも適応して新たな道を切り拓き続ける、ウクラ
イナのコミュニティの方々に特別な謝意を示したい。声を上げようとする彼らの意思こそが、メンタルヘル
スおよび心理社会的支援(MHPSS)のニーズに、より包摂的・効果的かつ思いやりのある形で対応する
力となる。

また、ウクライナ/ポーランド/ルーマニア/モルドバのユース専門家グループ・現地NGO・国際
NGO(INGO)・教師・メンタルヘルス従事者・人道支援団体の方々にも、深く感謝する。ウクライナのユー
スにケアと支援を提供し、提言活動を行う彼らの献身は、何にも代えがたい力である。

本報告書は、こうしたすべての人びとに捧げるものである。彼らの声が届き、その苦しい闘いが評価さ
れ、彼らのニーズへの対応がなされることを切に願う。ウクライナの今、そして未来を生きる思春期の若
者とユースが傷を癒し、尊厳を取り戻し、希望を持つことを優先する政策・プログラムの策定に、本報告
書の調査結果と提言が貢献することを願っている。
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略語集

CBT - 認知行動療法

FGD - フォーカス・グループ・ディスカッション

GBV - ジェンダーに基づく暴力

IDP - 国内避難民

INGO - 国際NGO 

KII - 主要な情報提供者とのインタビュー 

LGBTQIA+ - レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・トランスジェンダー・クィア・インターセックス・

MHPSS - メンタルヘルスおよび心理社会的支援 

PFA - 心理的応急処置 

PM+ - 問題対応プラス(世界保健機関が開発した特別なカウンセリング手法で、メンタルヘルス専門家

PTSD - 心的外傷後ストレス障害

(TF-)CBT - トラウマに焦点化した認知行動療法

TWG - 技術作業部会

UNHCR - 国連難民高等弁務官事務所

アセクシャル・他の多様な性的指向とジェンダーアイデンティティ

以外も使えるよう調整されている)
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用語集

CBT - 心理療法のひとつで、個人の機能不全に陥っている思考パターンや行動に変化を促す治療
法。TF-CBTは、トラウマを抱える人に特化して設計されたもの。

動員法 - 有事での兵役を義務付ける法的枠組み。紛争下での動員は、国家防衛のために必須の措置
とみなされることが多いが、身体的・心理的に重大な影響を及ぼす可能性がある。

対処メカニズム - ストレス・トラウマ・メンタルヘルスの問題に対処するため、個人が意図的/無意識に用
いることで働く、順応的(健康的)または、不適切な(有害な)仕組み。それらには、支援を求める・問題解
決・回避・物質使用等がある。

PFA - 支援対象者に負担をかけない支援的な形で個人が心理的苦痛を克服できるように設計され、初
期対応として行われる、エビデンスに基づいた支援方法。メンタルヘルス専門家だけでなく、初期対応に
当たる者、専門家ではない人、教師/コミュニティ住民/保護者などの訓練を受けた個人も提供することが
できる。

フェミニスト的調査原則 - 権力の力学に挑み、参加者の主体性を優先し、実体験を中心に据える調査の
方法。社会的・経済的に困難な状況下にある人びとの声を増幅し、交差性を盛り込み、トラウマに配慮し
た倫理的な方法で調査を行うことを目指している。

健全な男性性 - 強さ・感情の抑圧・自立といった伝統的に期待される資質ではなく、セルフケア・共感・コ
ミュニティ支援を促す、非抑制的で感情が解放された型の男性性。

交差性 - 複数の社会的アイデンティティ(ジェンダー・人種・難民であること・障害・LGBTQIA+に属する
のこと・兵役経験等)がかけ合わさることで、受ける差別・特権・リソースの利用にどんな影響が及ぶかを
理解するための枠組み。

サービスのマッピング - ある状況下で利用可能なサービスを特定し、その利用しやすさ・有益性・存在す
る問題を分析する作業。

構造的障壁 - 避難民や紛争下にある人が、メンタルヘルスケア・教育・雇用の機会を持つことを阻む法
的・経済的・政策関連・手続き処理上の障壁。

トラウマ - 個人の対処能力を超える体験を直接的/非直接的に経験することで生じる心理状態。特に身体
的・心理的な暴力が起きる紛争下では、それらの体験が重度の無力感・恐怖・傷つきやすさを生み出す
ことが多い。

トラウマを考慮した方法 - トラウマの心理的・生理的影響を踏まえた上で、すべての調査・支援サービス・
活動を設計する枠組み。トラウマの再発を防ぎ、傷を癒し、主体性・安心感を育むことを目的とする。



7見えない傷 | 調査報告書

見えない傷 

ウクライナの思春期の男の子とユース男性のメンタルヘルスをめぐる課題と支援策を探る   .................1     
発行情報 ...............................................................................................................................3
調査チームと協力者 ..............................................................................................................3 

略語集  .............................................................................................................................................5
用語集 ..................................................................................................................................6 

1.  要約  ...........................................................................................................................................8
主な調査結果  ......................................................................................................................8

はじめに  .................................................................................................................................13

2. 国別事例研究 ............................................................................................................................20
2.1. ウクライナ  ..................................................................................................................38
2.2. ルーマニア .............................................................................................................50
2.3. ポーランド ...................................................................................................................65
2.4. モルドバ ........................................................................................................................51

3. 比較分析とテーマ別動向  ............................................................................................................75

4. 提言 ............................................................................................................................................78
各国政府と政策決定者に向けて ............................................................................................78
MHPSSサービス提供者に向けて ................................................................................ ..........79
開発・人道組織に向けて .........................................................................................................79
受け入れ先コミュニティと市民社会に向けて ............................................................................80

結論  ..............................................................................................................................................81



8 調査報告書 | 見えない傷

また、思春期の男の子とユース男性のメンタ
ルヘルスニーズへの取り組みは、彼らのウェ
ルビーイングだけでなく、家族やコミュニティに
とっても必須である。こころの痛みを対処せず
放置すれば、感情を失い、人間関係の緊張を
招く恐れがある。こころの痛みが放置されたこ
とで、対処メカニズムが適切に機能せず、
延々と続く暴力の連鎖に陥り、その結果、女
性や子ども、ひいては社会の結束に悪影響が
及ぶ場合もある。

本調査では、これまで見過ごされてきたこうし
た問題を把握することで、思春期の男の子と
ユース男性特有のニーズに対応した包摂的で
トラウマを考慮したMHPSSプログラムの開発
に貢献する。今なお続く紛争の中でウクライナ
が将来的な影響を回避できる道を探るとき、
思春期の男の子とユース男性の支援体制の
強化は、彼らのウェルビーイングの向上のみ
ならず、より健全な家族関係とコミュニティ力を
育む。

思春期の男の子とユース男性は、紛争と避
難、そして果たすべき責任の変化によって、
感情の消失・深い悲しみ・消耗・アイデンティ
ティの葛藤を抱えている。彼らの多くは集中
力の低下や将来の見えない不安に苦しんで
いた。しかし、紛争の影響は一様ではなく、
ユース男性たちはそれぞれが置かれた状況
下で様々な困難を切り抜ける道を探ってい
た。前線近くに住んでいて極度の心理的スト
レスや喪失感を抱えている者、移住による後
ろめたさと孤立感を訴える者、自分が生きる
ことと社会の期待の間で葛藤し深い苦悩を抱
える者もいた。

ウクライナ全土で続く紛争は、すべてのウクラ
イナ人の生活を根底から破壊し、国内のみな
らずポーランド・ルーマニア・モルドバなどの受
け入れ国の家族・コミュニティ・社会構造にも
影響を及ぼしている。この紛争は人びとに大
規模な避難を強い、生命・健康・安全を脅か
し、一般市民は暴力にさらされ、教育・雇用・
基本サービスには甚大な支障が生じている。
人道支援では大部分が女性と子どもに重点
が置かれ、思春期の男の子とユースの
MHPSSのニーズは多くの場合見過ごされが
ちなのが実情だ。だが、紛争の長期化で、避
難・ジェンダーに基づく期待・暴力にさらされ、
また、ケアの利用には構造的障壁があるため
に、彼らは特有のメンタルヘルスとこころの問
題に直面している。支援を求めることをためら
わせる制限的なジェンダー規範、25歳以上に
は軍事動員の可能性があるため移動制限が
あること、そして経済的に不安定なために支
援を活用できないことなどが障壁になってい
る。ウクライナ・ポーランド・ルーマニア・モルド
バで実施した本調査では、こうした構造的・文
化的障壁が彼らのメンタルヘルスに及ぼす影
響を明らかにし、サービス利用向上のための
実践可能な提言を示すことを目的としている。

本調査では思春期の男の子とユース男性に
主眼を置いているが、より広くジェンダーの力
学も踏まえた考察を行っている。自立や感情
の抑制などの男性性に対する社会の期待が、
支援を求める行動やサービス利用にどう影響
するかを検証している。本調査では男性と女
性の見方をはっきりと対比してはいないが、
ジェンダー規範がメンタルヘルスサービスの
利用に影響を与えることは認めている。メンタ
ルヘルス支援を受けることが、どのようにジェ
ンダー役割の影響を受けながら男の子とユー
ス男性の中で決定づけられていくか、ユース
女性とサービス提供者による洞察を分析した
質的調査も行っている。

1 要約

メンタルヘルスのニーズと
対処メカニズム

主な調査結果
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伝統的な男性性のジェンダー規範は、誰かを
保護し、何かを提供する存在であることを
ユース男性に求め、弱さを見せたり助けを求
めたりするのをためらわせる。弱くみえないよ
うに感情を抑え込む者が多く、孤立し、メンタ
ルヘルス支援には一層足が向かなくなる。

避難は家庭内の役割を変え、経済的にも気
持ちの面でもユース男性が責任を負うことが
多くなる。これにより、自分をエンパワーする
ことができたと捉える者がいる一方で、ストレ
スや孤立感を覚える者もいる。社会の圧力・
先の見えない不安・社会の変化の中で、苛立
ちの感覚、気持ちが離れ、あるいは攻撃的に
なることで、仲間や交際相手との関係も変
わっていく。

ジェンダー規範と社会的動向

孤立感と苦悩は一層高まっている。

こうした困難を抱えながらも、ユース男性は
様々な対処メカニズムを働かせて打開の道を
探っている。目的意識を取り戻すために、ボラ
ンティア活動・コミュニティの取り組み・仲間を
支援するオンラインネットワークに参加する
者、あるいは身体活動・スポーツ・創造的な自
己表現を通して感情を開放させる者。だが、
社会と断絶したり危険な行為をする者、アル
コールやオンラインゲームに逃避する者もお
り、より健全な形でストレスを管理する別の手
段を提供する取り組みの必要性が浮かび上
がった。

ユース男性のMHPSSサービス利用を妨げる
要素は複数存在し、社会的・文化的障壁から
構造的・経済的制限まで多岐にわたる。伝統
的な男性性の規範は自立を強く求め、支援を
求める行動をためらわせる。多くのユース男
性は、弱いと思われないように、自分1人で困
難に対処しなければならない、と思い込み、メ
ンタルヘルスの支援を受けるのは恥だ、と頑
なに信じ込んでいる。

社会・文化的な困難に加え、構造的障壁も重
要な要素である。ウクライナ国外に避難した
ユース男性がメンタルヘルス専門家とコミュニ
ケーションを円滑に行うには言葉の壁が存在
するだけでなく、彼らの状況に合ったメンタル
ヘルス支援が不足しているため、適切なケア
の利用は一段と難しくなっている。経済的負
担も障壁のひとつで、民間のメンタルヘルス
関連の支援は手が届かないことが多く、h人
道支援への資金提供が縮小する中、無料あ
るいは補助金で受けられるサービスも減少し
ている。

さらに、情報の入手が困難なために、支援を
受けられる場所があることを知らないユース
男性も多い。利用可能なサービスに関する明
確な案内がないため、MHPSSが利用できな
い者も多く、

MHPSSサービス利用に対する
障壁

避難によって友人関係や仲間同士のネット
ワークが崩壊し、新たな人間関係を築こうとし
ても、多くの思春期の男の子とユース男性が
言語の壁・文化の違い・感情の喪失による、
困難を経験している。また、ウクライナに残る
仲間と比べ、自分は何もせずにいい思いをし
ているという後ろめたさを感じながら生きてい
ると語る者もいた。

家庭内の役割も大きく変化、父親の不在で思
春期の男の子が新たな責任を担っており、こ
れが家族の絆を強める一方、心の重荷にな
る場合もある。彼らの多くが母親やきょうだい
を守り、支える義務を感じているなかで、特に
周囲からの圧力や社会的なスティグマによ
り、親族との関係がぎくしゃくし、さらなるスト
レスを感じている。

コミュニティハブ・スポーツプログラム・同世代
の仲間主導する活動を通して、社会的統合

統合と社会的支援

への取り組みも行われているが、彼らの多く
が利用できずにいる。
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MHPSSの取り組みの有効性にはばらつきが
あり、思春期の男の子とユース男性の参加率
は低い。ユース男性は非公式な仲間支援・コ
ミュニティを基盤とする取り組み・スポーツや
ボランティア活動など組織的に行われる活動
に参加する傾向が強い、とサービス提供者は
指摘している。メンタルヘルスの共生システム
は、資金不足・研修を受けた専門家の不足・
サービス提供がバラバラに行われるなど、シ
ステム上の課題を抱えている。

MHPSSの取り組みの有効性と
共生システムの課題

ウクライナの紛争の影響下にある思春期の男
の子とユース男性を効果的に支援するため、
各国政府・MHPSSサービス提供者・人道支援
団体・受け入れ先コミュニティは、障壁の解消・
利用促進・レジリエンス強化を目的とする重点
的な措置を講じる必要がある。

主要提言

• ユース男性が身近な環境で利用できる
よう、教育・雇用・人道支援プログラムの
中にMHPSSサービスを組み込み、様々
な利用機会を提供する

• 経済的障壁を排除するために、国の枠
組みへの投資を増やしてMHPSSを公的な
保健ケアに組み込み、メンタルヘルスサー
ビスを拡充する

• 避難によるストレスや喪失感を含む、紛
争の心理的影響に対応するために、ジェン
ダーに配慮しトラウマを考慮した手法につ
いて、専門家を研修する

3.ジェンダー規範と社会が与える

受け入れ国で快く迎えられ安心感を抱く者
がいる一方、敵意の高まりを感じ、ウクライ
ナが今も危険な状態であるにもかかわらず
帰国を迫られていると感じる者もいる。

1. メンタルヘルスシステムの強化

2. 雇用と安定への障壁の解消

• 雇用と職業訓練に関する法的・行政手
続きを簡素化し、ユース男性の非正規雇
用から安定した雇用への移行を支援する

• 避難民のユース男性に対する法的保護
を保証するために、難民認定や居住許可の
延長を行い、先の見えない不安を軽減し長期
的な安定を促進する

• 支援を求めることを促し強靭な心を育む
啓発キャンペーンを通して、抑圧的な男性
性のジェンダー規範に挑戦する

• 家族を守る役目を共に担い、感情を開
放できるよう促し、危機的状況のなかで、
ジェンダー規範を前向きに再構築する

• 男性のロールモデル・教育者・コミュニ
ティリーダーをメンタルヘルスの提唱活動
に巻き込み、誰もが当たり前に感情を表現
したり、仲間の支援を受けられるように促
す

スティグマへの取り組み
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深夜に混雑した電車に乗車する家族、ブカレスト
© George Calin, Plan International 

4. 社会的統合と支援ネットワークの強化 5. デジタルを活用したコミュニティ基盤の
支援の強化

• メンター制度・仲間主導のプログラムを
拡大し、避難民のユース男性が受け入れ
先コミュニティ・社会ネットワークとつながり
を持てるようにする

• ユース主導の取り組みとボランティア活
動に投資してユース男性のエンパワーメン
トを促し、主体性を高める

• 避難民を一時的にいるよそ者として扱う
のではなく、長期的にいる地域の一員だと
いう意識を育む文化的に包摂的なプログラ
ムを策定する

• 家族を中心に据えたMHPSSプログラ
ムを開発し、苦痛を感じている思春期の
男の子とユース男性を支援するツールを
保護者に提供する

• デジタルプラットフォームとソーシャル
メディアを活用したメンタルヘルス啓発活
動を行い、規制されていない非公式のオ
ンラインコミュニティにこころの支援を頼
らないように促す

• 利用しやすく、スティグマを感じずにメ
ンタルヘルスサービスを受けられる入り
口として、スポーツとアートセラピープロ
グラムを拡充する
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• 交差するニーズに対応する: 文化に配慮した
包摂的なプログラムにより、疎外されたユース
への支援を調整する

• サービス提供者の研修に投資する: ジェン
ダーに配慮しトラウマを考慮したケアを提供す
るためのツールを専門家に提供する

行動喚起

共同責任

思春期の男の子とユース男性のメンタルヘル
スニーズへの取り組みは、個人のウェルビー
イングの問題を超え、より広く社会の重要事項
である。こころの痛みを対処せず放置すれば、
延々と続く暴力の連鎖と社会的排除を生み、
家族やコミュニティに影響を及ぼしかねない。
レジリエンスを高め、ウェルビーイングと長期
的な安定を促すためには、十分な資金と連携
の下で包摂的な対応を行うことがきわめて重
要である。

• 人道支援におけるメンタルヘルスサービスの
優先度を高める: MHPSSサービスが広く利用
可能で、ユースにやさしく、ジェンダーに配慮し
ていることを保証する

• サービス提供の形を広げる: リスクの高い集
団に支援の手を伸ばすために、デジタルプラッ
トフォーム・モバイルチーム・コミュニティハブを
活用する

• スティグマを根絶し、支援を求めることを促
す: 啓発キャンペーンとユースの参加を通じ、
有害なジェンダー規範に挑む

• ユースの参加を促す: ユース男性の経験と
ニーズを反映したプログラムの設計に彼らを
参加させる

• 連携を強化し、利用しやすいサービスにする:
関係者の連携を強化し、わかりやすいサービ
ス情報が幅広く入手できるようにする
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本調査は、全面侵攻と紛争激化が、ウクライ
ナの思春期の男の子とユース男性のメンタル
ヘルスとこころのウェルビーイングにどんな影
響を与えているかを把握しようとするものだ。
ウクライナ・ポーランド・ルーマニア・モルドバ
で、彼らがメンタルヘルスサービスを利用する
際に直面する障壁、広く用いられている対処メ
カニズム、さらにこれまでに行われてきた取り
組みの有効性を考察する。

人道的対応では主に女性と子どもが優先さ
れ、男性と思春期の男の子の抱える特有の問
題は、MHPSSのプログラムでは見過ごされ
がちなのが実情だ。助けを求めるのをためら
わせる抑圧的なジェンダー規範、25歳以上対
象の動員に備えた移動制限、経済的に不安
定で支援を利用できない等の問題などであ
る。

調査の目的と中核的な質問

本報告書は、ウクライナでの全面紛争への対
応の一環として、プラン・インターナショナルが
DECから資金提供を受けて実施した、大規模
な活動の一部である。2024年7月～2025年2
月に、ウクライナ・ポーランド・ルーマニア・モ
ルドバで実施した本調査は、ウクライナの思
春期の男の子とユース男性を対象にし
た、MHPSSサービスの提供が抱える問題と
求められるものを特定し、取り組むことを目指
している。質的・量的なデータ収集を通して、
本調査は、彼らの実体験・メンタルヘルス支
援の利用とともに、コミュニティと組織の対応
が彼らのウェルビーイングの実現に果たす役
割について考察する。調査結果は政策に反
映してMHPSSプログラムを強化し、男性と男
の子のメンタルヘルスニーズへの取り組みが
確実に効果を上げることを目的としている。

はじめに

ウクライナ全土で続く紛争は、すべてのウクラ
イナ人の生活を根底から破壊し、国内のみな
らず受け入れ国の家族・コミュニティ・社会構
造にも影響を及ぼしている。紛争の激化で、
人びとは大規模避難を強いられ、生命・健康
を脅かされ、バラバラになり、暴力にさらされ、
教育・雇用・基本サービスには甚大な支障が
生じている。人道支援では、女性と子どもに重
点が置かれることが多く、思春期の男の子と
ユース男性のMHPSSのニーズは見過ごされ
がちなのが実情である。

紛争が続く中、避難を余儀なくされ、ジェン
ダーに基づく期待と暴力にさらされ、またケア
の利用には構造的障壁等があるために彼ら
は特有のメンタルヘルスとこころの問題に直
面している。 紛争でユース男性が背負う心の
重荷が増える中、彼らは多くの場合、保護者と
しての責任と経済的不安定、そして危機下に
レジリエンスを示す存在であれという社会の期
待と闘いながら、道をさぐっている。特に25歳
以上のユース男性は、軍事動員政策の施行と
移動制限で一層の心理的ストレスを感じてい
る。

多くの思春期の男の子とユース男性がメンタ
ルヘルス支援を求められるか、求めたいと思
うかには、強さ・自立・感情の抑制といった伝
統的な男性性のイメージが大きく影響する。ま
た、ポーランド・ルーマニア・モルドバの受け入
れ先コミュニティは、安全と社会に溶け込む機
会を提供する重要な役割を果たしているが、
サービスの利用しやすさには今もばらつきが
ある。国際支援の変動と資金の縮小といった
地政学的状況下で、避難民のユースがメンタ
ルヘルスサービスを利用するのは一層困難に
なっている。
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• 全面紛争がウクライナ国内と受け入れ国に
いるウクライナの男の子とユース男性のメンタ
ルヘルスとこころのウェルビーイングにもたら
す影響の評価

• ウクライナ・ポーランド・ルーマニア・モルドバ
の思春期の男の子とユース男性のメンタルヘ
ルスサービスの利用度を調査し、彼らの利用
を阻む構造的・文化的障壁の特定

• メンタルヘルスに関するニーズ・対処メカニ
ズム・利用可能なサービスについて、思春期
の男の子とユース男性の意見を集約

• メンタルヘルスの取り組みの包摂性と有効
性の向上のために、政策立案者・サービス提
供者・人道支援アクターが実行可能な提言を
策定

調査の重点 調査の中核的な質問

メンタルヘルスの問題
ウクライナ国内と各受け入れ国で、ウクライナの思春期の男の子とユース
男性がメンタルヘルス面で抱える主な問題は何か

紛争と避難の影響
全面紛争と避難は、彼らのこころのウェルビーイングと対処メカニズムに
どんな影響を与えているか

メンタルヘルスサービスの
利用への障壁

彼らのメンタルヘルスサービス利用を阻む主な障壁は何か

これまでの取り組みの有効性
これまで行われてきたMHPSSの取り組みは、彼らのニーズへの対応に、
どの程度有効で、どんな問題が残っているか

政策とプログラムの適応
思春期の男の子とユース男性にとってより利用しやすく包摂的なMHPSS
サービスを提供するには、どんな政策変更やプログラムの調整が必要か

本調査では、こうした構造的・文化的障壁が
彼らのメンタルヘルス支援の利用にどう影響
するかを明らかにし、サービスをもっと利用し
やすいものにするための提言を行うことを目
的としている。

本調査では思春期の男の子とユース男性に
主眼を置いているが、より広くジェンダーの力
学を踏まえた考察も行っている。そして、自立
や感情の抑制といった男性性に対する社会の
期待が、支援を求める行動やサービス利用に
どう影響するかを分析している。本調査では、
男性と女性の見方をはっきりと対比してはい
ないが、ジェンダー規範がメンタルヘルス支援
の利用に影響を与えることは認めている。質
的調査では、メンタルヘルス支援を受けること
が、どのようにジェンダー役割の影響を受けな
がら男の子とユース男性の中で決定づけられ
ていくか、ユース女性とサービス提供者の洞
察を分析している。

本調査は、こうした問題を把握することで、思
春期の男の子とユース男性のニーズに対応し
た、より包摂性の高いMHPSSプログラムの開
発に貢献する。

調査の中核的な質問

本調査は、以下を目的とする: 
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彼らの視点が加わることで、思春期の男の子
とユース男性のメンタルヘルスのニーズがコ
ミュニティ内でどう受け止められているかにつ
いて、状況に基づいた洞察が得られ、MHPSS
の利用に影響を与える社会的・構造的・文化
的要因を包括的に理解することができた。本
調査は若年層を中心に据えているが、上の年
齢層の男性の発言には、思春期の男の子と
ユース男性に影響を与える世代の考え方や経
験について考える貴重な機会となるものもあっ
た。こうした考え方は、メンタルヘルスと支援を
求める行動に影響を与える、より広範な社会
的・文化的変化を各状況に当てはめて考える
上で役立った。

調査方法

本調査では、メンタルヘルスをめぐる課題と利
用しやすいサービスを包括的に理解するた
め、質的調査の手法を用い、FGDとKIIを行っ
た。質的調査で得た洞察を補完するため、量
的調査を2つ実施した。1つは、メンタルヘルス
をめぐるスティグマを踏まえ、調査対象の思春
期の男の子とユース男性がより広く参加でき
るように行った調査で、もう1つは、利用しやす
いMHPSSサービス像をつかむためのサービ
ス提供者を対象にした調査だ。フェミニスト的
でトラウマを考慮し、ジェンダーに配慮した原
則に従い、倫理的な参加型手法を徹底した。

本調査の主対象は15~17歳の思春期の男の
子と18~25歳のユース男性だが、調査には思
春期の女の子/ユース女性/成人男性/保護者
など、他のコミュニティ住民・教師・メンタルヘ
ルス従事者・地元NGO・INGO・政策決定者も
参加した。

子どもたちが一緒に楽しむ、Ludobus遊びセッション、モルドバ
© Plan International
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参加者には、仕事や学業のために紛争以前
に移った者もいれば、紛争による避難で移っ
た者もいた。また調査では、都市部と地方部
など、地理的条件の異なる人びとの視点が集
まるよう努めた。さらに、MHPSSの巡回チー
ムによる遠隔地域にいる人や、障害者・
LGBTQIA+に属する人・少数民族コミュニティ
に特化した支援を提供する専門家も参加でき
るよう配慮した。本調査は、本調査は、軍事経
験を持つユース男性の実情の理解を目指した
が、軍事経験を持つ者から直接情報を得るの
ではなく、メンタルヘルスサービス提供者や、
男女問わずそうしたユース男性とつながりの
ある人びとから洞察を得た。さらに、避難した
ユースの様々な実情を把握するため、オンラ
イン/対面学習を通じて学業を続けるユース男
性と思春期の男の子も対象に含めた。

帰納法と演繹法の両方を取り入れた主題分
析の手法を用いることで、データから主なパ
ターンとともに、思いがけない考え方を捉え、
ウクライナの思春期の男の子とユース男性が
抱えるメンタルヘルスの課題と、サービスに不
足しているものを細かく理解できるようにした。

本調査は、以下に示すMHPSSの様々な面に
ついて分析を行った:

参加型調査手法

参加型手法は、本調査の重要な柱である。調
査対象国4カ国で思春期の男の子19名とユー
ス19名との面談を調査の2つの段階で実施。
初期段階では彼らの意見を調査方法・調査
ツール・中心となる質問の策定に反映し、後
の検証段階では、調査結果を参加者と共有し
て彼らの意見とフィードバックを最終分析に反
映した。

質的データ収集

質的データ収集は、保護者・メンタルヘルス専
門家・教師・学校カウンセラー・人道支援従事
者・地元NGO/INGO代表者に加え、88名の
思春期の男の子とユース男性との、94回の
KIIと29回のFGDを実施して行い、各自の経
験・対処メカニズム・メンタルヘルスサービス
利用に対する障壁・避難と紛争がこころの
ウェルビーイングに与える影響をテーマに意
見交換が行われた。

多様なデータを得るために、本調査は、全面
紛争が始まった2022年2月以前に受け入れ
国に到着していた者と、その後到着した者の
両方を調査対象とした。

分析対象MHPSS関連テーマ
紛争が男性性とジェンダー的役割

に与える影響

メンタルヘルスのニーズと
ウェルビーイング

教育と学習

コミュニティ/仲間支援システム

障壁

デジタル世界の安全性と
ソーシャルメディアの影響

他者との関係

保護・安全性・移動

ストレスと対処メカニズム

ストレスと対処メカニズム

少数派集団の実情
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思春期の男の子と
ユース男性:

159名

女の子・ユース女性・保護
者・メンタルヘルス従事者:

288名

参加者

447名

質的データ収集
(KIIとFGD):

273名

量的データ収集
(アンケート調査):

174名

109
ウクライナ

名 135
ルーマニア

名 116
モルドバ

名 87
ポーランド

名

©  Free Vector Maps.com

• 利用可能なMHPSSサービスのマッピングを
行い、サービスの提供にある課題を確認し、ウ
クライナの思春期の男の子とユース男性にとっ
て利用しやすいサービスを探るために行う、
サービス提供者・組織(対象数 = 103)を対象と
した調査

• メンタルヘルス・対処メカニズム・MHPSSサービ
スの利用をどう捉え・考えているかを知るため、ウ
クライナと受け入れ国にいる思春期の男の子と
ユース男性(対象数 = 71)を対象とした調査

データ収集

質的調査の結果を補完するため、量的調査を
2つ実施した。これらの調査により、利用しや
すいサービスやメンタルヘルスに対する人び
との考え方やサービス利用への障壁につい
て、広い洞察が得られ、質的調査の結果の多
角的な分析が可能になった。

• 質的データ収集(インタビューとFGD)に273
名が参加

• FGD/KII/量的調査のいずれかに159名の
思春期の男の子とユース男性が参加

• 94回のKIIと29回のFGDに幅広い関係者
が参加

対象者構成・募集

ウクライナ・ポーランド・ルーマニア・モルドバ
の4カ国、計447名が調査に参加した。対象
者は以下の形で参加した:
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机上調査で、自助・コミュニティを基盤とした・
組織による支援体制のマッピングを行うこと
で、サービス提供の抱える問題が明確にな
り、それを調査手法に活かした結果、紛争の
影響下にある思春期の男の子とユース男性
が直面する現実に対応した調査設計が可能
になった。

倫理的配慮

本調査は厳格な倫理基準に準拠し、プラン・
インターナショナルの倫理審査チームの審
査・承認を受けた。参加者からインフォームド
コンセントと受諾を受け取り、未成年者からは
保護者の同意も受け取った。また彼らには、
何時でも参加を辞退できる権利等、彼らの権
利について説明を行った。

個人情報の匿名化と全情報を調査利用に限
定して安全に保存することで、機密保持と
データ保護を保障した。セーフガーディング措
置が講じられ、参加者は保護手続きの詳細を
記載した同意書を受領し、専用の担当窓口を
提供された。FGDとKIIの実施後、参加者には
感想を伝える方法と、今後支援を受ける際の
方法について情報を提供した。トラウマがよみ
がえるリスクを下げるため、未成年者にはここ
ろの緊急サポートを用意し、成人には必要に
応じて適切なMHPSSサービスを紹介した。

調査チームは、ファシリテーターがトラウマを
考慮し、ジェンダーに配慮したデータ収集手
法の研修を修了しているように徹底した。特
に、メンタルヘルスに関する問題を扱う際に、
スティグマや内面に深い苦痛をかかえている
可能性がある思春期の男の子やユース男性
と関わるファシリテーターには、特に注意を促
した。

本調査では、基本的な考えのひとつとして、
紛争の影響下で男性と思春期の男の子が苦
痛を感じるのは自然であり、極限のストレス下
では当然の反応であるという認識に基づいて
いる。

本調査は有意抽出法を採用し、対象者、特に
脆弱な状況下のウクライナ人の思春期の男の
子とユース男性から、人口を構成する多様な
層とその実態を捉えられるようにした。募集方
法は国毎に異なり、ウクライナとポーランドドで
は、LGBTQIA+に属する・障害を持つ・特定の
危険にさらされているグループの支援を含
む、IDPとウクライナ難民の支援組織を中心に
働きかけを行った。調査員は、参加者となり得
る人びとを見つけるため、何百もの組織・大
学・学生組織・スポーツクラブ・UNHCR TWG
会員に接触した。遠隔地で巡回サービスを提
供する組織の参加はもちろん、都市部と地方
部両方の意見を確実に得るように徹底した。
ルーマニアとモルドバでは、雪だるま式サンプ
リングを採用し、既存のネットワークとコミュニ
ティを基盤とした紹介を活用してウクライナの
思春期の男の子とユース男性に接触した。

机上調査

机上調査は、既存の知識と各状況における事
実を確実に反映した調査に設計する方法を決
定する上で、重要な役割を果たした。データ収
集前に机上調査は実施され、学術文献・灰色
文献・政策文書・面談報告書等、様々な資料
を調査した。

机上調査では、ジェンダー化したトラウマへの
対応・メンタルヘルスに対する各文化の考え
方・ウクライナ人コミュニティへの紛争の影響
を検証し、支援を求める行動とサービスの利
用の実態を知る足がかりとなった。また、国の
政策・法的枠組み・利用可能なメンタルヘルス
支援を含めた、ウクライナ・ポーランド・ルーマ
ニア・モルドバにおけるMHPSSサービスの現
状評価も行った。
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多くのサービス提供者が複数の調査活動に
参加していたため、調査協力疲れもあった。こ
れが、彼らの注力の度合いや回答内容の充
実度に影響を与えた可能性がある。さらに、
質的・量的データの同時収集は作業的に重
く、新たに得た洞察に合わせて調査ツールを
改善し続けられない場合もあった。

本調査は、LGBTQIA+に属する・ロマのコミュ
ニティに属する・障害を持つ人等、脆弱なグ
ループの声を直接集める難しさも経験した。
的を絞って募集を行ったが、参加者を集める
のはきわめて困難であり、結果、こうしたグ
ループの人びとから直接ではなく、サービス
提供者・NGO・保護者から得た洞察に頼るこ
とになった。間接的な見解も有益な洞察にな
るが、こうしたグループに属する一人一人の
声を完全に代替するものではない。今後の調
査では、生の声を伝えることにより重点を置
き、彼らの実体験をより包摂的に、実態に即し
て理解できるよう徹底する必要がある。

そして、翻訳・通訳されたデータを使用したこ
とで、わずかな意味のずれが生じるリスクも
あった。このリスクを軽減するため、記録内容
を慎重に確認し、ファシリテーターとのダブル
チェックを行ったが、細かいニュアンスを伝え
きれないリスクは、引き続き多言語調査につ
きまとう課題である。

本調査は、トラウマを病気として扱うのでは
く、個人の必要な支援の利用を妨げる構造
的・社会的障壁を明確化することを試みてい
る。私たちは、メンタルヘルスの取り組みで
は、精神的苦痛を個人の問題として捉えず
に、レジリエンスの育成・コミュニティを基盤と
した支援・利用可能なこころのケアに重点を
置くべきだと考えている。

制限事項

参加者の募集とデータ収集全体には難しい
面があり、選考に偏りが生じた可能性があ
る。本調査で採用した有意抽出法は、多様な
意見が得られる反面、結果から一般的パター
ンを導き出すには限界がある。本調査で得ら
れた見解は、今回の採用過程で接触できた
対象者の経験を反映したものであり、紛争激
化の影響を受けたすべての思春期の男の子
とユース男性を完全に代弁していない可能性
がある。

重大な困難の1つとして、思春期の男の子と
ユース男性の参加者集め、特にポーランド、
が挙げられる。広範に募集の働きかけを行っ
たものの、参加人数は想定を下回った。その
要因の1つは、ユース男性と保護者の両方が
調査参加に懐疑的で難色を示したことで、メ
ンタルヘルスは依然、タブーとされており、ス
ティグマを受ける不安が不参加を促したと考
えられる。さらに、正式な調査に参加すること
に気後れする家族もいた。
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2 国別事例研究

は自分と社会をつないできた大きな柱ととも
に、アイデンティティの意識と支えられていると
いう感覚を失った。ウクライナ軍に志願した者
もいれば、紛争に対する考え方の違いから、
友情にひびが入った者もいる。自分の考え方
や自分という存在の意義が変わり、感情がな
くなったという者も多い。メンタルヘルスサービ
ス提供者は、入隊する者・新しい環境になじむ
者・社会の期待と闘う者等、ユース男性はそ
れぞれの置かれた状況によって異なる影響を
受けていると指摘しており、つまり、彼ら全員
が様々な心理的負担を抱えているという。自
身の決断がもたらしたスティグマを受けたり、
排除されたりする者もいる。そこに、リスク要
因・保護要因(個人/家族/社会/文脈的要因)・
脆弱性要因がさらに重なりあい、状況は複雑
化している。

紛争で自身の目的意識が変わったという思春
期の男の子とユース男性もいる。インタビュー
では、、感情が動かなくなり、以前は楽しく感じ
た活動に何の意味も感じなくなったという発言
がよく挙がった。こうした感情の解離は、慣れ
親しんだ日常や人間関係の喪失で一層悪化
するものだが、彼らの経験は一様ではなく、地
域・避難の有無・各自の状況によって心理的
影響は異なる。前線地域に住む人びとは、比
較的安全な地域に住む人びととは極めて異な
る現実に直面している。さらに、IDPと故郷の
コミュニティに留まった人びととでは、新しい環
境への適応から長期にわたる紛争関連のスト
レスまで、それぞれが直面する困難は大きく
異なる。

ロシア・ウクライナ紛争は、社会状況を一変
し、思春期の男の子とユース男性のメンタル
ヘルスに深刻な影響を及ぼしている。全面紛
争前、彼らの多くは、スポーツ・趣味・課外活
動・社会的交流等、組織的に行われる活動
に積極的に参加していた。こうした活動を通

して、生活リズムやアイデンティティ、目的意
識が生まれ、個人としての生活と家族の空間
に安定が保たれていた。紛争でこうした規則
性のある生活が崩壊したことで、人びとは精神
的苦痛を抱え、それまでしていたことに興味を
失い、先の見えない不安を抱くようになった。
また、避難・経済的不安定・家族離散等の混
乱で、慢性的なストレスが高まり、人びとは感
情を失い、社会との関わりを断つことが増えて
いる。「紛争前はレースが大好きで、プロレー
サーになるのを夢見ていました。ゴーカートの
レースでその夢を追っていました。紛争が始ま
り、すべてが崩壊し、レースは私の中から完全
に消えてしまいました」(17歳の思春期の男の
子)。

本調査で、ウクライナにいる思春期の男の子
とユース男性67名を対象に、質的・量的調
査、または面談を実施し、メンタルヘルスに関
する様々な意見を収集した。それまで趣味を
支えていたコミュニティが崩壊し、ユース男性

過去と現在

2.1.1 メンタルヘルスのニーズと
ウェルビーイング

2.1 ウクライナ
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紛争を機に、思春期の男の子とユース男性の
間でメンタルヘルス問題が急激に拡大してい
る。回答者の中には、将来の見えない不安・
25歳以上を対象にした動員の懸念・紛争下で
予測のつかない暮らし等、いくつかの要因に
よる不安を訴える者もいた。こうした不安は、
慢性的な心配・侵入思考・睡眠障害として現
れる。安全な状況でも、空襲警報の記憶や過
去のトラウマが引き金となり、極度の苦痛に襲
われるという者もいる。

下記の棒グラフは、紛争開始以降に思春期の
男の子とユース男性が心と行動に感じた変化
について本調査で回答した内容を示してい
る。回答者の50%が不安が高まったと回答し
ている点は注目すべきだ。

ウクライナにいるユース男性は、不安定な避
難生活の混乱以上に厳しい紛争下の現実に
日々直面している。空爆や砲撃、破壊の絶え
間ない脅威は、慢性的なストレスと警戒心の
きわめて高い状態を生み、彼らのメンタルヘ
ルスに重大な影響を及ぼす。メンタルヘルス
従事者によると、入隊した者は直接的な戦闘
経験を持ち、暴力にさらされ、さらに一般市民
の生活に復帰するのが難しいことで、ストレス
が一層高まっている。実戦地域にとどまりな
がらトラウマ体験を消化し、こころのウェル
ビーイングを維持するのはきわめて困難な作
業だ。

うつ症状は、多くの参加者が訴えており、その
多くが感情を失い、無気力に陥り、生きること
に意味を見出せずに苦しんでいる。以前は喜
びを感じていた活動に今は虚しさを覚え、社会
との関わりを断ち、過去の自分を断ち切ると
いった行動につながっているという。家族構造
の崩壊・強制移住・こころの支援ネットワーク
がないことで、こうした問題は深刻化しており、
愛する人や親しい友人を失った人びとは特
に、深い悲しみと疲労を訴えた。

心と行動に現れる反応の
種類と影響

「以前は私も友だちづきあいをもっとしていて、
間違いなく私の生活の大切な要素でした。で
も今は、たまに連絡を取るくらいで、大した内
容でもなく、心が満たされることはなくなりまし
た」。

22歳のユース男性
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「勉強に困難を感じています。テスト中に空襲
警報が鳴ったら、そのテストはなくなり、それ
はその時は楽ですが、長期的に考えると確実
に害です。警報が鳴っていた間の授業の内容
が理解できず、取り残されていくのを感じま
す」。

17歳の思春期の男の子

また、慢性的な身体の痛みや慢性疲労等の
心身症の症状を訴えるユース男性もいて、彼
らは精神的苦痛に起因するものだと考えてい
た。こうした症状には具体的な生理学的要因
がない場合が多く、強度のストレス/不安/感情
の抑圧と関連している。サービス提供者は、
精神科医への紹介件数の増加を指摘した。こ
れはメンタルヘルス問題に対する認識の高ま
りの現れかもしれないが、利用できるサービス
が変わった、精神的苦痛が増えた、紹介が広
く行われるようになった等、他の要因による可
能性もある。だが、スティグマや診断を受ける
ことを恐れ、多くの人が積極的に専門的な支
援を求めようとしないでいる。精神的苦痛を否
定し、認めることを拒むことで対処している人
もいた。

メンタルヘルス従事者が指摘した通り、攻撃
的になる・リスクの高い行動をとる・物質使用
も一般的になっていた。こころの苦痛から逃避
するために、無謀な行動・過剰な飲酒・自己破
壊的行動に及ぶ者もいる一方で、欲求不満が
高じて暴力行為やいじめ、他人に当たる者も
おり、これらはストレスに耐え切れなくなった場
合に起きる場合が多い。こうした行動は必ずし
も意識的に行われるとは限らず、無力感や、
状況をどうすることもできないと感じた結果、
現れることがある。あまりにもつらい実情に打
ちのめされストレスが高まることで、感情の処
理能力や理性的判断力が一層低下する可能
性がある。

その他の問題として、孤独感・25歳以上に対
する動員への恐怖・ウクライナでの未来の不
透明さ・自傷行為等が挙げられた。MHPSS関
連で活動するウクライナの団体によると、子ど
も・思春期の若者に対する保護者の家庭内暴
力(DV)の事例が、教育機関でのいじめや保
護者との軋轢とともに増加しているという。ア
ルコールやタバコ等の物質使用・ギャンブル・
オンラインゲームへの依存も増加しているとい
う。今も続く紛争と将来の見通せない恐怖、不
安から逃れるひとつの手段として、ウクライナ
を離れることを検討しているユース男性がいる
一方で、集中力の低下や自分自身を攻撃して
しまうといった症状を訴えた者もいた。

同時に、性教育と性的指向に関した開かれた
議論の必要性を訴える声が高まっており、こ
れは利用可能なリソースと支援不足の表れで
ある。人間関係や生殖に関する健康といった
テーマは、正規教育で扱われないことが多い
ため、参加者の多くは、こうした問いにきちん
と答えられる状態にないと感じている。さらに、
特に占領地域や戦闘活動が激しい地域から
ウクライナ国内のより安全な地域へ避難した
子どもと思春期の若者を標的にした、出身地
に基づくいじめへの懸念が高まっている。

紛争関連のストレスに対処するため、積極的
に社会参加をしているというユース男性もい
た。その多くはボランティアとして、IDPの支
援・友人の支援ための前線訪問・コミュニティ
支援・草の根活動への参加をし、役割を担っ
ている。こうした活動は彼らに新たな目的意識
を与え、無力感を軽減させている。また、現状
をきっかけに、自己成長とコミュニティ参加が
促され、社会問題への関心が高まったという
者もいた。
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こうした深く根づいた規範が、支援を求める
行動に及ぼす影響は極めて重大で、サービ
ス提供者の74%が、男性性に関する社会の
期待が、男の子と男性のメンタルヘルスに関
する支援を求めたいという気持ちを押さえつ
けていると指摘する。

思春期の男の子とユース男性ともに、睡眠障
害・慢性的なストレス・不安・うつ症状等のメ
ンタルヘルス上の問題を訴えることが著しく
増加している。

「まず、夜中に警報が鳴って、何が起きてい
るか確認しなければならないので、よく寝れ
ないことがあります。弾道ミサイルなのかド
ローンなのか、ドローンならそれほど怖くあり
ません。事実、よくない習慣ですが、ドローン
が来ても常に避難する訳ではありません。で
も、私たちのすぐそばで撃ち落としているの
で銃声が聞こえ、よく眠れません」。

17歳の思春期の男の子

ユース男性に及ぶ紛争の影響は、それぞれ
の状況によって異なる。ウクライナのユース男
性全員が紛争の影響を受けているが、兵役に
就いている者は、特有の問題を抱えている。
強い仲間意識と自信があることで苦痛から心
を守ることができる者もいるが、メンタルヘル
スサービス提供者は、実戦への参加・生き
残った罪悪感・長期軍役後一般市民の生活へ
の適応の困難が、彼らの心に重い負担を課し
ているという。社会復帰を促す包括的なプログ
ラムがないため、ユース男性は経験したことを
処理するためのこころのサポートを受けられな
い状況に置かれている、との指摘もあった。

また、ウクライナ国内にとどまっているがウク
ライナ軍に属していない者は、罪悪感・孤立
感・他者の評価に苦悩することがある一方、
国外に避難した人は仲間とのつながりを失
い、孤立感を抱えることが多い。他国に避難し
たが暮らしを立て直すことができず、リスクを
冒して帰国した者もいれば、今も続く故郷の占
領・破壊・砲撃・軍事攻撃により、避難生活を
続けざるを得ない者もいる。

思春期の男の子とユース男性はともに重度の
精神的苦痛を抱えているが、困難の内容は異
なる。メンタルヘルス従事者によると、まだアイ
デンティティの形成段階にある思春期の若者
は、社会化を進められず、孤立感が高まり、人
間関係構築に困難を覚え、感情の喪失を経験
しているという。中には、自身の将来に対する
強い不安や、自分の力では自分の人生をどう
することもできないと感じる者もいるという。

ユース男性、特に20代前半は、アイデンティ
ティと男性性に関する問題を抱えていることが
多い。伝統的なジェンダー規範に根差した社
会の期待の中で、「こうしたい」という自分の願
望と「こうあらねば」という義務感がせめぎ合
い、恥や罪悪感が生まれ、場合によっては「死
にたい」と思うようになる。幼い頃から、感情を
抑えるように社会から求められ、自分の弱さを
認めることを弱さだと考える者もいるが、この
考え方は紛争下で一層強くなる。

男の子/男性への異なる影響

対処メカニズムは、心のウェルビーイングを
支える順応的(健康的)な仕組みと、一時的な
解放感を与えるが長期的な精神的苦痛をも
たらす不適切(有害な)仕組みに大別される。
紛争は、思春期の男の子とユース男性の対
処メカニズムの方向性を大きく左右し、それ
によって彼らが、どのように感情を調節し、社
会と関わり、行動するかは影響を受ける。ど
う対処するかは、各個人・家族・社会・背景的
要因によって異なるが、こうした要素が働い
て彼らにリスク、保護、あるいは弱さをもたら
している。

対処メカニズム: 
順応的 VS 不適切
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紛争の困難な状況下でレジリエンスと心の安
定を維持する方法を見出したユース男性もい
る。その順応的対処メカニズムには、心の支
えを求める・身体活動に参加する・ボランティ
ア活動に従事する・創造的/知的活動に没頭
することが含まれる。また、家族・恋人・親しい
友人など、信頼できる人物に心の支えを求め
ることが多いと言うユース男性もいた。思春期
の若者の中には、保護者自身も目の前のこと
で精一杯かもしれないとわかりつつも、母親が
主な安らぎの源であると回答した人もいた。同
様に、恋人の存在が心の安定につながってい
る場合もある。「母の所に行って気分がよくな
いと伝え、助言を求めます。でも今の状況で
は、いつもそうはできません。母も人間で、今
の状況に圧倒されることもあるのです」(17歳
の思春期の男の子)。

身体活動と社会活動は、重要なストレス解消
法として機能している。ストレスを管理し、人と
のつながりを保つためにスポーツ・運動・コミュ
ニティ活動に参加していると回答したユース男
性もいた。サービス提供者の中にもコミュニ
ティへの参加が果たす役割を強調し、「家族や
友人とのコミュニケーションにスポーツは役立
ち、ボランティア活動を通じて他者と協働し助
け合える」、と指摘した者もいた。自分の対処
メカニズムが働くというより、むしろ自身のスト
レスを有意義な行動に転換するために、ボラ
ンティア活動やコミュニティ支援に参加してい
るユース男性もみられた。

一方、一時的な解放感を与えるものの長期的
には悪影響を及ぼす、不適切なメカニズムに
頼ってしまう者もみられた。最も憂慮すべき不
適切なメカニズムの一つが、物質使用である。
紛争によるストレスとその影響から逃避しよう
とし、アルコール・タバコ・薬物に手を出すユー
ス男性が急増している。さらに、現実逃避や社
会との断絶という形で対処メカニズムが働くこ
ともよくある。現実と断絶するためにテレビ
ゲームに没頭する思春期の若者もいる。調査
回答者の思春期の男の子とユース男性の
60%が、ストレスを感じたり、体調が悪い時に
働く対処メカニズムとして、オンラインゲームを
挙げた。

ゲームは、自分がコントロールしているという
感覚を取り戻す、問題を解決する、つくられた
世界ではあるが達成感を得る、手段として機
能する場合もあるが同時に、ストレスやトラウ
マ体験への反応として、攻撃的になる、リスク
の高い行動をとる、といった形が現れることも
多いと報告されている。紛争の精神的負担に
対処しようともがき、自傷行為をしたり、希死念
慮を持つユース男性が増加しているのは、特
に憂慮すべき傾向だ。

「彼らはいつでも感情を表に出す準備ができ
ている訳ではありません。彼らはすべてを自
身の内に抱え込んでいます。自傷行為が今日
非常によくみられるのは、そのためです」。
(INGO代表)

2.1.2 社会からの圧力と支援制度

家族は変わらず最も安定した支えになってい
る、と言うユース男性がいたように、回答者の
70%が、家族が心の支えになっていると回答
した。だが、経済的逼迫と喪失、心に重くのし
かかる紛争を背景に、家庭内の人間関係は
緊張が高まっている。思春期の男の子には、
苦難を共にしたことで家族内の互いへの理解
が深まり、保護者、特に母親との絆が強くなっ
たと感じたと言う者がいた一方、ユース男性
は、自身の問題を保護者に伝えることは、彼
らの負担をさらに重くするだけだと感じ、気持
ちを伝えられずにいる。「個人的な問題は誰も
母親や父親には話さないです。そういうこと
は、付き合っている恋人や友人との間で話題
にすることが多いです」(22歳のユース男性)。

家族内の力関係と役割の変化
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特に家庭内の役割に関する保護者の期待も
かなり高まっている。ユース男性、特に紛争で
父親が不在である者には、圧力が高まり、心
に重くのしかかっていると言う者もいる。仕事で
の成功にとどまらず、家族を養い保護する存
在になることを期待されていることもある。「両
親は私がパイロットになるのを強く期待してい
ます。これはとても難しいです。全力で取り組
み、大学に修了するまで残り、パイロットになる
よう目指さなければなりません。大きな圧力と
責任を感じています」(17歳の思春期の男の
子)。

亡くなった人についてはっきりと語った参加者
はほとんどいなかったが、それは彼らにそうい
う経験がないのではなく、話題にしにくいテー
マだからだと考えられる。状況を考えれば、多
くの思春期の男の子とユース男性が家族との
別離・紛争下の様々な役割に従事する親族の
不在・死別の経験をしていると思われるが、本
調査はトラウマをよみがえらせない方法で行わ
れたため、参加者がこうした経験をあえて明か
さなかった可能性もある。そして、彼らの多く
が、苦難を共にすることで家庭内の伝統的な
上下関係が変化し、家族同士の関係が平等に
なってきたと述べた。こうした変化の長期的影
響はわからないが、家族の新しい力関係を作
り出しているのは疑いようもなく、今後も紛争の
継続とともに形を変え続けていくだろう。

多くのユース男性が、国内・国外への避難を強
いられ、友人とのつながりは断たれてしまっ
た。また、ウクライナに残った人びとも、紛争下
で日々起きることや優先事項が、避難していっ
た友人とは大きく違ってきているため、関係を
維持するのは難しいことが多い。「多くの人がリ
ヴィウやテルノピルに移ったため、会うのがと
ても難しくなりました。会うには、駅で何時間も
待った後、列車で移動して丸一日かかってしま
います」(22歳のユース男性)。

加えて、友人関係上の距離が離れてしまったと
いう意見もあった。絶え間ない攻撃・前線での
進攻・日常的な爆撃（特に民間用インフラを標
的としたもの）で不安に満ちた日々の中で、
ユース男性には、経済的不安定と25歳以上の
動員の可能性をという圧力がさらにのしかか
る。こうしたストレス要因から、社会との関わり
を避けるようになる者もいる。オンラインコミュ
ニティに救われていると言う者がいる一方で、
オンラインでのつながりでは、直接会って心を
支えてもらう代わりにはならないという不満も
聞かれた。

ユース男性間の友人関係は大きく変化してお
り、意見の対立から関係が上手くいかなくなる
ことが多くなっている。政治的対立や紛争に
対する見解が、友情にひびを入れることにな
るという。こうした意見の違いをきっかけに、
ユース男性は付き合う相手を考え直すことに
なり、結果、友人を失うことも少なくない。仲間
が避難していく中で、社会の分裂がすすんで
いく現状もある。

友人関係と仲間同士の
ネットワークへの影響

「自ら社会と距離を置き、外に出ることを恐れ
ている者もいます。以前より互いにコミュニ
ケーションを取らなくなっています」。

26歳のユース男性

ユース男性にとって、コミュニティの存在とそ
の一員としての意識は紛争で大きく変わっ
た。ボランティア活動・軍務・国外避難民コ
ミュニティという新たなネットワークに心の支
えを見出す者がいる一方で、すべてのつなが
りを断たれたという感覚が強まる者もいる。

コミュニティと帰属意識
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これまで人びとの心に安定感を与えてきたコ
ミュニティ支援の存在は、特に社会的結束が
次第に弱まるにつれ、弱体化している。

ウクライナに残ったユース男性から、国外に
避難した者から見捨てられた感覚があるとい
う話が時々出た。反対に、移住した人びとは、
アイデンティティの葛藤と国を離れたという後
ろめたさに苛まれているTという。ユースの中
には、その選択で人を判断する者もいるた
め、こうした人の流れが社会の緊張を高めて
いる。しかしながら、これらの困難がある中で
も、強い連帯感を感じているユース男性もお
り、その多くが、情報を共有し支え合う非公式
なネットワークを築いている。

「私たちは何をするのもすごく速いのです; す
ぐに付き合い始めて、すぐに深い関係になっ
て、すぐに別れる。明日何が起こるか、誰も
わからないのです」(25歳のユース男性)。

紛争は恋愛関係にも深刻な影響をもたらし、
ユース男性が深い付き合いをし続けていくこと
は難しくなっている。恋愛関係の多くが、避難・
軍務・意見の相違で壊れることが多い上に、
心の弱さを認めることを弱さだとする考えに
よって、ユース男性は感情を一層抑圧するよ
うになり、孤立感を高めている。「男性が配慮
を求めると、「弱音を吐いている」とみなされ、
それは男性には許されない行為なのです」(23
歳のユース男性)。

離ればなれの状態と張り詰めた気持ちが長期
にわたる中で、失恋と離婚の件数は増加して
いる。高い年齢層の成人では、公式に離婚し
た割合が高くなっており、こうした家族の解体
の影響が、思春期の男の子とユース男性にも
及んでいる。ある25歳のユース男性は、ジェ
ンダーによる力関係が変化し、異性愛関係に
新たな緊張を生んだと説明した。「離婚率が高
まっているのは、家族が離ればなれになった
からです。離ればなれの生活の中で女性の持
つ力が大きくなり、男性に選択肢がないときも
女性には選択肢があり、これが関係に重大な
問題を起こしているのです」。また、将来が見
えない中で長く付き合えるかが不確かになり、
速いペースでどんどんデートをする傾向がみ
られ、紛争でストレスが増加し、性的関係にも
影響が及んでいる。

恋愛関係

男性のメンタルヘルス問題・トラウマ体験・男
性の薬物乱用を背景に、紛争下では家庭内
や恋愛関係で緊張が高まり、GBVが増加して
いる。最近のデータでも、こうした事例が急増
しているのは憂慮すべきである。UN 
WomenUN Womenによれば、紛争関連のス
トレスで、2023年以降、DVの件数は36%増
加しており、2023年には最初の5ヶ月間でDV
件数が51%増加し、349,355件に達したとウク
ライナ国家警察が報告した。この急激な増加
は、紛争によるストレス・経済的逼迫・失業・ト
ラウマによるものだとされている。

トラウマと精神的苦痛を放置すると、攻撃的行
動をとる恐れがあると認める男性もい
る。GBVに関して公然と語る者はほとんどい
ないが、軍務で極限状態に置かれトラウマと
なり得る経験をしたことで、緊張の張り詰めた
状態が抜けず元の生活になかなか戻れない
人びとの間では、特にその発生が懸念される
と、メンタルヘルス従事者も指摘している。

女性も、男性との人間関係、特に恋愛関係で
の変化に言及した。男性の攻撃性が高まった
と指摘する女性がいたと同時に、紛争と長期
にわたるストレスの影響に苦しむ男性の気持
ちを支えるのが重荷になっていると述べた女
性もいた。

GBVとそれが意味するもの
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あるユース女性は「軍から戻ってきた夫や恋
人は、好ましくない症状や、戦地でのトラウ
マ、そして攻撃性を抱えており、多くの女性が
それに向き合い対処しようとしています。彼女
たちが、夫や恋人の心を支え、彼らの心を回
復させなければならないのです」と語った。

サービス提供者は、長期的なストレスと紛争
の心理的影響の、GBVの発生率上昇との関
連性を認識している。ウクライナで活動する複
数の組織が、DVの件数増加を報告している
が、報告率はスティグマや恐怖を理由に、低
いと指摘している。あるサービス提供者は「紛
争に関連するメンタルヘルス問題は、攻撃性・
性犯罪・暴力を引き起こしています。またうつ
病・アルコール依存症・不安もみられます」、と
説明した。

懸念の高まりを受け、現地の組織は、意識啓
発キャンペーンやGBVの被害者らが安心して
過ごせる場所づくりを含む、GBV防止プログラ
ムを始動させた。暴力の連鎖を阻止するた
め、男の子とユース男性を対象とした教育の
拡充を強調しているNGOも存在する。ある組
織は「今、紛争によってようやく、男性も暴力
の被害者になり得ることが認識され始めた。
私たちは、支援サービスがあり、支援は秘密
厳守で利用できることを男の子に伝えることが
必要だと考えている」と述べた。

法律センターに勤務するウクライナ出身の弁護士の一人
© Kasia Strek, Plan International 

MHPSSの利用に対する障壁として最も頻繁
に指摘されたものの一つは、特に地方部や小
さなコミュニティの人びとがサービスを利用す
るために移動する困難さであった。調査対象
の4カ国すべてで、こころの支援サービスは大
半が都市部に集中しており、遠隔地に住む男
性や男の子が専門的な支援を受ける機会は
ほぼないか、不可能な状況である。特に障害
者向け等の福祉送迎サービスが存在する地
域もあるが、サービスが行き届かない場合が
多く、メンタルヘルス支援を受けるために移動
するのは難しいのが実情だ。障害者支援に従
事するサービス提供者もこの点を強調し、無
料の送迎サービスが存在しても、運行回数が
非常に少ない場合が多いと指摘した。この問
題は特にウクライナ国内で顕著で、紛争の影
響下にある地域はインフラが破壊され、身の
安全も守れないため、サービスの利用は物理
的に極めて困難になる。

構造的障壁

2.1.3  サービスの利用を阻む障壁と
ジェンダー規範
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特に人道支援資金で運営されているサービス
以外は、多くのサービスが有料で、個人・家族
には手が届かないため、経済的障壁も利用を
阻む大きな一因となっている。無料サービスも
あるとはいえ、扱う領域が狭かったり、十分に
認知されておらず、メンタルヘルス支援を受け
るのは無理だという認識を生んでいる。対象
者を絞った支援や啓発キャンペーンがないた
めに、男性はこころの支援の対象外である、
あるいはこうした支援を受けても苦痛はなくな
らないという考えが広がっている。

軍関係者に対応するサービス提供者は、兵士
がこころの支援を利用するのは特にハードル
が高いと指摘した。支援を求めると弱い人間
だと思われるのではないかという不安とスティ
グマから、支援を求めることをためらう者や、
戦地で任務中の兵士の場合、セラピーを受け
るための時間やプライバシーがないため、実
際にサービスを受けるのが難しい者もいると
いう。何人もの関係者が、個々の状況に対応
した軍関係者に特化したメンタルヘルス活動
の必要性を強調した。

さらに、支援を求める場所に関する情報自体
の不足も大きな問題である。「こころの支援が
どこで受けられるか知らない」と述べた回答者
も数名いた。これは、メンタルヘルスサービス
が不足している、あるいは周知が不十分な、
小さなコミュ二ティでは特に深刻である。サー
ビスが利用できる場合でも、地元のサービス
提供者への不信感ある場合も多い。メンタル
ヘルスに関するスティグマが今も強い中、人と
人の結びつきの強いコミュニティで秘密は守ら
れないという不安を抱く者もいる。こうした不信
感が、こころの支援を求めると弱いあるいは無
能な人間だと見なされるという不安を生んでい
る。

「ウクライナで、精神科の受診はよくあることで
はなく、普通ではないと捉えられています」(25
歳のユース男性)。

加えて、特に仕事やケア労働あるいはボラン
ティア活動に従事する男性にとって、優先事
項の妨げになることが大きな障壁になってい
る。多くは、日々の責任より自身のメンタルヘ
ルスを優先することはできないと感じている。
こころの支援を受けるにはかなりの時間がか
かるという思いも重なり、今を生き抜くことや
経済的な安定に比べて優先度が低くなって
いる。

メンタルヘルスをめぐるスティグマは、男性と
男の子がこころの支援を求めることに対する
最も厚い障壁のひとつとして存在し続けてい
る。 ウクライナ社会では、感情を表に出さな
い・自立している・弱さを抑え込むことが男性
性であると伝統的に考えられてきた。支援を
求めることは弱さの表れだとの思い込みか
ら、苦しみに向き合うのではなく、抑え込んで
いる男性もいる。インタビュー回答者のユース
男性の多くが、仲間や家族はセラピーの受診
は不要あるいは恥ずべきものだとさえ考えて
いる、と語った。調査に参加した思春期の男
の子とユース男性の56%が、自分自身の恥
の意識と他人に恥ずべき人間だとみなされる
ことが、支援を求める上で一番の障壁になっ
ていると述べた。

スティグマ・文化的障壁・男性性
の役割

「私たちは常に女性と子どもを守ろうと努めて
おり、だから強くなくてはなりません。つまり、
愛する人びとのために強くなくてはならず、決
して心にあることを彼らに明かしてはなりませ
ん。なので、誰ともそれを共有できないので
す」

36歳の男性
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このスティグマは普段の周囲とのやりとりで
も、公の議論でも高まっている。例えば、有害
なジェンダー規範の形成・維持に大きな役割
を果たしているのが、オンライン空間だ。
「ソーシャルメディア上で、軍務に就いていな
い人に対するいじめが起きている」(35歳の参
加者)。

男性に揺るぎない強さの柱であることを求め
る社会には、彼らが安心して感情表現できる
場はない。伝統的な男性性の規範では感情
を表に出すべきではないとされるため、こころ
の支援を求めたり脆弱な面を見せる男性が、
社会的に孤立する恐れがあるという。だが興
味深いことに、スティグマは存在し続けるが、
特に若年層は、考え方が少しずつ変化してい
ると指摘した回答者が何人かいた。

同様に、こころの支援サービスは重度の精神
的苦痛を抱えていない限り不要だと考える文
化的障壁もある。こうした思い込みは、メンタ
ルヘルスケアに対して長年受け継がれてきた
意識によって、さらに強固になっている。ウク
ライナではメンタルヘルスケアは伝統的にコ
ミュニティを基盤としてではなく、組織的に行
われてきた歴史があり、ソビエト連邦の一部
だった時代は、精神病院は医療施設としてだ
けでなく、反体制派や非順応者と見なされた
人びとの口を封じるための政治的抑圧の手段
だった。この歴史が、メンタルヘルスサービス
に対する強い不信感を生み、それが今も根強
く残っているのだ。

下記の棒グラフは、思春期の男の子とユース
男性がメンタルヘルスサービスを利用しない
主な理由として本調査でサービス提供者が挙
げたものを示している。最も厚い障壁として挙
げられたのは、メンタルヘルスをめぐるスティ
グマ(71%)・彼らへの文化的期待(71%)・利用
可能なサービスの認識の欠如(53%)だった。
また、他人の判断に対する懸念(44%)とメンタ
ルヘルスサービスへの不信感(31%)も重大な
障壁とされた。経済的障壁(24%)・移動上の問
題(19%)・男性に特化したサービスの不足
(24%)・ウクライナ語を話す専門家の不足
(30%)も、サービスの利用をさらに妨げてい
る。

ある主要な情報提供者は、「メンタルヘルス
サービスがソビエト体制に深く組み込まれてい
たため、専門的なこころの支援を求めることに
強い警戒心がある」と指摘した。その結果、そ
の結果、メンタルヘルスの問題は、精神的苦
痛の現れではなく個人の問題だと片付けられ
ることが多く、いまだにセラピーを重度の精神
疾患や施設入所と結びつける男性もいる。こ
れにより、男性がメンタルヘルスを著しく損なう
まで支援を求めない傾向が生まれ、支援を求
めた時には、自身のケアについてきちんと意
思決定する能力が失われている場合が多い。
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男性が(家族を)守り、養う存在であるべきだ、
という期待は、彼らのメンタルヘルスと支援を
求める行動に大きな影響を及ぼして続けてい
る。この考えは、社会的規範とともに、彼ら自
身が男性性をどう捉えているかによって決ま
る。継続する紛争は、ボランティア活動・家族
の支援・25歳以上なら軍務等、様々な形で貢
献するよう、ユース男性に圧力をかける。回答
者の中には、個人的なウェルビーイングより国
のための義務を優先すべきだという暗黙の期
待を感じる、と述べた者もいた。25歳以上の動
員に対する懸念も、ユース男性の意思決定に
影響を与えるひとつの要素として挙げられ、徴
兵担当者に出くわすリスクを避けるため、公共
の場には出ないようにしている者もいた。

公式な軍務にとどまらず、ユース男性は仲間
から社会的期待も感じているという。入隊する
のは当然、という社会の期待は、意思決定だ
けでなく感情面にも影響を及ぼし、男性は紛
争で自身の役割をめぐる罪悪感・恐怖・葛藤と
向き合うことになる。こうした圧力の中で、彼ら
は自身の苦悩を抑え込み、メンタルヘルスを
優先する必要はないと固く思い込むようになる
ことが多い。

男性性・メンタルヘルス・期待
への対応の交点

そして、深く根付いたジェンダー規範・社会的
スティグマ・構造的障壁が組み合わさり、男性
と男の子にメンタルヘルス問題は自分一人で
なんとかしなくてはならないと思わせる環境が
できている。特に若年層には進展がみられる
部分もあるが、男性性に対する文化的期待は
今もこころのサポートの利用を妨げ、沈黙と感
情の抑圧の連鎖はより強固になっている。

調査結果から、紛争下では男の子とユース男
性が社会の高い期待を背負っていることが裏
付けられた。65%が、強さとレジリエンスを備え
た存在であらねばという圧力を感じ、53%は家
族や他者を守らなければならない、と感じてい
た。41%は家計を支えなければならない、30%
は感情を表に出さないように求められていると
感じる、と述べた。また、55%は国を守るため
に入隊または他の役割を担う義務があると、
感じると回答した。

社会からの期待と1人の人間としての思いの間
の葛藤は、大きな意思決定でも日々の出来事
でも見られる。男性性のジェンダー規範がどの
ように自身の行動を決定づけたか振り返った
思春期の男の子が何人かいた。その一人は、
ふわふわしたカピバラのぬいぐるみを持ってい
たら、女の子から「男っぽくない」と言われた出
来事を紹介し、例え小さな自己表現であって
も、柔軟性を許さないジェンダー規範によって
咎められることを強調した。また、ある組織に
属していた際、入隊する意思はないと発言し、
不信を買った経験を語ったユース男性もいた。
こうした経験は、深く根付いたジェンダー規範
がキャリアや人生の選択といった重大事項だ
けでなく、日々のささいな出来事まで決定づけ
ることを浮き彫りにしている。

こうした期待が気持ちの大きな負担になる。心
理士や親しい友人といった、特定の状況下で
は弱さを見せられて気が楽になる、と述べた
ユース男性もいたが、多くが、感情の抑圧が規
範であることは変わらないと認めた。対処メカ
ニズムが働き、男性が物質に頼ることも多く、
ストレスに対処し心のさらなる葛藤を避ける手
段として、アルコールと大麻の使用が拡大して
いる、と何人かの回答者は指摘した。

加えて、男性は自立し、揺るぎないレジリエン
スを持つ存在だという期待は、戦場以外にも広
がっている。家族とコミュニティに対する強い責
任を感じ、自身の問題を抱えていても、経済的
にも気持ちの面でも支えにならねばと考える
ユース男性もいた。
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「男性は愛する人のためなら、強くなれるに違
いない」という考えから、自身の弱さを認めた
がらないことが多く、こうした自分の中にある
自分への期待が男性をさらに孤立させ、彼ら
が支援を求めることは一層困難になる。

実戦の続く地域では、空襲警報・ミサイル攻
撃・絶え間ない砲撃が日々の生活を支配し、
男女ともに常に危険にさらされている。何の前
触れもなく攻撃が行われ、常に暴力と隣り合
わせの状況下で、人びとは精神的苦痛を抱え
ながら先の全く見えないなかで日々命をつな
いでいくことを強いられている。紛争で抱える
安全上のリスクは男女で異なるが、こうしたリ
スクをどんな形で実感し経験するかにも、ジェ
ンダー規範の影響が及んでいる。男性には、
役割を果たしているか常に社会から監視され
ている感覚があり、伝統的な期待に背けば社
会の反感を買うのが怖いという者もいる。他
方、女性は特に避難や危険な状況下でGBV
に遭うリスクが高まる。

ある思春期の男の子は、そのようなジェンダー
の力学を物語る経験を紹介した。「私より小柄
な女の子とエレベーターに乗っていた時、その
子は鍵を出して握りしめ、拳を作って自身を守
ろうとしました。男はそういう目で見られても仕
方ないことをしてきたので、その行動が理解で
きました」(17歳の思春期の男の子)。この話
は、女性がユース男性を潜在的な脅威とみて
いることを、彼ら自身が鋭く察知している表れ
であり、暴力と危険が様々な形で社会に広
がっている現実を浮き彫りにしている。

安全とリスクに対する
ジェンダー化された認識

2.1.4  軍事動員とストレス要因

有事の軍事動員政策の策定は、国家防衛の
標準的な実践であり必須要素である。こうした
政策を有する多くの国と同様、ウクライナの25
歳以上の男性は、兵役に就く可能性からストレ
スと先の見えない不安が高まり、日々の生活と
こころのウェルビーイングに影響が出ている。
社会の期待と、より広く紛争の現実がもたらす
不安・恐怖・プレッシャーと闘っている、と訴え
た者もいる。25歳以上に対する軍事動員だけ
でなく、ウクライナにいるユース男性は実戦の
続く紛争地で生活しているため、空襲警報・ミ
サイル攻撃・絶え間ない砲撃に日々さらされて
いる。絶え間ない攻撃の脅威への不安は高ま
り、常に危険と隣り合わせで次の瞬間どうなる
かわからない感覚に陥っている。

多くの場合民間人から突然兵士になるため、
長期にわたる実戦の経験、家族との別離、そし
て祖国を守るという極めて重い責任によって、
精神的苦痛を抱えていると、メンタルヘルス
サービス提供者は指摘する。

25歳以上のユース男性の中には、動員をめぐ
る不安が常にストレスを生み、日々の活動や
移動に影響が出ていると話す人もいた。「(私の
選択に対し)友人から意見されることがあり、当
然、ストレスを感じることもあります」(36歳の男
性)。

動員対象の男性の中には、徴兵担当者と出く
わすリスクを避けるため、日々の行動を調整し
ていると述べた者もいた。いくつかの都市で
は、警察が巡回し、男性に路上で声をかけ、軍
登録への召喚状を交付する事例が報告されて
いる。22歳のユース男性は、これが移動経路
の選択といった日常的な決定にも影響を及ぼ
している、と指摘した。動員に関する不安から、
公共の場に行くのを控えるようになったと話す
者も何人かおり、そのことが、彼らの社会的・
職業的機会を狭めている。
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ウクライナの教育制度は紛争の深刻な影響を
受けており、安全上の懸念や避難により多くの
生徒がオンライン学習や対面とオンラインの混
合型学習を余儀なくされている。ウクライナ国
内外の生徒の支援のため、オンライン授業と
対面授業を組み合わせた授業体制をなんとか
維持している学校もいくつかある。

こうした取り組みがなされているとはいえ、学
習の途絶は依然、重大問題である。特にオン/
オフライン教育の移行期間に学業面で遅れが
生じたと指摘する生徒も何人かいた。意欲の
減退と集中力の低下といった問題も頻繁に指
摘された。15歳と16歳の生徒は、紛争初期に
はそれ以前のCOVID-19ロックダウンの影響も
まだあり、学業に悪影響が出たと指摘した。

教育の享受

先の見えない不安は、ユース男性本人だけで
なく、その家族にも影響を及ぼしている。母親
は、息子の動員への意思決定に重大な影響を
与える存在であるとされ、「母親は、息子が徴
兵されるのを非常に恐れており、家族はプレッ
シャーを感じています」(INGO代表)。

紛争はデジタル空間のリスクも高めており、オ
ンラインハラスメントが大きなストレス要因と
なっている。多くのユース男性が、彼らがオン
ラインでロシア人ユーザーだと見ている人物か
らいじめを受けた、と訴えており、標的を絞った
誤情報の拡散も増加しているという。あるユー
ス男性は、オンライン上の対立の回避が生き
ていく上で必要な戦略になってきていると述べ
た。デジタル空間ではオンラインハラスメントの
みならず、ミサイル攻撃や被害者の情報がリア
ルタイムで通知され、紛争を常に意識させられ
る。

2.1.5  教育と雇用

正規雇用には軍登録が必要な場合があり、動
員令を受ける可能性が高まることを恐れた
め、求職をためらう者もいる。

継続中の紛争は、軍務に就いている者と民間
人として生活を続ける者の社会的緊張を高め
ている。多くの男性は自主的に軍登録してい
るが、徴兵延期を認めてもらうために法的延
期・経済的手段・出国といった手段を探る者も
いる。こうした分裂は、兵士と民間人の間だけ
でなく、家庭内にも緊張を招くことがある。戦
闘で家族を失った家庭にとって、その悲しみと
犠牲は、男性親族が軍務に就いていない人び
とに対する苛立ちとなり、社会の分断が一層
深まる恐れがある。

こうした感覚は、男性性の中で複雑な序列が
広がりつつあることを示しており、実戦参加で
あれ、財政や物流的な支援であれ、男性は紛
争での活動に何らかの形で貢献することが期
待される。不参加の男性は、コミュニティの視
線を常に感じ、非難されているように感じるこ
ともあり得る。

つきまとう不安・無力感・将来設計の難しさを
訴えるユース男性が何人かいた。全国の相談
窓口の報告では、動員を免れるためのユース
男性の自傷行為の件数が増加しているとい
う。紛争は、思春期の男の子とユース男性の
人生に対する考えや自身の願望に重大な変
化をもたらした。ある調査機関の職員は、「紛
争疲労」と名付けられた現象を認めた。響き渡
る爆発音、目の前で起きる破壊、止むことの
ない空襲警報という紛争の現実を目の当たり
にすることで、心は慢性的な緊張状態に置か
れる。

かつて紛争への貢献に意欲的であったが、今
も続く不確実な状況下で安定を維持する方法
を探るために現在は選択肢を見直している
ユース男性もいた。それが学業の再開延期・
キャリア計画の修正・移住の検討を意味する
人も中にはいた。また、立てた計画が破綻す
るのを恐れ、先の見えない中でキャリアを築
いていく不安を持つ者もいる。
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「学校に通うと、勉強するのがすごく楽しく感じ
ます」(15歳の思春期の男の子)。

先の見えない紛争下で、集中力と意欲の維持
に苦労する生徒もみられた。インタビュー回答
者の中には、不安とストレスを抱え将来の見
えない状況のなかで学習活動を行うことがい
かに困難であるか訴える者もいた。 また、大
学生の中には軍が学生生活に干渉を強めて
いることに懸念を示す人もいた。「私は科学的
な活動や調査に没頭したいです(...)教育課程
が軍の統制下に置かれた状態では、学習は
もちろん、大学院入学等の将来設計は立てら
れません」(22歳の男性学生)。

「私は全日制で勉強していますが、不安もあっ
て、土曜もオンラインで勉強します。10年生は
大丈夫でしたが、11年生の時は補習もたくさ
ん受けましたが、多くのことに紛争の影響が及
んで、それでも不安でした。大学も大変です
が、今はなんとか頑張っています」

18歳のユース男性

「Let’s go」子どもセンター、授業の準備が整った明るい教室、キエフ
© Mishchenko Mikhailo, Plan International 
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紛争はユース男性の将来の職業に対する考
え方に影響を与え、ウクライナ国内外で活か
せる実践的なスキルを早く身につけたいとい
う意識が高まる場合が多い。安全保障やテク
ノロジー、国際的な分野に関連した職業への
関心を高めている者もいた。だが、経済的不
安定のみならず25歳以上には動員の可能性
があるため、安定した働き口を見つけるのは
一段と困難になっている。インタビュー回答者
は、雇用主の中には、動員延期措置を受け
ていないユース男性の雇用を渋る人びともお
り、結果、正規雇用を避ける人も出てきてい
ると指摘した。

こうした構造的障壁に阻まれ、非正規雇用や
フリーランスで、時には目指していた職業で
はない仕事に就くことを余儀なくされるユース
男性もいる。また、ある程度安定した生活を
維持する目的のために、起業やオンラインビ
ジネスを選ぶ者もいる。

ウクライナにいるユースは、多くの障壁に直
面しながらも、レジリエンスを保ち、学業と
キャリアの道を追求し続けている。しかし、紛
争で将来の不透明感は高まり、彼らはそれま
で歩んできた道を見直して新たな道を探るこ
とを迫られている。安定性・安全性・職業に対
する満足感を求める気持ちは今も存在する
が、実現するのは一層困難になっている。多
くのユース男性の課題は、現状への適応だけ
ではない。ウクライナ国内外に依らず、自身
が活躍できる未来の設計図を描く力もまた、
試されているといえる。

学業面での目標と
キャリア計画の変化

ウクライナにおけるMHPSS活動は、様々なセ
ラピー的アプローチとコミュニティを基盤とした
支援体制を通じて実施されている。本調査で
各NGOとメンタルヘルスサービス提供者が言
及した治療方法とサービス提供形式に
は、PFA・CBT・TF-CBT・ゲシュタルト療法・
心理劇・アートセラピー・家族カウンセリング・
グループセラピー・巡回チームによるカウンセ
リングサービスが含まれる。こうした方法は、
紛争激化の影響を受けた思春期の男の子と
ユース男性のトラウマ体験の処理・不安・うつ
症状・対処メカニズム・ストレス関連障害に対
応するために用いられている。

コミュニティを基盤とした支援は、MHPSSサー
ビスにおいて重要な役割を果たしており、特に
公的なこころのサービスが提供できない、ある
いは利用できない状況では必須である。仲間
同士の支援グループ・軍務経験者支援プログ
ラム・非公式のソーシャルネットワークは、非
常にニーズの高いこころのサポートを行ってお
り、巡回チームも避難民や遠隔地の人を支援
する上で重要な役割を果たしている。これらの
チームは、避難所・病院・紛争の影響を受け
た人が支援を求める他の場所でこころのサ
ポートを提供している。家族カウンセリング
も、MHPSS活動の重要な要素であり、保護者
が子どものこころのウェルビーイングを支える
後押しができる点が特に重要である。心理士
は、保護者を対象にした感情のバランスやメ
ンタルヘルスニーズに関する指導を行ってい
る。

加えて、軍務経験者に特化したこころのサ
ポートは、トラウマや社会復帰の課題に対処
するために開発されたものである。メンタルヘ
ルスサービス提供者によると、軍務経験者の
中には、軍事経験がある心理士に支援を受け
ることを望む者もいるという。

セラピー的アプローチと
コミュニティを基盤とした支援

2.1.6 MHPSS活動の有効性と課題 
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様々なMHPSS活動が存在するものの、それ
らを効果的に実施するには複数の障壁が立
ちはだかっている。一番の問題は、専門家に
診てもらうのが困難なことだ。心理士や精神
科医の多くは都市部におり、地方部や紛争
の被災地域は十分な支援が受けられない状
態にある。「ウクライナにも心理士や精神科
医はいますが、見つけるのが難しいです。雇
用だけでなく研修も大きな課題です。人道支
援という意味では、彼らは十分な知識がある
とは言えないのです」(INGO代表)。

さらに、MHPSSプログラムの中で最も対応
がおろそかになってる年齢層の一つが、思春
期の若者である。ある情報提供者はこう指摘
した。 「思春期の若者は常になおざりにされ
てきた年齢層の一つです。子どもと成人はそ
れぞれに特化した対応がなされますが、思春
期の若者は常に見落とされています」(メンタ
ルヘルスサービス提供者)。

現在の安全状況は、さらなる困難を生んでい
る。空爆・避難・インフラの破壊は、サービス
継続を妨げ、長期にわたるこころの支援プロ
グラムの維持が困難になっている。

実施における課題

国内外の組織・政府機関・コミュニティを基盤
とした取り組みの連携は、MHPSSサービス
を効果的に提供する上で重要な役割を担っ
ている。しかし、特に思春期の男の子と男性
を含む脆弱な人びとに対する支援について
は、複数の課題が未解決のままで、連携し
た対応の実現には至っていない。

共生システム全体の連携

サービス提供者が指摘する通り、問題の中心
は政府サービスが信頼されていないことであ
る。多くの組織は、国家機関と連携するより、
単独での活動あるいはINGOと提携して活動
することを望んでおり、それは、国の機関は官
僚的で対応が遅いと思われていることが多い
ためである。また、行政上の障壁で教育の場
で活動するための許可がなかなか取得できな
い組織もある。

明るい兆しは、MHPSS TWGと保護分野の
グループの連携によって、システム全体の協
働が進み始めたことである。これらのグルー
プが連携することで、各組織はリソースを共
有し、紹介手続きを連携して行うことが可能に
なる。だが、手続きの簡素化と包括的な紹介
システムの実現には課題が残る。「誰に紹介
できるのか分かりません。社会への不信感の
ため、これらサービスを信用しない人もいま
す。(...)また、多くのMHPSSプログラムが短
期であることも、不信感を助長しています」
(INGO代表)。

機密性は、こころの支援を求める男性や思春
期の男の子にとって特に重要である; 彼らの
多くが、男性性に関するスティグマや社会か
らの期待を背景に、サービスを利用している
のを他人に知られたくないと考える。電話相
談窓口等、匿名で利用できるサービスは、必
須の存在である。

サービスのマッピングは、MHPSSの利用度と
紹介件数増加に必須のツールとして捉えられ
ている。連携面の問題に取り組む様々な方法
が設けられてきたが、利用可能なサービスに
は依然、地域間で偏りがみられる。UNHCR
のMHPSSサービスのマッピングは利用可能
なサービスを網羅した一覧を提供しているが、
多くのMHPSSサービスが短期であり、プロ
ジェクト機関の資金調達に依存していることを
考えると、情報を常に更新し、すべてのサービ
ス提供者を掲載するのは困難である。

MHPSS サービスのマッピング
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「多くのユース男性は支援を求めているのを
周りに知られたくないため、機密性は鍵となり
ます。そのため、オンラインや電話相談窓口を
基盤とした支援が特に有効なのです」

INGO代表

2.1.7 少数派と、交差する経験

ウクライナにいる思春期の男の子とユース男
性のメンタルヘルスのニーズは、民族・ジェン
ダーアイデンティティ・性的指向・障害・社会経
済的地位等、複数の要素が交差しあうなかで
生み出される。こうした要素は、MHPSSサービ
スの利用度だけでなく、ユース男性がメンタル
ヘルス支援をどう受け止め、利用するかにも影
響する。

ウクライナでは一般的に民族が、メンタルヘル
スサービスを利用する上で大きな障壁になると
は考えられていないが、ロマコミュニティ等の特
定の集団には、大きな障壁が立ちはだかる。
公的な書類が存在しない者もおり、医療・教
育・雇用の機会が制限されている。

加えて、ウクライナの大統領夫人が立ち上げ
たプラットフォーム「How are you?」によっ
て、メンタルヘルスサービスの認知度と利用
度は向上したが、男性と思春期の男の子の
利用率は依然として、女性と比べ段違いに低
く、この集団にはメンタルヘルスをめぐる障壁
が広範に存在することがわかる。

地域による違いはサービスの利用を一層複
雑化している。前線地域では戦闘が継続中
のため、短期の緊急支援が優先されている
が、西部では、長期的なレジリエンス構築プ
ログラムが現実的な選択肢とされている。「前
線に近づくほど、活動期間は短くなることを念
頭に置かねばなりません。西へ行くほど、長
期間の活動をする機会があります」(INGO代
表)。

もう一つ、思春期の男の子とユース男性、特
に地方部や紛争の被災地域の人びと、を対
象とした専門的なサービスの不足も大きな問
題となっている。子どもと成人を対象とした取
り組みは存在するが、思春期の男の子はそ
れらの狭間で抜け落ちてしまうことが多い。
サービス提供者の多くが、彼らを支援機関に
つなぐ適切な方法がなかなか見つからないと
言い、研修やリソースの不足を理由に、彼ら
との関わりを避ける提供者もいるという。

MHPSSの実施で最も解消されない問題の一
つは、男性と思春期の男の子のサービス利
用率の低さ様々な障壁があるが、スティグマ
を受ける不安が大きな理由となり、多くの
ユース男性がMHPSSの利用をしたがらな
い。あるサービス提供者は、「彼らは来ませ
ん。本当に、めったに来ません。彼らの半数
は外出を恐れ、四分の一は既に徴兵されて
います。紛争前に故郷を離れ、戻らない人も
います」(メンタルヘルスサービス提供者)、と
述べた。

機密性への不安も大きい。多くの思春期の男
の子と男性は、誰かに気づかれる可能性が
ある環境でメンタルヘルス支援を受けるのを
嫌がる。これはプライバシーを守るのが難し
い小さなコミュニティでは特に重大な問題であ
る。あるINGO代表が指摘した通り、オンライ
ンサービスやメンタルヘルス電話相談窓口
は、彼らを支援につなげる上で効果的なこと
がわかっている。

男性の利用促進に効果的な方法として、仲間
同士の支援グループ・匿名での電話相談窓
口・地方部や支援の手が届きにくいコミュニ
ティでこころの支援を行う巡回チーム等が挙
げられる。また、メンタルヘルス支援とはっきり
銘打たずに職業訓練プログラムや雇用サービ
スにメンタルヘルス支援を組み込むことが、
ユース男性をMHPSSサービスにつなげる有
効な手段である、と指摘する組織もある。
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「LGBTQIA+に属するユースへの対応に関す
る訓練を受けている専門家もいるが、それは
少数です。これは、包摂的なMHPSSサービス
での格差を生んでいます」

メンタルヘルスサービス提供者

こうした排除を生む構造が、メンタルヘルス面
の脆弱性を高め、支援を求める上での障壁を
生み出している。

さらに、少数民族に属するIDPの場合、移住・
経済的不安定・スティグマが重なりあい、問題
は複雑化している。ロマ人口が集中している
西部の地域には、組織が支援を行う制度自
体に不信感があるため、組織が積極的に
サービスを提供するのが困難になっている。
こうした問題があるとはいえ、コミュニティを基
盤とした取り組みやこころのサポートの巡回
チーム等の取り組みにより、少数民族の利用
度には改善が診られる。しかし、それらの取り
組みはそれぞれが単発的で、文化に配慮した
ケアを確実に行うためのベースとなる方法は
存在していない。

LGBTQIA+に属するユースがスティグマと差
別を受ける状況は続いており、これがメンタル
ヘルス支援を求める上で障壁となっている。
サービス提供者の中には、紛争激化以来、彼
らへの態度が改善されたと主張する者もいれ
ば、困難な実情は変わらないと指摘する者も
いた。このコミュニティに属するユース男性
は、同世代やメンタルヘルス専門家から差別
されるのではないかという不安から支援を求
めようとしないことが多い。心理士やカウンセ
ラーの中には、LGBTQIA+に属する人への対
応に関する訓練を十分に受けていない者もい
るため、それがサービスの利用から一層足を
遠のかせている。場所によっては、LGBTQIA
+を配慮したメンタルヘルスサービスを実施す
る動きは見られ、利用しやすく機密性が守ら
れていることが証明された安全な空間やオン
ライン支援グループを提供するNGOもいくつ
か存在する。だが、包摂的なケアを実現する
ためには、対象を絞った積極的な支援活動と
専門家の訓練が依然として急務である。

社会的に孤立するリスクの高まり・家族から
の拒絶・差別等のLGBTQIA+に属するユース
特有の課題への理解が深まれば、提供可能
なサービスと支援を必要とする人びととの間
の溝を埋めることができるかもしれない。

障害を持つユース男性は、メンタルヘルス
サービスの利用について特有の困難を抱えて
いる。物理的障壁・専門家の不足・社会のス
ティグマが、彼らを排除する一因になってい
る。「身体障害を持つ男の子が、いじめ・嘲
笑・辱めの対象となることがあり、彼らの年齢
では、仲間からどう思われているかに非常に
敏感なため、それが自己肯定感の低下や社
会との関わりを断つことにつながることがあ
る」(調査機関代表)。

障害を持つ人に対するメンタルヘルス支援
は、リソース不足や専門家が十分な訓練を積
んでいないために、限定的になることが多い。
個別対応したサービスを提供する組織もある
ものの、特に地方部や前線地域ではそうした
サービスの提供範囲は限られている。

「障害を持つユース男性に対応する際は、ア
クセス面・コミュニケーション方法・個別に対応
した支援を考慮しなければなりません。多くの
サービスは健常者を対象に設計されており、
特定のニーズを持つ人びとは排除されていま
す」(メンタルヘルスサービス提供者)。

2.1.8 今後の展望

ウクライナにいるユース男性と思春期の男の
子の回答から、彼らの将来とウェルビーイング
について実に様々な意見があることがわかっ
た。調査回答者 (思春期の男の子とユース男
性) の84%が、紛争によって目標が変わった、
あるいは将来どうしたいかわからない、と答え
た。先のことは何もわからない、と答える者が
いる一方で、メンタルヘルスとこころのウェル
ビーイングを支えられるように、システムの改
善に関する具体的な提案をする者もいた。

ユースの希望



38 調査報告書 | 見えない傷

メンタルヘルス支援をもっと周知し、利用しや
すい存在にする必要性は、参加者から繰り返
し挙げられた。こころの支援を求めるのは、人
としてごく普通のことだという公共啓発キャン
ペーンの重要性を訴える声も上がった。ある17
歳の参加者は、既存の広告では「軟弱な男性」
が支援を求める姿が描かれていることが多く、
自身には伝統的な男性性があると思っている
者には響かない可能性があると述べた。彼
は、異なる背景や個性を持つ男性が、自分自
身を重ねられるようなメッセージになるように作
り直す必要性を訴えた。別の参加者は、自殺
防止キャンペーン・追い詰められた時の電話相
談窓口・スティグマをなくすための公共メッセー
ジを発信する必要性を強調した。

心理教育とレジリエンスを身に付けるプログラ
ムの重要性を複数のユース男性が訴えた。22
歳の参加者は、心理教育と心理士を中心に行
うディスカッションの重要性を強調し、異なる考
え方や治療方法を知ることは、ユース男性が
自分自身や自分の人間関係を改めて見直すこ
とにつながると指摘した。他にも、スポーツ・身
体活動・組織的なプログラムがウェルビーイン
グを支えるために重要だという意見も出た。

スポーツクラブやトレーニングキャンプを中心と
した取り組みを行うことで、レジリエンスと社会
的結束を強める効果が期待できるという提案も
あった。また数人から、宗教組織には支援シス
テムになり得る力があり、メンタルヘルス支援
や人びとが社会に溶け込む上で、教会コミュニ
ティはもっと大きな役割を果たすべきだという
提言もあった。

これに対して、はっきりとした将来像が描けな
いユース男性もおり、その中には、彼らを支え
てくれる将来とはいったいどんなものなのかわ
からないと言う者もいた。先の見えない紛争と
付きまとう動員への恐怖が幾重にも重なり、彼
らにさらなるストレスを与え、将来を予想し長期
計画を立てるのは、一層困難になっている。

2.2.1 メンタルヘルスのニーズと
ウェルビーイング

思春期の男の子とユース男性の早すぎる大
人への成長は、ルーマニアへの避難がもたら
した大きな影響のひとつであり、彼らの多くが
外国で突然子どもから一足飛びに大人になる
ことを強いられている。ルーマニアは安全を与
えてくれるが、あくまでも避難先であり、我が
家ではない。避難により、彼らの多くが年相応
を超える責任を負うことを強いられ、母親と
きょうだいを経済的に支えるようになった。家
計を助けるだけでなく、彼らは家族を守らねば
と強く思い、日々の家事を手伝うことも多い。
「私はルーマニア語を早く覚えることができた
ので、今、家計を助けるために働いています。
母がきょうだいの世話をしながら仕事をするの
は無理です」「以前ほど自由な時間はありませ
んが、今、私はヨーロッパの国で生き残るため
に英語を学び続けています」。

早く大人になることは、多くの場合ストレスを生
むと考えられているが、それが新たな機会の
発見につながったと考える者もいた。「以前よ
り自由になりました」「自身に関する決断を自
ら下すことができます」「以前なら入学できな
かった大学に行けます」「性生活について以前
より自由に話し合えます」「クラブに行けます」
「自身で稼いだお金を持てます」「ヨーロッパ中
を移動できます」。だがその一方で、故郷を離
れて成長するという困難と向き合う中で、大人
になることがマイナスの影響を与える場合もあ
り、孤立感・家族内の責任の増加・故郷に戻り
国を守るために戦えないことへの苛立ちを訴
える者もいた。  「友達が減りました」「家族に
対する責任が重くなったと感じるようになりまし
た」「大人なのに、故郷に戻って国のために戦
えず、苛立たしいです」。

2.2 ルーマニア
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規則性のある生活の崩壊は、不安・不快感・
恐怖等、様々な感情を生み出した。19歳の
ユース男性は、避難前と後の生活を対比して
話した。 「紛争前は、友人や近所の人と散歩を
したり、色んなスポーツをしたり、同僚や友人と
よくクラブに行きました。ルーマニアに来て以
来、スポーツクラブや他の活動への参加がほ
とんどできていません」。大多数の回答者がこ
の意見に共感し、スポーツや余暇活動をする
ことが、ウクライナにいたときと比べ、ルーマニ
アではかなり減ったと強調した。

調査対象者の思春期の男の子とユース男性
の多くが、ルーマニアに来て以来ずっと、身体
的・精神的に疲弊状態にあると訴えており、そ
れには複数の要因が存在する。言葉の壁に直
面し、ルーマニア語の習得に苦労している者
がいる一方、学校に通いながらNGO主催の
様々な活動に参加している者もいる。また、ウ
クライナ情勢に関する絶え間ないストレスと不
安が、彼らのこころのウェルビーイングに重く
のしかかっている。勉学あるいは働くことを強く
求められることで疲労感が生まれ、ストレスレ
ベルが高まっている者や、いつも不安を感じ、
あるいは生活環境が十分に整っておらず、質
の高い休息を確保できないために疲れ切って
いる、と説明する人もいた。

紛争の長期化という事実を受け止めきれず、
あらゆるつながりを断たれてしまった根無し草
のような感覚に陥る思春期の男の子とユース
も見られた。時間の経過とともに、彼らの多く
が故郷を離れている現実や先の見えない将来
を実感するようになり、それが彼らの心のウェ
ルビーイングを損なっている。ある15歳の参加
者は、「数週間のつもりでルーマニアに来たの
で、3年以上もいることになるなんて思ってな
かったです。時々絶望して、希望が持てなく
なってうつ状態になるのは、このためです」、と
話した。

感情の調整とエンパワーメント:  ルーマニア到
着以後、責任と不安が高まる中で、思春期の
男の子とユース男性は、早く大人にならなくて
はという感覚を持つようになった。ウクライナで
は、家族の様々な問題に対処するのは保護者
で、彼らは学校を中心に日々したいことをして
いた。今は、ウクライナ情勢が心を支配し、祖
国に残った保護者・祖父母・親族の状況を常
に心配している。

こうしたこころの負担に加え、家計を支える形
であれ、きょうだいを精神的に守る形であれ、
ルーマニアで母親と他の家族を支える道を見
つけようと、新たな責任を担うようになった思
春期の男の子もいる。行政機関・医療従事者・
他のサービス提供者とのやり取りを含む、公
共サービスの手続きで母親を助けられるよう
に、ルーマニア語を素早く習得した者もいる。
結果、保護者や他のウクライナ避難民の通訳
係を担当するようになる者も多く、家族内の役
割の変化が一層顕著になっている。

サービス提供者は、ウクライナの男の子が
ルーマニアの同年代の仲間より多くの責任を
負っているとみられる、と指摘した。紛争勃発
で、彼らの多くが家族の支えになることを強い
られた。この責任に対する意識が大人への成
長を促す一方で、彼らは感情を失い、助けを
求めたり苦しみを打ち明けたりすることを自ら
避けるようになった。

インタビューに回答したあるメンタルヘルス
サービス提供者の１人は、ウクライナ人の一
部は、自身の政治的信念と個人としてどうあり
たいかの間で葛藤している、と指摘した。様々
な理由で罪悪感を覚えていると訴える者も多
い。個人的事情で、前線にでて戦えない現実
に苦悩する者、あるいはウクライナ経済にとっ
て重要とされる船員等の職務を果たすために
ルーマニアに居続ける人もいた。そうでありな
がらも、実戦参加している人びとと比べ、自身
の貢献が不十分であるように感じ、葛藤してい
る者も多かった。
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ルーマニアで18歳になったあるユース男性
は、前線での任務に就くことを強く望んだが、
保護者はそれに反対した。それ以来、彼は一
気に内向的になり、彼に対応した専門家は、
彼の様子や行動が変わったことに気づき、う
つ病の可能性を指摘した。保護者ともめたこ
とが彼を精神的に追い詰めた唯一の原因か
どうかの判断は難しいものの、紛争をめぐる
ストレス要因や心の緊張を含めた広い文脈の
中での大きな要因のひとつであると指摘され
た。

子どもやユースの希望や決断が保護者のも
のと異なったことで家族内の緊張を生んだ事
例がいくつか挙げられ、そうした状況が、衝
突・不安・孤立・ストレスを引き起こすことも少
なくない。

同世代にはアルコール摂取・物質使用・ソー
シャルメディア/オンラインゲーム/スマートフォ
ンの長時間使用をする者もみられる、と話した
思春期の男の子とユース男性もいた。ルーマ
ニアでは法的制限はあるが、未成年者でもア
ルコールを購入・消費できるという。ルーマニ
ア人の仲間から違法物質を勧められたと、不
安気に話した思春期の若者もおり、中には、
薬物使用を迫られたり、試しにやってみるよう
そそのかされたと感じている者もいた。

また、物質使用・アルコール摂取・オンライン
プラットフォームへの依存等、思春期の若者と
ユース男性に危険な行動の増加がみられる
と、サービス提供者は指摘している。経済的ス
トレスと避難、つらいニュースのあふれる環
境、そしてメンタルヘルス支援がほとんど利用
できない状況の中で、こうした対処メカニズム
が働いている可能性がある。ユース自身が、
こうした行動が害を及ぼす恐れがあることを知
らない可能性もあり、本調査でインタビューに
回答したサービス提供者は、対象を絞った支
援と取り組みの明らかな必要性を指摘した。

攻撃性: 避難当初、気持ちのバランスを取る
のが難しかったと話す思春期の男の子とユー
ス男性が何人かみられた。苛立ち・怒り・殻に
こもったような表情を見せていた人が時に爆
発的反応や他者との関わりの拒絶に至る場
合があることに、サービス提供者は気づいて
いる。ユース女性は、ウクライナ人の男の子の
中には、彼女たちに攻撃的になったり、好まし
くない行動をする者がいると指摘し、それは紛
争・避難・関連する困難にルーマニアで直面し
て心が張り詰めていることが原因だと述べた。

社会的孤立: FGD参加者の多くが、長い間
ルーマニアとウクライナのコミュニティの両方
から距離を置くことを選択していたと述べた。
彼らは社会とのつながりが増えたのはごく最
近だという。彼らはオンラインで長時間過ご
し、ウクライナにいる家族や友人と連絡を取り
続けていた。

アートやコミュニケーション能力・適応力・自律
性・責任感・社会とのつながり等、一人ひとり
が持つ様々な能力は、回答者が新しい環境に
適応する上で重要な役割を果たしているとい
う。こうしたスキルは、ユースの自己表現を促
すだけでなく、彼らが感情を処理したり経験を
消化する手段としても機能している。さらに、
ウクライナ人コミュニティ内で築かれた友人関
係は、彼らに帰属意識を与え、適応する大き
な力になる。

ユースの生活でスポーツは、必須要素として
言及されることが多く、対処メカニズムとしてだ
けでなく、日々の生活の一部として重要な役
割を果たしている。多くの思春期の若者とユー
ス男性は、スポーツを重要なストレス解消法
かつ、いつもの日常にいる感覚を維持する方
法だと説明した。だが、ルーマニアにいる10代
の若者とユースは、スポーツ活動・クラブ・イベ
ントに参加する機会は少ないと述べた。言葉
の壁を懸念しチームスポーツへの参加に不安
を感じ、代わりに一人でできるスポーツの方が
参加しやすいと考えるようになったと言う者も
いた。

対処メカニズム:
順応的 VS 不適切
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「私たちの文化には罪の意識が非常に強く根
づいています。私たちは、他人が苦しんでい
るときは自身も不幸でいなくてはいけない、
楽しんではいけないと教えられてきました」
(17歳の思春期の男の子)。 

自分のウェルビーイングは最小限にとどめる
べきだという圧力は、オンライン上のやりとり
でも顕著に見られ、ルーマニアでの生活に関
する写真や近況の投稿を避けるユース男性
もいる。他の男性親族がウクライナに残る中
で、父親が家族と共に移住した場合は、特に
厳しい視線を浴びているという。こうした圧力
で、気持ちが張り詰め、罪悪感・孤立感が高
まり、避難した思春期の男の子とユース男性
のメンタルヘルスに悪影響を及ぼしている
と、女の子からも証言を得ている。。「おばあ
ちゃんは私たちともう話してくれません。父は
ルーマニアで元気に過ごしていますが、私の
叔父、父の兄弟は前線にいます。彼女は誕
生日でさえもお祝いの言葉をくれませんでし
た」(15歳の思春期の女の子)。

参加者によると、孤立しているのは、(医師の
診断ではなく自身の理解での)うつ病・不安・
不信感・気持ちが落ち着かない・国/家族を支
えられないことへの罪悪感・怒り等の、様々な
要素が重なった結果であるという。

ただし、周囲と物理的に距離を置くことが必ず
しも完全な社会的孤立を意味する訳ではな
い。ルーマニアに知人が全くいないユースの
中には、対面での付き合いは制限しつつも、
ウクライナにいる家族やコミュニティとオンライ
ンで緊密につながっていた者もいる。同時に、
ウクライナに戻れなかった、または2年超親族
に会えていないため、故郷の愛する人びとと
のつながりが断ち切られてしまったと感じると
言う者もいた。

2.2.2  社会からの圧力と支援制度

思春期の男の子とユース男性にとって家族内
の力関係は避難で激変し、一家離散を余儀な
くされた家庭は特に深刻だった。紛争で、父親
が軍務に就くため、あるいは紛争前から家族
に張り詰めた空気があって家族とのかかわり
が少なかったために、ウクライナに残った父親
との関係がぎくしゃくした、とユースの多くが話
した。親族と離れ離れの生活が長引き、精神
的苦痛が大きくなった、と述べる者もいた。苦
難を共にしたことで家族の絆が強まったと感じ
る者がいる一方、心配や先の見えない不安が
高まり、特に家族を失う強い恐怖に襲われる
者もいた。

身近な家族の問題だけでなく、多くの思春期
の男の子とユース男性は、叔父・叔母・いと
こ・祖父母など、ウクライナに残る親戚から非
難の視線を感じている。こうした社会の圧力の
中で、安心感や満足感を持つと裏切り者だと
思われると恐れ、彼らはルーマニアでの経験
を公に話すことができなくなっている。

家族とのつながり

多くの子どもとユースにとって、ルーマニアへ
の避難時に最もつらかったことのひとつは、
ペットを置いていかなければならないことだっ
た。紛争による様々な苦難に加え、ペットとの
別れは心の大きな打撃となった。一番の問題
は、ルーマニアの賃貸住宅ではペットの飼育
が不許可であることが多く、これが多くの人の
ストレス源となっている。ペットを連れてこられ
たユースはごくわずかで、他の人びとはス
ペース不足・経済的な余裕のなさ、あるいは
出国時の状況ではペットを連れて移動するの
は無理だった等の理由で、ペットは置いてい
かざるを得なかった。ある参加者は「森で犬と
散歩するのが好きでした。散歩をすると心が
とても落ち着き、楽しい気持ちになれました。
犬を連れてこられず、うつ状態になりました。
彼がいなくて毎日寂しいですが、彼の命も心
配です」、と語った。

ペットとのつながり
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「残念ながら、ウクライナを去ることは、彼女と
の別れも意味し、私は悲しみのどん底に突き
落とされました。1年半の間、誰とも話したくな
く、やる気も出ず、自ら孤立することを選んで
いました。今は少し回復し、外に出て新しい人
びとと出会うことが重要だと気づきました」

24歳のユース男性

また、ウクライナに残る人びととの関係がぎく
しゃくしていると言うユース男性もいた。ある参
加者は、友人たちが時々、国を離れた人びと
を「臆病者」とみなして憤慨していると述べた。
こうした力が作用し、国境を越えた友情を維持
するのは難しくなっている。

ウクライナの家庭では、性的アイデンティティ
や恋愛に関する話は依然としてタブー視され
ているため、恋愛については、仲間のグルー
プ内だけで話すことが多い。ルーマニアの方
がLGBTQIA+に属する人に対して寛容だと
感じる思春期の男の子も数人いたが、多くは
依然、自身のアイデンティティを公に話すこと
は控えたいと述べた。「性的アイデンティティ
は、保護者と話すには極めてデリケートな
テーマで、特にウクライナ人コミュニティでは
特にそうです」(16歳の思春期の男の子)。

ルーマニアにいるウクライナのユース男性と
付き合う思春期の女の子とユース女性の印
象は様々に分かれる。ストレスと避難で、彼ら
が内向的になった、あるいは心に距離を感じ
る、と話す者もいれば、相手を大切に思う気
持ちが以前より感じられるユース男性もい
て、ジェンダーの力学に変化が見られると指
摘する者もいた。

恋愛関係

多くの避難した思春期の若者は、社会とのつ
ながりを断たれてしまった。オンラインプラット
フォームを通じて、ウクライナに残る友人や同
級生とつながりを保ち続ける者もいたが、特
にウクライナに残る、あるいは異なる地域や
国に避難した隣人や仲間とのつながりが完全
に途絶えてしまった者もいる。

ウクライナの学校のオンライン授業を受ける
人びとにとって、ソーシャルメディアは同級生
とのつながりを保つ手段となっているが、内容
は主に勉強に関するテーマに限定されてい
る。大多数のユースがルーマニアで新しい友
人関係を築いたと述べており、多くは学校や
NGOのイベント、居住施設内で出会った他の
ウクライナ人との友人関係である。だがし、避
難した当初は孤立感を感じたと話す者もお
り、あるユース男性は、別離による感情面の
負担について振り返った。

ウクライナとのつながり ルーマニアには多くが共感・支援・友情を期待
していなかったが、快く迎え入れてもらえたと
述べる参加者も数人いた。ルーマニアは他の
国より安全だと感じていると話すユースもお
り、夜も心配なく自転車に乗れるし、事件発生
を心配せずに公共交通機関を利用できると説
明した。ウクライナの友人とのつながりを維持
している者もいれば、ルーマニアで全く新しい
人間関係を築いている者もいた。

多くの思春期の若者にとって、コミュニティハブ
は社会とかかわる重要な場となっているが、
参加者は、特に無料のインターネット環境を提
供する、ユースに特化したハブの増設が必要
だと強調した。

受け入れ先コミュニティとの
つながりと社会的統合
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彼らはユースクラブや教育ハブ、スポーツプロ
グラムへの関心はあるが、実際に参加する機
会は限られていると指摘した。NGOは主に子
どもと高齢者への支援に重点を置いており、
語学コースや職業訓練等など、ユースのニー
ズに合ったプログラムはほとんどない、と彼ら
は感じていた。

自身の避難を「挑戦」であり「機会」である、と
捉える回答者もいた。軍務に就くのを避けた
い者やルーマニアの方が経済的・教育上の機
会が大きいと考える者、大きな変化をもう経験
したくないと思う者など、様々な理由から「ウク
ライナに戻るつもりはない」と述べたユースが
何人かみられた。「ウクライナに戻ることはで
きません。ルーマニアで私が築いてきたものを
失いたくないからです。紛争前はウクライナの
方が居心地よかったかもしれませんが、今は
ここの方がいいです」(26歳のユース男性)。

就職し、経済的に自立したいと強く望むユース
は多い。賃貸での生活、あるいは不動産投資
を目標にする者さえいたが、法的制限に関す
る情報不足が障壁になっている。ルーマニア
の法律は現在、市民権を保有しない者の不動
産や車両の購入は認めていないため、回答者
の中には長期的な経済計画の見通しが立た
ないと感じる者もいた。

サービス提供者は、幼い子どもは避難先に比
較的容易に適応する傾向があるが、思春期の
若者は感情面でも社会性の面でも複雑な発
達段階にあるため、より困難になると指摘し
た。思春期は、内面が大きく変化する・仲間と
の関わりが大きくなる・家族内の力関係が変
わる時期だが、強制移住によってこれらすべ
てが乱されているという。

多くの参加者が主にウクライナ難民同士で新
しい友人関係を築いた一方、ルーマニア人の
ユースとも交流を深めた者もいた。しかし、言
葉の壁は依然として大きな困難であり、社会
に溶け込む上での障害になっている。多くの
思春期の若者は、言語的・文化的類似性から
モルドバ人の仲間と比較的容易に絆を築くこ
とができたが、誤解されるのが心配で、付き合
いを避ける者もいた。

感情面では、多くのユースが当初、衝撃・悲し
み・活動参加へのためらいを抱えていた。だ
が、時が経つにつれ、彼らはウクライナ人同
士だけでなく、ルーマニア人コミュニティのメン
バーとも共にイベントに参加する姿勢を示すよ
うになっている。

2.2.3  サービスの利用を阻む壁とジェン
ダー規範の影響 

ウクライナ難民の前には、社会的・構造的・経
済的・文化的・情報面での障壁を含む複数の
壁が連なり、社会的統合が困難になってい
る。

社会的障壁:  最も頻繁に挙げられたのは、差
別・スティグマ化・社会的ネットワークの不足で
ある。当初、多くの難民はルーマニアで快く迎
え入れてもらえたと感じたが、3年経ち、受け
入れの熱量が下がったと感じている。思春期
の若者・成人の両方が、地元住民とつながる
ことに困難を覚えており、これはコミュニティの
態度だけでなく、ウクライナ人が自身のコミュ
ニティ内での交流を望むためでもあると彼らは
指摘した。さらに、民族や難民という立場に対
するステレオタイプにより、悪いイメージを待た
れていると感じる者もいた。

構造的障壁に関しては、思春期の男の子と
ユース男性は頻繁に言葉の壁を指摘した。幼
い子どもは新しい言語をすぐに習得できるも
のだが、思春期の若者や成人はルーマニア
語の習得に苦労し、学校や広域のコミュニティ
になかなか溶け込めないのが実情である。こ
ころのサポートを受けるにも通訳が必要とな
り、自身のメンタルヘルスに関する話に第三
者を巻き込みたくない者が多いため、サービ
ス利用に対するさらなる障壁となっている。言
葉の壁は、医療・教育・社会サービスの利用
の障壁にもなっている。
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「個人的な問題であり、自分で解決しなけれ
ばなりません」

15歳の思春期の男の子

彼らの多くが、既に大きな問題を抱えている
母親の負担になるのを心配し、また、家族を
守る役割を果たす力がないと思われたくない
と考えている。

分析から、ウクライナで男性であることは、家
族の物質的なウェルビーイングを保証し、家
族を守り、必要ならば国のために戦うことを意
味すると考えられていることが明らかになっ
た。ウクライナ社会における男性性は、家族
を養い、守る、そして必要な場合は軍務に就く
ことと密接につながっている。思春期の男の
子の中には、女の子を守ることも責任に含ま
れると考えている者もいた。

守る者としての意識は、受け入れ国で弟や妹
がいじめ・差別・攻撃的行為等の危険に遭わ
ないよう彼らを守る行為にまで及ぶ。専門家
は、多くの男の子が勇敢さを誇示し、弱さを見
せないようにしていることに気づいている。感
情を抑え込んだ影響が出るのは明らかだが、
それでもなお、多くが家族や専門家ではなく、
仲間に打ち明けることを選んだ。

多くの男の子とユース男性がこころのサポー
トを求めない大きな理由の一つは、男性性に
対する社会からの期待に応えるため、自身の
困難は一人で解決しなければならない、と固
く信じているためだ。

FGDで、多くの思春期の男の子とユース男性
が、ジェンダーに基づく社会の期待について
議論する際に、ためらいや「恥」の感覚を訴え
た。ウクライナに残った人に比べて安全な状
況下にいるので、自身の状況に不満を感じる
べきではないと感じていると述べる者が何人
かいた。この調査で、特に祖国を守る者という
伝統的な男性性の役割を自分が果たせてい
ない場合に葛藤を抱える男の子と男性がいる
ことが明らかになった。

男性性とジェンダーに基づく期待

サービスの不備は、依然として重大な構造的
障壁である。難民危機発生前から、ルーマニ
アでは主要な社会サービスの不備が問題に
なっており、国際組織が人道支援資金を縮小
する中、難民に対して使えるリソースはさらに
制約されている。多くの避難民は適切な支援
はなかなか受けられないと述べ、特に社会
的・経済的に困難な立場にある人びとの間で
それが顕著である。

経済的障壁も民間メンタルヘルスサービスが
高額なため、重大な問題である。こころのサ
ポートに対するNGOの資金は限られ、民間で
の個人カウンセリングは1回50ユーロを超え
る場合もあるため、多くの難民にとって民間メ
ンタルヘルスサービスを利用するのは経済的
に不可能である。

文化的・個人的障壁も利用に影響を及ぼして
いる。専門家とFGD参加者は、ウクライナでこ
ころのサポートは精神疾患治療と同一視され
ることが多く、今もスティグマにつながると指
摘した。そのため、多くの人が支援を求めた
がらず、精神的苦痛を一人で解決しようとする
ことを選ぶ。PTSD・不安・うつ症状があること
を認め、相談したいと考える者もいたが、心に
染み付いた文化的規範に逆らえず、感情を抑
え込むことを選ぶ者もいる。

利用可能なサービスに関する周知と情報が
広く不足していることが、利用を一層制限して
いる。多くの難民は、ルーマニアで自身に与え
られている権利やこころのサポート・統合支
援・難民申請/市民権/一時保護に関する法的
支援を求める方法を知らない。明確な案内が
ないため、彼らは既存のシステムも上手く利
用できず、これが、基本的サービスの利用に
対する障壁を厚くしている。
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ウクライナ難民をブカレストへ運ぶ列車
© George Calin, Plan International 

この助けを求めることを拒む態度は、メンタル
ヘルスサービスをめぐるスティグマによって
いっそう頑ななものになる。「ここで、心理士に
診てもらったりしたら、「頭がおかしくなった」と
思われます」(17歳の思春期の男の子)。

サービス提供者は、ユースをグループ活動に
参加させることが信頼関係構築に効果的な
方法であることを発見した。一旦、心が通い
合えば、思春期の若者の中には、個人カウン
セリングを受けようとする者も出てきた。ウク
ライナの学校にも心理士はいるものの、専門
家は、COVID-19パンデミックによる中断に
よって、子どもがこの種のサービスを利用す
る機会が減った可能性があると指摘した。
ルーマニアにいるユースの一部がメンタルヘ
ルス支援を受けることに前向きになってきて
いるのは、こうした背景があるからかもしれな
い。

2.2.4  ストレス要因

日々のストレス要因に加え、個人の経歴や難
民が抱える心の重荷等の、個人が既に抱え
ているストレス要因も考慮しなければならな
い。ルーマニアでの生活になじむのが非常に
困難だった者もいたが、戦地を離れることが
新たな始まりとなり、再出発することができた
者もいる。
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思春期の男の子の中には、女の子の状況は
もっと大変かもしれないとしながらも、受け入れ
先コミュニティが完全に安全だとは感じていな
いと述べた者もいた。大きな不安の一つに挙
げられたのは、ウクライナ難民を受け入れた家
庭に対し、住居費と食費として経済的支援を行
う「50/20プログラム」に関するものである。同プ
ログラムは多くの難民にとって有益であるが、
搾取や不正利用の事例が報告されている。

家主の中には政府から財政支援を受けなが
ら、適切な居住環境を提供しない、あるいは難
民に光熱費等の支出を追加で負担させた者が
いた。別の事例として、ひとつの部屋に複数人
が住むという過密状態があり、時には赤の他
人同士が同居させられ、環境になじむのは困
難だった。また、家主が政府の補助金を受け
取りながらも、電気・お湯・インターネットを利用
させなかった例もあった。インターネット接続の
制限があれば、ウクライナに残る家族や友人と
のつながりを維持すことができないため、難民
にとって特に大きな精神的苦痛となった。

受け入れ先コミュニティと
オンラインの安全性

心が落ち着かない:  調査対象者の多くの思
春期の若者とユース男性は、ウクライナでは
爆撃と銃撃にさらされ、精神的苦痛を感じて
いたと振り返った。紛争地域からいきなり相対
的に平穏なルーマニアに移ったことで、特に
心が乱れ、落ち着けなかったという。

こうした困難を抱えながらも、生活の再建と家
族を支えていく決意をぶれずに持ち続ける者
もいた。「3年間、痛みのない日は一日もあり
ませんでしたが、絶望に屈しませんでした。家
族を支えるために働き、他の人にも手を差し
伸べようと努めています」(42歳の男性)。だ
が、公的書類がないことが、彼らの社会的統
合の大きな障害となっており、合法的な仕事
に就いたり、受け入れ国で安定した生活を送
ることができないのが実情である。

避難中は、先の見えない不安と苦難の連続
だったという者もいた。ある22歳の学生は、最
終的に一人でウクライナを出るまで、保護者も
お金もない状態で爆撃の恐怖に怯えながら1
年以上を過ごしたと語った。現在、ルーマニア
での新しい環境に順応し、奨学金を獲得し、障
壁を乗り越えるために積極的に取り組む一
方、今も家族を支え続けているという。

DVやGBVに関する経験を率直に語った参加
者は少数だったが、自身の周囲のコミュニティ
でも起きていることを認めた者が何人かいた。
彼らは、ウクライナではこのテーマは依然、タ
ブー視されることが多く、公には論じられない
と指摘した。思春期の若者の中には、母親が
夫や祖父母から虐待を受けていたと話した者
もいた。一部の母親にとっては、ルーマニアへ
の避難は紛争から逃れる手段であるとともに、
虐待的な関係から安全を求める方法でもあ
り、こうした現実について、FGDに参加した何
人かの母親からも言及があった。

25歳以上のユースの中には、再出国できなく
なることを恐れ、家族に会うためにウクライナ
に戻ることに不安を覚える者もいた。調査対象
者の大多数は動員法について言及を避け、自
身の生活への影響はないと言う者もいた。し
かし、ルーマニアでインタビューに回答した4名
の男性と思春期の若者は、動員法の影響を率
直に語り、動員法がどのように彼らの安心感
や主体性につながっているか説明した。

「爆発音を間近で聞いたら、数ヶ月間眠れま
せんよ。特に、家族が命の危機にある状況に
ある中で、自分はルーマニアの完璧な静けさ
の中に到着するのですから」

19歳のユース男性



47見えない傷 | 調査報告書

また、受け入れ先コミュニティ住民から受けた
扱いに不快感を覚えた人もいた。多くのルー
マニア人が支援を申し出たが、中には彼らが
心から寄り添い大切にしてくれているというよ
り、むしろ同情や哀れみを感じた者もいて、彼
らの尊厳や所属感を傷つけた。

ルーマニアの現地のユースと衝突することが
あったと話すユースが数人みられ、警察沙汰
になったこともあるという。その一つはアイスリ
ンクで発生し、言葉の壁により誤解が生じたの
がきっかけで、ウクライナ人の思春期の若者
がルーマニア語で質問に答えられず、緊張が
高まった。警察が対応したものの、彼らは当局
とのコミュニケーションの困難さが支援を受け
る上で制約となったと感じた。代わりに、自分
たちで話し合い、ウクライナ人の友人から助言
を得る方が、安心感が得られた。

学校・路上・イベント参加時を含む公共の場で
差別を受けたことはなく、基本的に安全だと感
じていると述べた参加者が何人かみられた。
しかし、時が経つとともに受け入れ先コミュニ
ティの態度が変化したと指摘する思春期の若
者も数人いた。当初はウクライナ難民を支援
する気持ちは強かったが、彼らの状況に対す
るルーマニア社会の関心は低下したと多くが
感じているという。こうした変化の中でユース
の中には、歓迎されていないと感じる者もい
て、先の見えない将来への不安が高まってい
る。16歳の思春期の男の子は「ルーマニア人
は、ウクライナが紛争中で、私たちには戻る場
所がないことを理解しなければなりません」と
述べた。

今では多くのウクライナ難民は、ウクライナか
らの財政支援を受けておらず、ルーマニアで
の雇用機会もが限られているため、経済的不
安定rは依然として大きな課題である。NGOに
よる支援の縮小や終了によって、基本的な
ニーズを満たすのに苦労する家族が増えてい
る。母親が職を得られないことに不安を感じる
ユースがいると同時に、中途退学して働き出
すことで家族を支えることを検討している者も
いた。

ユースの多くが、ルーマニアでの自身の権利
や利用可能なサービスに関する入手可能で
信頼性の高い情報の不足に対する不満を示
した。彼らは、教育・医療・法的手続き等、必
須事項に関する手引きを見つけるのに苦労し
たと語った。繰り返し指摘されたのは、ルーマ
ニアの市民権の取得や身分証明書の取得方
法の明確な情報がないことで、特に最初の身
分証明書の取得年齢に達した人びとにとって
問題となっている。

オンラインの安全性:  Telegramは、ウクライ
ナの思春期の若者とユース男性の間で今も最
も利用されているソーシャルメディアプラット
フォームであり、子どもも大人も、様々なオンラ
イングループに参加している。だが、それらの
プラットフォームでは、不適切な投稿が削除さ
れることがないことに参加者は不安を示し、若
年層の存在を考慮せずに議論が行われること
が多いと指摘した。会話の中には不適切なコ
ンテンツが含まれることがあり、思春期の若者
には適していないという。

加えて、多くの思春期の男の子とユース男性
が、保護者の監督なしに1人で、長時間オンラ
インで過ごし、ゲームやソーシャルメディアで
の交流に没入している。デジタル空間にいる
時間が長くなれば、彼らがオンライン上のリス
クに遭う可能性も高まる。専門家もユースもと
もに、特に言葉の暴力やオンラインいじめが
横行しているTelegram等のソーシャルメディ
アを利用する上での課題を指摘した。現状で
は適切な規制や取り組みもなく、多くのユース
が無防備な状態に置かれている。

2.2.5  教育と雇用

思春期の男の子とユース男性は最も大きな問
題として、教育を挙げ、彼らは、教育を受ける
ことやその質、さらに将来の機会に関する不
安を示した。多くがウクライナの学校のオンラ
イン教育制度を通じて学業を継続している一
方、ルーマニアの学校で学ぶ人も少数ながら
いた。
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最も多く挙げられた障壁は言葉の壁であり、
次いで、十分な支援がなければ、ルーマニア
の教育制度へ完全に統合するのは無理では
ないかという懸念が挙げられた。多くの者に
とって、COVID-19パンデミックと避難にこうし
た問題が重なって困難は深まっており、労働
市場での機会は一層狭まっている。

ウクライナのオンライン教育制度とルーマニア
の正規教育制度の両方から外れてしまい、学
業を再開できていないユースもいる。紛争後
には故郷に戻ると信じ、ルーマニアでの学位
が認められない可能性を考慮し、ウクライナの
オンライン教育の継続を意図的に選択してい
るユースもいた。一方、言語を習得する、翻
訳/通訳者役となって家族を助ける、ルーマニ
アで将来を築く等の機会を得たいと考え、ルー
マニアの学校への入学を選ぶユースもいる。

大学に進学した人びとにとって、経験はより前
向きなものだ。ルーマニア語または英語で講
義が行われる大学に通うウクライナ人学生
は、十分な支援を受けていると感じており、社
会に溶け込む上で奨学金が重要な役割を果
たしていると述べた。大学環境は包摂的だと
述べ、ルーマニア人の仲間が案内や支援を提
供してくれていると述べた者も何人かいた。

しかしながら、彼らより年下の者は依然、困難
を抱えている。多くの思春期の若者が、言葉
の壁・彼らに特化した教育支援の不足・全国
統一試験での非母語話者への配慮不足によ
り、ルーマニアの学校制度への統合に困難を
覚えている。彼らは、難民の生徒を集めたクラ
ス分けと試験の試験時間の延長の必要性を
訴えた。主に他の生徒からではなく教師から
いじめを受け、差別や孤立感を感じていると報
告した者もいた。

対面で社会と関わる機会が不足していること
で、特にオンラインで学ぶ人びとのこころの
ウェルビーイングは損なわれている。主に
NGOが運営する教育ハブは、学習と社会に
関わる機会の提供という重要な役割を果たし
てきた。だが、それらのハブは現在、ウクライ
ナ人のみが利用しており、ウクライナ人とルー
マニア人のユースが共に利用できるハブする
ことで、社会に溶け込みやすくなり、難民の生
徒と受け入れ先コミュニティの生徒のつながり
が育まれる可能性がある。

2.2.6  MHPSS活動の有効性と課題

思春期の男の子とユース男性がMHPSSを利
用するのは、言葉の壁・経済的制約・彼らに特
化したサービスの不足等障壁があり、依然と
して大きな困難がある。参加者の多くがこころ
のサポートの必要性を訴えたが、ウクライナ語
話者の専門家が非常に少ないことと、デリ
ケートな問題を扱う際に通訳者を参加させるこ
とへの抵抗感から、利用するのが難しいこと
がわかった。特に紛争開始時にNGOが提供
していた無料サービスが急速に縮小している
ため、経済的負担も厚い障壁になっている。

専門家は、特に難民や紛争で被災した人びと
を対象とした創造的なアートセラピーの効果を
強調した。音楽・視覚芸術・ダンス・ロールプレ
イ・身体表現を組み込んだ活動は、言葉だけ
に頼らない感情表現を促し、トラウマ関連の障
壁と言葉の壁の両方を克服できる。ウクライナ
音楽を聴く、伝統的芸術に触れる、展覧会を
訪れる等の、文化的アイデンティティを大切に
したプログラムは、ユースが故郷とつながって
いる感覚を保つのに役立った。しかしながら専
門家は、こうした活動を「セラピー」あるいは
「カウンセリング」の枠組みで行うと、スティグ
マを理由に参加が避けられることが多いと指
摘した。そのため、こころのサポートを実用的
な活動や余暇活動に組み込む方が、ユース
男性を参加させるのに効果的であることが証
明されている。
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木工・ロボット工学・情報科学・スポーツ等の
グループ活動でも、参加者は感情を表現し、こ
ころのウェルビーイングを保つことができた。
また、人権ワークショップ・パブリックスピーキ
ング研修・暴力防止プログラムを提供する教
育ハブは特に好評だった。また、社会に溶け
込む機会が広がるため、ルーマニア語と英語
の言語コースも高評価だった。

有意義な活動に参加したいとの強い希望が男
性難民から出された。専門家は、ユース男性
が他の避難民同様、ボランティア活動や新し
いスキルの習得、組織的に行われるプログラ
ムに参加することで、自分がコミュニティに積
極的に貢献しているという自己効力感を得て
いると指摘した。一時避難センターやコミュニ
ティハブ、地元の諸活動で日常的に行われる
活動に参加することが、こころのウェルビーイ
ングの向上につながったと言う。仲間に自転
車の乗り方を教えるといった小さなことでも、
受け入れ先社会の役に立つことが、先の見え
ない状況下でも目的意識とこころの安定を与
えてくれると話す者もいた。

下記の棒グラフは、男性のメンタルヘルス
サービスへの参加率を向上させる方法に関す
るサービス提供者の回答を示している。主な
提言事項には、スティグマの軽減(66%)や積
極的なサービス提供キャンペーンの拡大
(68%)、地方部やサービスが不足している地
域へのサービス拡充(58%)などが挙げられ
た。

2.2.7  今後の展望

思春期の男の子とユース男性の多くは、紛争
後も故郷に戻ることは困難だと考えており、そ
のため、ルーマニア語を習得し、少なくとも今
後短期的には学業・職業面でルーマニア社会
に溶け込むことが重要だと理解している。しか
し、ルーマニア語と英語の言語コースの受講
機会は依然として地域的なばらつきがあり、
ユースが無料の授業を受講できない県もいく
つかある。
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多くの参加者に将来の見えない不安が重くの
しかかっている。夢や希望を紛争につぶされ
た経験から、長期的計画を立てようとしたがら
ないユース男性もいる。少数だが、紛争後に
ウクライナに戻るのを検討している者もいる
が、大多数は他国での機会をつかむ準備をし
ている。多くはITやプログラミングでのキャリア
を志し、他には観光関連・不動産・スポーツ・
歯科医療・通信・芸術分野で働くことを望んで
いる。ルーマニアで教育修了後、オランダ・ド
イツ・スペイン・オーストリア・チェコ等のEU諸
国で高給の働き口を見つけたいと考えている
者もいた。

困難を抱えながらも、多くのユースが自分たち
の声を聴いてほしい、自分たちの未来づくりに
積極的に参加したい、と訴えた。彼らは、特に
社会的統合・教育・長期的な機会に関する議
論で、ユースが意思決定に参加する必要性を
強調した。前線に保護者がいるウクライナ国
外居住者を対象とした奨学金がないなど、支
援制度の抱える問題に言及した者もいた。

「問題は確かにありますが、いいことも沢山あ
ります。私たちは安全な国に住んでいて、残っ
ていたら今より悪い状況だったかもしれませ
ん。声を聞いてもらうこと、支援の手を差し伸
べてもらうことは好ましいことです。ウクライナ
では、保護者が前線にいて自身もウクライナ
にいる子どもは成績優秀者奨学金を受給でき
ますが、保護者が前線にいてルーマニアに住
む子どもは何の支援も受けられません。それ
でも、私たちはヨーロッパの子どもです。支援
の手が差し伸べられるのは、当たり前のこと
ではないでしょうか」(17歳の思春期の男の
子)。

「将来、このような議論ができるのを願ってい
ます。未来について自由に話し合い、助けを
得たり、衝突や解決策について議論できる日
を!」

17歳の思春期の男の子

2.3.1  メンタルヘルスのニーズと
ウェルビーイング

2.3 ポーランド 

紛争激化は、ポーランドにいるウクライナの男
の子とユース男性の日常の生活を根底から変
え、彼らのメンタルヘルス・アイデンティティ意
識・ウェルビーイング全体に影響を与えた。教
師とメンタルヘルス専門家は、思春期の男の
子が家族内で成人としての役割を思いのほか
早く担う場合も多く、多くが責任の増大を感じ
ていると指摘した。この責任の変化は、父親
がウクライナに残っている、または弟や妹を支
える必要がある者の間で特に顕著だった。こう
した新たな責任が圧力となる一方で、レジリエ
ンスと適応力を育む機会にもなった。それらの
困難を自立やリーダーシップスキルを磨く手段
として捉えるユース男性も何人かみられた。

思春期の男の子は、特に学校環境等、なじみ
のない環境に適応するのが当初はいかに大
変だったかを語った。特にコーチや仲間同士
の支援グループからアドバイスが受けられた
場合は比較的容易に溶け込むことができた者
もいたが、圧倒され、孤立感を覚えているとい
う者もいた。

家族の力関係も大きく変化した。家族内で保
護者あるいは気持ちの支えとしての役割を担
うようになった男の子とユース男性もいる。こ
の変化の中で、多くが、通常なら成人の責任
と見なされるものを突然負わされ、早く大人に
なることを迫られた。こうした急激な変化がエ
ンパワーメントにつながった者もいる一方、自
立したいと思う自分の気持ちと、家族が自分
に頼っているという現実の間で板挟みになっ
た者もいた。あるサービス提供者は、その状
況を、こうまとめた。

過去と現在



51見えない傷 | 調査報告書

男性のロールモデルがないことで状況は一層
複雑化した。多くの男の子は、母親や祖母と
共に避難後、女性ばかりの環境で育ってい
る。教師や心理士は、手本にできる男性の存
在がないため、男の子はアイデンティティの形
成に苦悩し、新しい状況下で男性としてどうあ
るべきか、わからない状態に置かれていると
指摘した。家族内の役割の変化は繰り返し
テーマとして上がり、自立を求める自分自身
の気持ちの高まりと家族に対して感じる責任
の間で心がせめぎ合う思春期の男の子では
特に顕著だった。こうしたせめぎ合う気持ちを
抱えながら、なんとか折り合いをつけようとす
る中で、心は混乱し、苛立ちは高まる。

一方、保護者への依存度が非常に高く、それ
が家族内に緊張を生む原因となっているとい
う男の子もみられた。保護者とのFGDでは、
複数の参加者から、子どもが自分で判断しよ
うともがきながら、なお変化に向き合い・受け
入れることが上手くできない姿が伝えられた。

興味深いことに、息子がウクライナに戻ると家
族関係が改善されたと指摘する保護者が何
人かいた。慣れた環境が、こうした男の子に
心の安定と自律心を取り戻させ、結果、家族
との関係に好ましい影響を与えたようだ。ある
保護者は、「家族でウクライナに戻ると、息子
との関係が改善し始めました。彼はポーランド
で暮らすことも選択できましたが、ウクライナ
に残ることを選びました」、と話した。

「ユース男性が、居場所を見つけるのは困難
でした。彼らは父親の役割を引き継ぎ、家族
全体の責任を負うことを求められているのを
感じました。これが、内面で多くの怒りと混乱
を生み出しました」

地元NGO

紛争と避難は、規則性のある生活や社会構造
だけでなく、男の子とユース男性の内面にも深
刻な影響を及ぼし、新たなメンタルヘルス上の
問題を次々と生み出した。問題としては、気持
ちが落ち着かない・感情表現ができない・人生
に対する意欲や積極性が著しく低下した、等が
ある。保護者とサービス提供者は、男の子は
自分の経験をなかなか処理することができず、
殻にこもったり、イライラしたり揺れ動いている
と説明した。

感情が失われ、なかなか目的意識を取り戻せ
ないという男の子も何人かいた。将来のチャン
スを思い描くのが難しい者もおり、彼らには、
自己肯定感が低い、新しい環境で成功する自
分の能力に自信が持てないという面もあり、希
望と主体性を育む環境でサポートする必要性
が浮き彫りになった。

また、新たな現実へ適応する中で、罪悪感や
社会からの期待といった複雑な感情と向き合っ
てきたユース男性も何人かいた。家族を支えた
り入隊するためにウクライナに残らなかったこ
とに罪悪感を示した者がいた一方、受け入れ
国で「よそ者」とみなされるスティグマと闘って
いる者もいた。ある36歳の男性は、罪悪感は
時が経つとともに薄れているものの、完全に消
えてはいない、と述べた: 「罪悪感は決して消
えません。最初の1～2年は特に強く感じまし
た。働き出したら、それに慣れてきて生活も安
定してきます。でも、罪悪感は常につきまとい
ます」。

メンタルヘルスに及ぶ問題の種類も、年齢や
家族状況によって異なった。思春期の若者は、
感情の喪失や以前の趣味や社会活動への関
心の喪失といった症状が現われる傾向が強
かった。一方、ユース男性は、特に就労や勉学
の機会がない場合、欲求不満が高まり、目的
意識を失う傾向があった。

メンタルヘルスの問題の種類と
その影響
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ウクライナの子どもを受け入れている学校、モルドバ
© Tatiana Sultanova, Plan International 

「依然は持っていた興味がなくなりました。
今、興味が何かにあるとは言えません。今起
きていることに、私を含め多くの人が少し怒り
を感じていると思います。私は以前ほど親切
ではなくなっています」(19歳のユース男性)。

男の子とユース男性のメンタルヘルスに及ぶ
問題は、様々な症状として現れるが、それは
多くの場合、もっと心の深い部分にある葛藤
の表れである。教師・保護者・サービス提供
者は、感情の喪失・衝動性・心身症等の症状
を確認している。チックや睡眠障害・頭痛等の
不安に関連する身体症状の増加を指摘する
サービス提供者もいる。ある学校カウンセ
ラーは、そうした症状が時間とともに変わって
いく様子を、こう説明した: 「当初、男の子はい
つも喧嘩をしていましたが、時間が経つにつ
れ落ち着き、協力的になりました。症状は軽く
なりましたが、感情の調整が難しいのは変わ
りませんでした」。

年上の男の子は、内面の課題を何とかしよう
とオンラインコミュニケーションに頼り、慣れ親
しんだデジタル空間にすがることが多かった。

年上の男の子は、内面の課題を何とかしよう
と、慣れ親しんだデジタル空間をつながりと親
しみの場として頼り、オンライン上でのコミュニ
ケーションを求めるようになった。保護者は、
子どもが対面での交流より、ソーシャルメディ
アやゲームプラットフォームでつながることを
好むと指摘した。こうしたデジタルでの交流
は、孤立というより、むしろ慣れない環境に適
応するための戦略として、社会的つながりを
維持する代替手段になっていた。

「息子はほとんど家から出ません。ウクライナ
でやっていたことすべてに興味を失いました。
彼はゲームを通じて同級生と会い、周囲の人
たちとの共通の話題がありません」(保護者)。

無関心と、心が何も感じなくなるといった症状
もよく見られた。現状の先にある生活が想像
できず、将来について考えるのを止めた男の
子も何人かいた。彼らには、自己肯定感が低
い、新しい環境で成功する道を探る自分の能
力に自信が持てないという面も見られた。
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避難と紛争の影響は、年齢によって大きく異
なり、発達段階と家庭環境が男の子と男性の
メンタルヘルスにいかに影響を与えているか
が明らかになった。思春期の男の子(15~17
歳)の中には、感情の調整と新しい社会環境
への適応が一番の問題だという者もいた。そ
れより年下の男の子たちは、感情が爆発しや
すく、行動を制御するのが難しい発達段階に
あるため、特に影響を受けやすい。これまで
なじんできた支援体制から切り離され、多くが
不安を抱えたり攻撃的になり、新しい環境で
心を安定させるのに苦労している。

男の子/男性に特に見られる影響

「思春期には身体の構造も心も大きく変化す
ることを受け入れることで、今は特別なんだと
理解できるようになりますが、彼らは自分は
出来損ないだから、受け入れ国でも成功でき
ないと考えてしまうのです」(学校カウンセ
ラー)。

下記の棒グラフは、思春期の男の子とユース
男性を対象に、気持ちやウェルビーイングの
面で直面した最大の問題を調査した結果を
示している。主な問題として、将来に対する
不安(51%)・不安(43%)・自分の気持ちを誰
かに相談する難しさ(39%)が挙げられた。

思春期後期の男の子とユース年男性(17~25
歳)の中には、大人としての責任と思春期後
期の成長段階の間に挟まれ、アイデンティ
ティが大きく混乱した者もいた。避難が成長と
自己発見の機会となった者もいたが、重大な
アイデンティティの危機に陥った者もいた。

こうしたユース男性は、どっちつかずな境界
線上にある、と感じることが多かった。自身の
生き方を模索中でありながら、家族を支える
ことを期待されている。責任の重圧と発達段
階が衝突し、彼らは馴染みのない土地・文化
の中で新たな社会的役割を果たすよう強いら
れた。あるサービス提供者は、彼らが何とか
バランスをとろうとしている姿をこう表現した: 
「気持ちは子どもだけど、こんな状況では子
どもでいられない、大人でなければ」
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男の子とユース男性は、様々な対処メカニズ
ムを働かせて、ストレスや感情面の問題に対
処していた。順応的な適応方法を見いだした
者がいる一方で、自身の抱えている問題をさら
に深刻にするリスクのある不適切な行動に頼
る者もいた。心の成熟度や支援制度を利用で
きるか否かを反映して、対処メカニズムは年齢
層によって異なった。

身体活動は、最も挙げられた順応的対処メカ
ニズムの一つであった。多くの男の子とユース
男性は、緊張を解消し心を落ち着かせるため
に、スポーツ・武道・水泳等体を動かす趣味に
没頭した。それらの活動は、彼らにスケジュー
ルに従って行動する環境と達成感を提供した。

「スポーツをするのが好きです。定期的にジム
に通い、テニスをし、泳ぎます。忙しくさせてい
ると、あまり辛く感じません」(26歳のユース男
性)。

社会的つながりはレジリエンスを身につける上
で重要な役割を果たした。多くの男の子にとっ
て、仲間の支えはオン/オフラインに依らず、困
難に対処する上で欠くことのできない要素で
あった。ゲームやオンラインコミュニティを通じ
て友人関係を維持することで、馴染みのない
環境の中でもつながりと安らぎが得られた。

しかしながら、男の子とユース男性の中には、
不適切な対処メカニズムに頼り、一時的には
開放感が得られても、結局精神的苦痛がさら
に深まる者もいた。ゲームへの依存・孤立化・
物質使用等の回避行動に頼る男の子とユース
男性はかなりの数に上った。中にはそうした行
動から抜け出せなくなり、現実との断絶が一層
深まった者もいる。

アルコール摂取は、広範にみられるものでは
ないが、成人男性の間でよく見られる対処メカ
ニズムとして挙げられた。また、社会的不安や
ストレスから逃れる手段としてもよく言及され
た。

対処メカニズム:
順応的 VS 不適切

しっかりとしたロールモデルがない状況で、多
くの男の子は健全な男性性像を築くことに苦
労していた。年齢に不相応な責任を負うことで
対応した男の子がいる一方、自身の居場所を
見つけられず自分の殻に閉じこもる者もいた。
居場所を求め、感情の抑圧と攻撃性に根ざし
た有害な男性性に引き寄せられてしまった者
がいる一方、新しい状況で自身のアイデンティ
ティをどう表現すれば良いかわからず完全に
殻に閉じこもってしまう者もいた。教育者や学
校カウンセラーは、男の子は二極化する場合
が多いと指摘した。若年で責任感と決断力を
身につけた集団と、混乱し社会的に孤立した
集団である。健全な男性性のロールモデルが
ないため、多くの男の子は感情や経験を前向
きに処理する方法について何のアドバイスも
受けられずにいた。

ユース男性、特に20代にとって、問題はもっと
自分という存在に関わるものだった。明確な
目標や機会も持てず、大人と思春期の間の
どっちつかずな状態にはまってしまった感覚を
覚える者も見られた。罪悪感と、何のために
生きているのかわからないという感覚もよく見
られ、特に2つの世界の間で行き詰まりを感じ
ている者に顕著だった。あるユース男性は、
ポーランドへの避難で自分の人生の方向性が
わからなくなったと語った:  「紛争前は、入隊し
なくて済むよう、勉強することが目標でした。
今は目標がありません。今よりも少しだけ一
人前の人間になりたいです」(19歳のユース男
性)。

サービス提供者も、ユース男性の中には、自
分の法的地位の獲得のために奮闘し、自己
確立に困難を覚える者がいると話した。政治
的・社会的に排除されたと感じているこうした
ユース男性は、自身を「無法者」や「のけ者」と
表現し、今いる場所には、完全に自分の場所
だと言える場所がどこにもないと感じていた。
自分のアイデンティティがバラバラになってい
る感覚があるために、ユース男性は支援を求
めたり、新しい環境に溶け込むことにためらい
を持ったまま、孤立感と見えない将来への不
安を募らせている。
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この役割の変化は、自立したいという自身の
気持ちと家族を支える責任との間に葛藤を生
むことが多い。思春期の若者は、家族と離れ
て生活したいが、家族が彼らに頼っていること
もわかっていると語った。こうした葛藤を抱え
た多くの男の子が、もう子どもではないが完全
に大人でもないという境界線上にいた: 「離れ
て生活したいと思っていましたが、もし私が助
けなければ家族が大変になることはわかりま
す。だから、ともかく一緒にいて助け合わなく
てはいけないのです」(20歳の男性)。 

こうした圧力の中で、男の子は、避難に伴う精
神的苦痛と不安定な生活に対応する成人の
役割を通常より早く担うことになり、学校カウン
セラーは、これを「早すぎる成人期」と表現して
いる。こうした役割を通してレジリエンスが身
につく可能性もあるが、失われた子ども時代と
メンタルヘルスリスクの高まりという代償を伴う
ことになった。

ポーランドにいるユース男性の中には、何もせ
ずにいい思いをしている気持ちと、ウクライナ
に残る人びとに報いねばという義理の感情を
持ちながら生きている罪悪感に言及する者も
いた。彼らは、友人や家族が空爆や苦難に耐
え続けているなか、自身はそれに比べて安全
な中で生活しているという事実に苦悩してい
る、と語った。この罪悪感が彼らの心に重くの
しかかり、家族への責任と避難生活への適応
の中で既に感じているストレスをさらに高め
た。

疲労困憊するまでスポーツに没頭したり、現
実世界を遮断して何時間も番組を見続けると
いった極端な現実逃避として現れる回避行動
もある。感情の喪失、あるいは「過去の世界」
に生きている状態だと表現する者もおり、避難
に伴う心の処理がいかに苦しみを伴うもので
あるかがわかる。

保護者と学校カウンセラーは、ゲームへの依
存・ポルノ・不健康な食習慣等の自己破壊行
動が、心の抱える問題が深刻化している兆候
であることが多いと指摘した。思春期の若者
の中には、こうした問題に向き合うことができ
ず、一時的な気晴らしに逃げる者もいた。「こ
の年齢で、彼らは無駄遣いしようとしているの
です。何かをしようとしているのではなく、何も
しないことが目的です」(学校心理士)。

インターネット依存症と現実生活での対人関
係との断絶も、繰り返し言及された。受け入れ
先コミュニティで人間関係を築くことに苦労し
ている多くの男の子にとっては、オンラインに
いて、ウクライナにいる仲間とつながっている
方が容易だと感じられたのだ。

2.3.2  社会からの圧力と支援制度

避難経験は、家族内の役割に大きな変化をも
たらし、特に男の子とユース男性は、多くの責
任を負うようになった。多くの場合、父親の不
在が、日々の暮らしと気持ちの面で新たな圧
力となって思春期の男の子にのしかかった。
この変化を自身の成長に伴う自然な結果と捉
える男の子がいる一方で、自身が置かれた状
況のせいで変化の速度が加速されたと感じる
者もいた。「紛争のせいで、すべてが一変した
ように感じます。17歳でウクライナにいたとき
は、誰にも責任を取るようにとは言われませ
んでした。でも今、すべては私に委ねられてい
ます。家族の大黒柱にならなければならない
のです」(20歳の男性)。

家族内の力関係と役割の変化

友人関係は、思春期の若者の発達の基盤と
なることが多いが、避難により深刻な影響を
受けた。多くの男の子とユース男性が、長年
の社会的つながりを失い、国境を越えたつな
がりの維持に苦労している。物理的距離と共
有できる体験がないことで友人関係が壊れて
しまった者もいた。「友人とやりとりを止めて
以来、年に一度だけ彼らの近況を聞けます
が、その時だけです」(20歳の男性)。   

友人関係と仲間同士の
ネットワークへの影響
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受け入れ先コミュニティで、特にスポーツ等の
共通の活動を通じ、新しい友人関係を築いた
者もいた。オンライン上の交流も、ウクライナと
新しい環境の両方で友人とのつながりを維持
する上で重要な役割を果たした。

しかしながら、言葉の壁や文化の違いにより、
現地の同世代と深い絆を築くことは難しいこと
が多いという。多くの男の子が受け入れ先コ
ミュニティ住民から親切な対応を受けたと述べ
たが、表面的なやり取りを超えた付き合いに
進むことはほとんどなかったと指摘した人もい
た。また、現地住民から滞在理由を尋ねられ、
不快に感じたと述べた人もいた。 「1週間前、
ナイトクラブにいた時、あるポーランド人が、な
ぜ祖国のために戦っていないのか、と尋ねて
きました。皆そう思っています」(35歳男性)。  

ウクライナを離れたことに対し既に罪悪感を抱
えている一部の男の子やユース男性が、こう
した追求を受けることで罪悪感は一層深まっ
た。そして、受け入れ先コミュニティの一員にも
なりきれず、故郷に戻ることもできないという、
二つの世界の板挟みになっている感覚も強
まった。こうした経験は、男の子が受け入れ先
コミュニティへの統合をどう捉えるかに影響
し、歓迎されていると感じる者もいれば、警戒
して一定の距離を保つ者もいた。

つながりを築くことに成功した人にとって、ス
ポーツと学校活動は重要な役割を果たした。
共通の趣味が、言葉の壁を超えた共通の土
台になった。ある15歳の男の子は、バスケット
ボールに参加したおかげで、大きなコミュニ
ティの一員であると感じられるようになったと
話した。同時に、現地のユースの仲間の輪が
いつも温かく迎えてくれるとは限らないという。
現地のユースから拒絶や軽い敵意を感じた経
験があり、その多くは文化的な誤解や難民と
しての立場に対する思い込みが根底にあると
指摘した男の子も何人かいた。拒絶されたこと
で、さらに自身の殻に閉じこもるようになり、社
会との関わりはオンライン空間や他のウクライ
ナ人の男の子とだけに限定する者が出てき
た。

コミュニティに溶け込み、その一員になるとい
うプロセスには、言語能力・経済的安定・コミュ
ニティのリソースをどの程度活用できているか
等、複数の要素が密接に関連していた。

学校・スポーツ・コミュニティ活動に参加した思
春期の若者は、つながりを感じやすかったが、
そうでない者はコミュニティの一員であると感
じるのは難しかったという。「正直、新しいコ
ミュニティの一員だという感覚は全くなかった
です」(15歳の思春期の男の子)。

首尾よく適応するには経済的安定が必須だと
考える者も何人かいた。経済状態と生活スタ
イルがウクライナにいた時と変わらなかった男
の子は、抵抗感を持たずにコミュニティに溶け
込んだ。あるユース男性は、経済的リソースと
支援が移行を容易にする上で鍵となったと話
した。 「住みたい住居を借り、以前のように食
事をし、以前のようにイベントに参加できるお
金があるなら、適応に問題はありません。問
題は経済的支援なのです」(26歳のユース男
性)。

コミュニティセンター・スポーツクラブ・ユースの
ためのスペースが、統合促進に役立つ施設と
して挙げられた。サービス提供者は、それらの
施設では彼らが仲間とリラックスした環境で交
流し、関わり合うことができ、安心感が持てる
と指摘した。だが、それでもこうしたつながりに
は、ウクライナ人の仲間との間にあった深さや
理解は感じられないと言う男の子もいた。「彼
らには相手が抱える困難がわからないのかも
しれません。つながるための場があるのはよ
いことですが、ユース男性には、他の人には
理解しきれない葛藤が今もあると感じます」(メ
ンタルヘルスサービス提供者)。

多くの男の子にとっては、似た経験を持つ他
のウクライナ人の思春期の若者やユースとの
つながりの方が、地元の同世代とのつながり
よりも大きな意味があった。仲間の支えは、自
身のアイデンティティを守りながら新しい生活
に適応していく複雑な道のりをすすむ力となっ
た。
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多くの参加者にとって、民間メンタルヘルス
サービスは手の届かない存在だった。無料
サービスが利用できても十分に周知されてお
らず、利用方法が分かりにくい場合が多かっ
た。「10件の無料のオンライン相談が利用でき
るポータルサイトはありますが、まだ不十分で
す。小さな都市に住んでいると、スティグマ受
けずに助けてくれる人を見つけることはできま
せん」(地元NGO代表)。

住居や雇用等の差し迫ったニーズを優先する
べき、という圧力により、メンタルヘルス支援
は後回しにされることが多い。何人かの参加
者は、生きていく上での基本的ニーズに取り
組むのがまず先で、こころのサポートはその
後だと述べた。「まず、住居と仕事の課題を解
決しなければなりません。その後にようやくメ
ンタルヘルスについて考え始めるのです」(33
歳男性)。

子どもたちが一緒に楽しむ、Ludobus遊びセッション、
モルドバ
© Plan International 

2.3.3  サービスの利用を阻む壁と
ジェンダー規範の影響

構造的障壁: メンタルヘルスサービス利用に
対する障壁として、サービス提供面・経済的・
言語的障壁が挙がり、状況の違いを問わず
広く確認された。

多くの参加者が、専門家の不足やウクライナ
語/ロシア語で提供されるサービスが見つから
ないといった、サービス提供面での困難が重
大な障壁になっていると強調した。こうした問
題は特に小さな町で顕著で、メンタルヘルス
専門家が不足しており、ウクライナ難民の
ニーズに対応したサービスが整備されていな
かった。

「単に現地の言葉が話せれば解決するもの
ではありません。紛争や移住を経験した人の
気持ちを理解できる人がいるかどうかが問題
なのです」(37歳の男性)。

サービスが手ごろな価格で利用できるかも、
問題だった。

スティグマは特に男性と男の子にとって、圧倒
的に大きなテーマとされた。メンタルヘルス支
援を求めるのは、弱い人間/落伍者のレッテル
を張られるという指摘が多く挙がった。感情を
表に出さない、自立した存在であることを求め
る文化が根付いた中で、そうした期待は上の
年齢層で特に高いことが多く、彼ら自身がメン
タルヘルスサービスの利用に後ろ向きな要因
となっていた。多くの男性が「すべてを自身の
中に留めておく」ことを選び、メンタルヘルス
サービスの利用を避ける態度の広がりにそれ
が表れていた。調査対象者の思春期の男の
子とユース男性の46%が、心の問題で支援を
求める際の大きな障壁として文化的期待を挙
げ、これは2番目に多く指摘された要因であっ
た。

「正直、そういうサービスを探したことはありま
せん。男性にはそういうプライドがあり、すべて
の問題を自身で解決できると意地を張る傾向
があると思います。それが利用する人がとても
少ない理由だと考えます」(20歳の男性)。

スティグマと文化的障壁
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下記の棒グラフは、調査対象者の思春期の男
の子とユース男性が心の問題で助けを求める
際に障壁となっていると考える要因について
回答結果を示している。主な障壁には、恥の
意識(56%)・強さへの文化的期待(46%)・他者
にどう思われるかに対する恐れ(32%)が挙
がった。

FGDとインタビューの中でも、「精神的に不安
定」または弱いとみなされることへの不安が目
立った。その不安には、機関への不信感と、
サービスを受けても効果がないという思い込
みが複雑に絡み合っていた。「彼らは効果が
ないと考えています。自分の状況を赤の他人
に知られたくないし、必要だと思っていませ
ん」(19歳の男性)。

不信感はメンタルヘルス制度にとどまらず、広
く機関全体に及んでいる。受け入れ先コミュニ
ティや機関から決めつけられた、あるいは厳し
い目で見られていると感じて、支援を求めたく
ない気持ちが一層強まった参加者もいた。「場
所によっては、なぜウクライナで戦わずここに
いるのか、という空気が感じられます」(コミュ
ニティでのやりとりを語るサービス提供者)。

男の子とユース男性にとって、社会と家族から
の期待はきわめて大きな心の負担を生んだ。
特に父親が不在の場合は、家族を守り養う責
任を強く感じると述べた者もいた。ユース男性
は、家族を守る役割と、軍務につかないために
弱者とみられる不安で葛藤していることが多
かった。「軍務に就かず、戦っていないから自
身を責めるのです。正直、戻るのは怖い、死に
たくないです。皆生きてほしいです」(35歳の男
性)。

実際に動員される可能性は、外国に住む25歳
以上の男性の不安を生み続けていた。帰国後
再出国を許可されない事態を恐れ、ウクライナ
にいる家族に会うことを避ける者も何人かい
た。ストレス軽減のため、ウクライナに関する
ニュースから距離を置いている者や紛争へ直
接参加せずとも遠方から役に立てる方法を探
る者もいた。

男性性・メンタルヘルス・期待への
対応の交点



59見えない傷 | 調査報告書

ポーランドにいる男性の中には、軍務に就い
ていないことを非難されていると感じる者もい
た。他者からのそうした視線で彼らの内なる葛
藤は一層深まり、強い劣等感と罪悪感を生ん
だ。一方、そうした視線を向けられて、アイデ
ンティティの危機に陥り、生き方の方向性を失
う者もいた。祖国を守りたい気持ちと、実戦任
務には尽きたくないという気持ちが葛藤し、恐
怖・忠誠心・罪悪感が入り混じった感情を抱え
ている男性もいた。

何人かのサービス提供者が、活動はジェン
ダーに依らない設計であることが多いため、思
春期の男の子とユース男性に特化した支援が
ない場合があると指摘した。全般的なウェル
ビーイングに重点を置いたプログラムは、必ず
しも彼らに特有のメンタルヘルスニーズを考慮
しているとは限らず、これが参加率の低さにつ
ながっている可能性がある。また、ユース男性
が気楽に思いを吐き出せる専用スペースがな
いことで、彼らの孤立感はさらに高まってい
た。

スポーツと身体活動は多くの場合、ストレス・
不安の発散手段として最も人びとに受け入れ
られていた。だが、慣れ親しんだ活動ではあっ
ても、ポーランドで組織的に行われているス
ポーツプログラムや余暇活動スペースは利用
したがらないユース男性も何人かいた。あるメ
ンタルヘルスサービス提供者は、非公式なス
ポーツ活動なら気楽にできるが、組織的に行
われている環境ではそれも難しいと説明した: 
「バレーボールやバスケットボールなら、馴染
みがあるのでしに来ますが、ポーランドで練習
できるスペースを探そうとはしません。言葉の
壁が障害となっているからです」。

学校カウンセラーとサービス提供者からは、思
春期の男の子のメンタルヘルスに対する意識
が低く、利用できる支援に対する認識も不足し
ているという指摘もあった。メンタルヘルスに
関する教育は今もほとんど行われておらず、
多くは自身が苦しみを抱えていることに気づけ
ずにいる。

感情表現にブレーキをかける文化的規範の
中で、こうした意識不足は一層深まった。男の
子が気持ちを伝えるように促されることはめっ
たになく、誰にも言わずに１人で対処させてい
た。また、サービス提供者とカウンセラーは、
既存の取り組みが思春期の男の子とユース
男性を念頭に置いて設計されているとは限ら
ないため、彼ら特有のニーズにはほとんど対
応できていないと指摘した。

男性性に対する文化的期待は、男の子と男性
の経験がどういうものになるかに大きく影響し
た。こうした期待があるから強さが生まれると
考える者がいる一方で、そのせいで自分は息
苦しく感じ孤立していると考える者もいた。男
性はどんな代償を払ってでも、守り養う存在で
なければならないという考え方は、何度も挙げ
られた。この行き過ぎた男性性の理想像に
は、弱さやこころのサポートが入り込む余地は
ほとんどない。多くの男の子と男性は社会の
期待に縛られ、自身の苦悩を認めることや助
けを求めることができなかった。「男性は家族
を守る存在でなくてはならないというメッセージ
には、極めて強い力があります。弱さの入り込
む余地は全くありません」(メンタルヘルスサー
ビス提供者)。

メンタルヘルスサービスを利用すると白い目で
見られるという恐怖だけでなく、基本的な社会
的支援を受けること自体にも重大なスティグマ
が伴うという指摘もあった。福祉や支援を受け
ることは、自立や強さに対して自分が抱くイ
メージと矛盾し、恥ずかしい気持ちになる、と
話す者もいた。「ボランティアセンターに行くの
が恥ずかしく、社会福祉の類は全く受けてな
かったです」(35歳男性)。

「ユース男性を対象としたメンタルヘルスに関
する教育はほとんど行われていません。誰も
彼らに「大丈夫ですか」と尋ねることもありま
せん」

メンタルヘルスサービス提供者
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避難という困難の中、多くの男の子がウクライ
ナ社会におけるレジリエンスの象徴に、新たな
強さとアイデンティティを見出した。一部の者
にとってウクライナ兵士は、強さ・不屈の精神・
祖国への強いつながりを体現する存在とし
て、強力なロールモデルとなった。軍関係者に
アイデンティティ源を見出すことが、紛争と避
難の状況で、自身の経験を処理し、男性性を
定義する手段となった。「彼らは兵士をロール
モデルとしてみなしています。彼らは強く寛容
になりましたが、同時に、彼らは、必ずしも様
子には表れませんが、傷つきやすくなったと言
えます」(学校カウンセラー)。

多くの場合、彼らの中で、男性性とメンタルヘ
ルスが複雑に作用しながらバランスを取って
いた。同一の文化的価値観が、一方ではレジ
リエンスの源となり、また一方ではスティグマ
や支援を求めようとしない姿勢の要因となって
いた。また、ジェンダーに配慮した支援制度、
例えば男性が白い目を恐れずにつながれるス
ペースを求める声も参加者から上がった。「男
性は内面を見せません。相談経路が明確で、
他人の目を気にせず利用できる専用の支援
グループが必要です」(メンタルヘルスサービ
ス提供者)。

思春期の男の子とユース男性は、受け入れ先
の環境は身の危険への不安が少なく、比較的
快適だと強調する傾向がある。26歳の男性
は、「明らかに街中での移動はポーランドの方
がウクライナよりずっと快適です」、と述べた。
これに対し、ユース女性は移動や安全性には
大きな不安があるという。危険と移動制限に
ユース女性は共通して不安を抱えており、安
全性の捉え方にはジェンダーに基づく違いが
あることが浮き彫りになった。「面接時はいつ
も念のために、位置情報を共有しています」
と、24歳の女性は語った。

さらに、サービス提供者は、集団避難施設で
の子どもとユースの脆弱性が高まっているし
た。こうした環境にはセーフガーディング基準
がないことが多く、子どもが暴力やネグレクト
を受けるリスクの高い状況に放置されていた。

安全とリスクに対する
ジェンダー化された認識

トラウマ体験は認知機能に大きな影響を及ぼ
すと考える教師と学校カウンセラーは、公式
教育を受ける前に心を安定させる取り組みを
行う重要性を訴えた。

「集団避難施設にいる子どもは、仲間や保護
者から暴力を受けても、誰も報告しません」
(INGO代表)。この問題はすべての子どもに影
響するが、思春期の男の子は特に、実際は虐
待を受けているのにジェンダー規範が歯止め
となって報告されていない可能性がある。

2.3.4  教育と雇用

避難は、思春期の若者とユースの教育の道筋
を根本から乱し、言葉の壁・制度上の違い・い
じめ等新たな困難を生んだ。教師や仲間の支
えで何とか適応できた者もいたが、取り残され
た、あるいは、絶望に陥った者もいた。いじめ
と拒絶は非常によく見られた。教師と生徒の
両方から気持ちを理解してもらえず、身体的
攻撃・侮辱的発言を受け、仲間として認められ
ていない空気を生んでいるという報告もあっ
た。「息子は校長からも、紛争に行かない理由
を問われ、逃亡者・裏切り者呼ばわりされまし
た」(保護者)。

この受け入れてもらえない感覚は非常に強い
ストレスと、低い自己肯定感を生み、中途退学
する可能性を高めた。いじめや慣れない学校
制度に適応しなくてはならないという圧力に押
しつぶされ、中途退学してしまう者もいた。「子
どもへのいじめは多く、特に直近6ヶ月間は顕
著でした。彼らは友達を作りたいと思っておら
ず、彼らの多くが中途退学しています」(メンタ
ルヘルスサービス提供者)。

これを辛抱した者でも、皆が適応できたわけで
はないのが実情だった。彼らに合わせた教育
支援がないことに加え、複数の教育制度で学
習を両立させなくてはならない状態に置かれ、
彼らは見捨てられたような感覚に陥り、やる気
を失った。「リモート学習の質はひどいです。2
年間で何も学んでいないように感じます」(19
歳の学生)。
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「ストレス下では認知機能が十分に働きませ
ん。学習に集中する前に、参加者が心の落ち
着きを取り戻せる環境をつくることが必須で
す」(学校カウンセラー)。教育環境にメンタル
ヘルス支援を組み込むことは、成果を向上さ
せるための必須戦略となった。

ウクライナでの資格と職歴の価値を低く見る
動きは教育分野にも及び、学生の自己肯定感
や目的意識に影響を与えた。保護者が自身の
資格に見合う仕事をなかなか見つけられない
姿を見て、自身の教育の価値を疑問視するよ
うになったユースもいた。「結局、専門家として
認められないのなら、何のために勉強するの
でしょうか」(サービス提供者)。

この傾向が教育分野全体に見られる中で、長
期目標を持つ意欲は失われ、絶望感が高まっ
た。思春期の若者の中には、こうした経験、特
に自分たちの可能性を否定する固定概念に
遭遇した経験を通して、自分には能力があり、
評価されていると感じたいという思いが揺り動
かされた者もいた。ポーランド人の子どもの中
には手を差し伸べる者もいたが、広く一員とし
て認められている空気は生まれていないこと
が多かった。「ポーランド人の同級生は時々宿
題を手伝ってくれましたが、「格下である」とい
う感覚が常にありました」(保護者)。

紛争と避難の混乱は、多くのユースにキャリア
目標の見直しを強いた。言葉の壁により、
元々の夢を諦めた者がいる一方で、新たな道
を模索する予期外のチャンスを発見した者も
いた。そして、明確な機会がない中で方向を
見失い、動けない状態に陥った者もいた。

こうした教育と雇用の問題は、共生システム全
体で、地元NGOや教師、INGOの関係者等、
あらゆる関係者によって認められている。いじ
め・排除・制度上の問題は、避難民のユース
に特化した統合政策の改善・メンタルヘルス
支援・キャリア指導の差し迫った必要性を浮き
彫りにした。

教師と学校カウンセラーは、ウクライナ人生
徒/学生の社会的統合を後押しする上で、包
摂的教育の重要性と仲間の役割を強調した。
地元NGOの職員は、仲間内での暴力の増加
と男の子の意欲の欠如を指摘した。思春期の
若者とユースは、仕事をして経済的貢献をす
る、という文化的期待の圧力を受けて学業よ
り仕事を選択させている場合があり、個人とし
て、また職業人としての長期的な成長が阻害
される可能性がある。「16歳で既に家族を養
おうとしている人たちがいます」(地元NGO代
表)。 

こうした困難を経験しながらも、多くのユース
にとって、レジリエンスはユースの専売特許で
あり続けた。新しい文化に適応することで強さ
を見いだした者もいれば、国際的な教育の機
会を活かして新たな道を開拓した者もいる。

2.3.5  MHPSS活動の有効性と課題

本調査の質的調査に参加したメンタルヘルス
サービス提供者は、CBT・スキーマ療法・マイ
ンドフルネス・アートセラピー・ダンスセラピー・
PM+等、様々な手法とセラピー形式を個人カ
ウンセリングや家族セラピーで活用した経験
を紹介した。こうした手法は、組織的に行われ
た実践的な介入策と、避難民の男の子と男性
の自律性とレジリエンスの育成に重点を置い
た支援活動に活かされた。提供者は、家族の
参加と、自分自身を支えていけるよう自ら働き
かけられるようになることの重要性を強調し
た。こうした支援を受ける立場からの移行を
促すことで、エンパワーメント・自己効力感・長
期的なウェルビーイングが促された。

セラピー的アプローチと
コミュニティを基盤とした支援
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サービス提供者は、PM+と行動を基盤とした
実践的な活動が、特に男性参加者に高い効
果があることを強調した。PM+は簡易化され
ており、問題解決・目標設定・実践的な対処メ
カニズムに重点を置くことで成果につながる
取り組みとして広く認識された。「PM+の実用
性が成功の鍵でした。男性は、わかりやすく、
具体的な手順が提示されたものを好みます」
(メンタルヘルスサービス提供者)。

自律性と目的意識に焦点を当てた、コミュニ
ティを基盤とした取り組みも高評価であった。
それらのプログラムで、参加者は創造する・築
く・他者に教えるよう働きかけられ、心が癒や
され、社会に溶け込んでいくことができた。
アートセラピー・木工・スポーツプログラムに
は、必ず感情表現が伴い、社会とつながる機
会を提供した。「あるプログラムでは、参加者
は販売できる品物を制作しました。それによっ
て、彼らは尊厳を取り戻し、社会の一員だと感
じることができました」(メンタルヘルスサービ
ス提供者)。

保護者やきょうだいが加わることで、男の子と
ユース男性の状態・状況に改善がみられたこ
とが多かったため、家族カウンセリング家族全
員が参加すると、セラピーの有効性と持続性
が向上した、と指摘したサービス提供者も何
人かいた。マインドフルネスとダンスセラピー
も、特に年齢の低い思春期の若者に対して有
効性を示した。ダンスセラピーでは、男の子は
緊張を解放し、スティグマを受ける可能性の
低い環境下で感情を表現することができた。
「(男の子には)スポーツやダンスセラピーが、
アートベースの活動より効果的です。それら
は、親しみやすく、緊張を解放させることがで
きます」(メンタルヘルスサービス提供者)。

多くのセラピーの取り組みは成功を収めた
が、実施時にいくつかの困難が存在した。頻
繁に挙げられたもののひとつは、男の子と
ユース男性への接触の難しさであった。そして
もうひとつは、男性ファシリテーターやロール
モデルがいないことで、それが男の子の参加
意欲を削いだ。サービス提供者は、弱い面や
感情表現を示す男性ロールモデルがいる時
の方が男性参加者の反応が良いと指摘した。

リソース不足もサービス提供の障壁であった。
小さな町では、精神科医や多職種チームが存
在せず、提供可能な支援の幅が狭まった。資
金提供が短期的であり、長期的なプログラム
の開発が困難である、と苛立ちを示すサービ
ス提供者も何人かいた。「資金提供は大幅に
縮小しましたが、紛争は続き、人びとは今も支
援を必要としています」(地元NGO代表)。

MHPSSサービス提供にいくつかの問題が浮
かび上がり、改善の必要な領域が明らかに
なった。ひとつは、危機的状況への対処では
なく、レジリエンス構築に重点を置いた予防的
なメンタルヘルスケアの高い必要性である。
「メンタルヘルスは日々の生活の一部で、最
終手段であってはなりません」(地元NGO代
表)。

実施における障壁

「イライラしても、感情的になっても、ただリラッ
クスしていても、大丈夫なことを示してくれる男
性ファシリテーターの存在が、彼らには極めて
大切でした」

メンタルヘルスサービス提供者
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身体的・心理的・社会的支援を組み合わせた
様々な職種による取り組みがないことも、大き
な問題だった。サービス提供者は、複雑な
ニーズを持つ個人が包括的なケアを受けられ
るよう、精神科医との連携強化を求めた。ま
た、男の子の選択と主体性の重要性を指摘
し、心理士やカウンセラーを選択する権利を求
めるサービス提供者もいた。

下記の棒グラフは、男の子と男性にメンタルヘ
ルスサービスを提供する際に組織が経験した
主な障壁を調査した結果を示している。主な
障壁として、資金不足(45%)・文化的規範
(45%)・思春期の男の子と男性を関与させるこ
との困難さ(41%)が挙げられた。

効果的なプログラムでは、MHPSSサービスを
学校・図書館・コミュニティセンターの活動に
組み込み、参加者が外部サービスを求める負
担を負うことなく利用できる環境が整ってい
た。しかし、多くのサービス提供者が、組織と
政府機関が公式に連携するには至っておら
ず、課題が残る、と指摘した。非公式な連携
がうまくいった場合もあったが、それらは組織
的な支援ではなく個人の努力によることが多
かった。

さらに、資金削減とリソース不足のため、多く
の組織の対応力が低下し、長期的計画より差
し迫ったニーズへの対応を優先せざるを得な
かった。サービス提供者は、男の子とユース
男性の実際のニーズを満たす活動になるよ
う、部門横断的な協働と参加型プログラム設
計への注力を求めた。「ユースと共に活動計
画を策定する必要があります。彼らに発言の
機会を与えれば、参加率が高まり、より良い
成果が得られるはずです」(INGO代表)。

NGOや学校、コミュニティ組織の連携は重要
視されていたが、その程度はばらばらで体制
が整っていない場合が多かった。

共生システム全体の連携
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2.3.6  少数派と、交差する経験

制度上の差別があるため、ロマのユースなど
の少数民族の人びとが社会に溶け込んでいく
のは特に難しかった。ロマの難民の中には、
集団避難所利用を拒否され、ホームレスにな
る危険にさらされた者もいた。それらの避難所
には適切なセーフがーディング基準がないこ
とが多く、子どもとユースが暴力やネグレクト
のリスクにさらされている、とサービス提供者
は指摘した。「ウクライナから来たロマの難民
の一部、特に子どもとユースは社会的・経済
的に非常に困難な立場に置かれています。大
多数の避難所はロマコミュニティを受け入れた
くないため、彼らは退去を強いられ、ホームレ
スになる危険にさらされています」(INGO代
表)。

さらに、サービス提供者は、言語的・文化的配
慮が施されたロマの男の子を対象とした取り
組みの必要性を強調した。ロマのユースの中
には、ウクライナ語を話さないため、ロマ語ま
たはハンガリー語のリソースを必要とした人も
みられた。識字能力が低い男の子には、参加
率向上のための実践的な解決策として、音声
ベースの資料が用いられた。

障害を持つ子どもが抱える問題も同様に指摘
され、特にメンタルヘルスサービスの利用が
極めて困難な地方部で顕著であった。経済的
リソースの乏しい家庭は、支援体制がほぼ存
在しない孤立した地域に住むことが多く、その
ため障害を持つ子どもは十分な教育やこころ
のサポートを受けることができていなかった。
「地方部ではMHPSSが利用できる可能性は
都市部よりもはるかに低く、こうした地域に住
む家庭は学校やNGOからの支援も少なく、社
会に溶け込んでいくのは一層に困難になって
います」(メンタルヘルスサービス提供者)。

LGBTQIA+に属するユースは、避難で脆弱性
が高まった。

紛争と強制移住によるストレスで、スティグマ
の恐怖・拒絶・孤立等、彼らが既に抱えている
問題はさらに深刻化した。LGBTQIA+に属す
る人が、安心して自己表現できる、あるいは適
切なメンタルヘルス支援を受けられる場所を
見つけるのは極めて困難な場合が多いと、
サービス提供者は説明した。「安定した状況下
でも、LGBTQIA+に属する人が理解されること
は難しいです。紛争で彼らが受けるストレスは
著しく不均等に高まっています」(メンタルヘル
スサービス提供者)。

保護者も、子どもが複雑なアイデンティティに
対応していく道を探る上でメンタルヘルス支援
が重要だと認識している。ある保護者は、娘
が別の女の子と交際を始めた後、カウンセリ
ングを受けるよう促した経験を語り、自分を探
り、受け入れるための安全な空間をつくる上
で、メンタルヘルス専門家の果たす役割の重
要性を強調した。

2.3.7 今後の展望

インタビューとFGDで、男の子とユース男性の
将来に対する様々な望みが明らかになった。
彼らの多くは、紛争の激化で将来への不安が
あると述べたが、安定と自己実現への希望を
持ち続ける者もいた。夢や展望は様々であっ
たが、現実的なリソース・こころのウェルビーイ
ング・コミュニティへの統合を基盤とする支援
環境をつくる必要性は、共通の考えとして挙
がった。

多くの思春期の男の子とユース男性にとって、
安定と「普通の生活」への望みが中心に置か
れていた。ウクライナへの帰還を願う者もいれ
ば、外国で生活を再建する可能性を見出した
者もいた。共通する考えとして、有意義なキャ
リア・教育・個人としての成長を追求できる、安
定した平和な未来への希望が挙げられた。

将来の見えない避難生活で、彼らの多くが長
期的計画を立てられない状況に置かれてい
た。あるユース男性は: 「すべては状況と紛争
がいつ終わるかにかかっています。もちろん、
皆故郷に戻りたいですが、明日何が起こるか
誰にもわかりません」(26歳のユース男性)。 

少数民族・LGBTQIA+に属する
ユース・障害を持つユース男性 -
交差する障壁
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ユースが再びつながり、経験を共有して支え
合うための場所づくりの重要性を強調した者
もおり、社会性を身につけることとともに、コ
ミュニティを築く活動の重要性を訴えた。

「モルドバに来た当初は結構大変でした。どれ
くらいここにいるのか、分からなかったので。
今は新しい生活に慣れてきましたが、子ども
時代は失われた感じがします」(16歳の思春期
の男の子)。

メンタルヘルスサービス提供者は、思春期の
男の子とユース男性が、成人としての責任を
あまりにも早く課せられたため、同年代のモル
ドバ人より責任感が強い場合が多いと指摘し
た。だが、こうした責任は問題も孕んでいる。
彼らは感情を内に留めることが多く、助けを求
めたがらず、自身の感情を伝えたがらない。

モルドバへの避難は、多くの思春期の男の子
とユース男性の規則性のある生活を大きく乱
しモルドバへの避難は、多くの思春期の男の
子とユース男性の規則性のある生活を大きく
乱し、彼らの精神的苦痛は強まっている。回
答者は、常につきまとう不安・不快感・恐怖
等、強い感情の発生を感じると訴えた。「ウク
ライナで感じていた感情や気持ちは、今では3
倍強く感じられます。以前よりあらゆることに
不安が増えました」(17歳の思春期の若者)。

彼らの多くにとって、ウクライナでの都市生活
とモルドバでの生活条件の著しい違いが大き
な困難となっている。大都市で暮らしていた
ユースの多くは、今は社会・余暇・スポーツ活
動の機会がほとんどない、小さな町や難民セ
ンターで生活している。 これまでと同じように
余暇を過ごせないストレスや、こうした活動が
できる場合でも活動環境が故郷のものと一致
しない点に不満を述べた参加者が何人かみら
れた。

2.4.1 メンタルヘルスのニーズとウェル
ビーイング

質的データの分析結果により、避難による日
常生活の混乱・ウクライナとモルドバの政治
不安・コミュニティの安全性への懸念・経済的
不安定等、モルドバにいる思春期の男の子と
ユース男性に影響を与えているストレス要因
が明らかになった。

早すぎる大人への成長: モルドバへの避難の
最大の影響の一つは、多くの思春期の男の
子とユース男性が一気に子どもから成人への
成長を強いられたことである。子どもとしてウ
クライナを離れた彼らは、現在、外国で成人
の責任を担う立場にあると理解している。彼ら
の多くは母親と弟や妹を支える義務を強く感
じており、母親に深い尊敬を抱いている。家族
を支える柱である母親が、避難生活で心と身
体面に負っている負担が理解できる彼らは、
自分にも家族を守り助ける義務があると感じ
ている。

2.4 モルドバ

「ウクライナにいたときは、子どものように心配
事もなく、将来がどうなるかなんて考えずにい
ました。今、大人になければならないと感じて
います。多くの責任を持ち、家族、母親と弟や
妹を助けなければなりません」

17歳の思春期の男の子
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ストレスを発散する場がないことで、彼らの孤
立感は高まり、新しい環境に適応するのが一
層困難になっている。

調査対象者の思春期の男の子とユース男性
の中には、爆音や銃声を初めて間近で聞い
た、つらい瞬間を振り返り、避難前は常に危険
と隣り合わせでおびえていたと訴えた。「爆弾
やミサイルで殺されることへの恐怖を抱えなが
ら2年半家族と共に留まっていましたが、父親
を残し、経済的保障なしに避難しなければなら
なくなりました」(16歳の思春期の若者)。

精神的苦痛は、多くの回答者にとって依然、
重大な問題である。常に不安を抱え、精神的
に疲弊しているという者もいれば、PTSD関連
だと自分で思う症状のある者もいた。孤立感
は、トラウマへの反応として、また、精神的苦
痛を悪化させる要因として頻繁に言及された。
自分が苦しんでいることを認め、それについて
語ろうとするユースがいる一方で、口をつぐ
み、自らの手でそれらの感情に対処しようとし
ている者もいる。

多くの思春期の男の子とユース男性は、バ
スケットボール・バレーボール・武道・水泳・
サッカー等の活動へ参加を強く希望した。彼
らの多くにとって、スポーツは気持ちを発散さ
せる手段であるだけでなく、日々の生活の重
要な一部となっている。しかし、モルドバでは
利用可能なスポーツプログラムや施設が不
足しているため、こうした活動へ十分参加す
ることができない、との指摘が回答者から頻
繁に挙がった。

メンタルヘルスサービス提供者とユースはとも
に、アート・文化活動は故郷とのつながりを維
持する役割だけでなく、受け入れ先コミュニ
ティに溶け込む架け橋の役割も果たす点を強
調した。慣れ親しんだ文化活動に参加するこ
とで、心地よさと所属感が得られ、避難で張り
詰めた気持ちが癒やされるという。

対処メカニズム:
順応的 VS 不適切

Nikita、14歳、はTシャツにハート形のウクライナの国旗を描く
© George Calin, Plan International 
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スポーツは、身体的・心理的によい効果を与え
る重要な対処メカニズムであることも明らかに
なった。多くの思春期の若者とユース男性は、
バスケットボール・バレーボール・武道・水泳・
サッカー等の活動への参加を強く希望してい
た。彼らの多くにとって、スポーツは気持ちを
発散させる手段であり、日々の生活の重要な
一部でもある。だがモルドバでは、参加できる
スポーツプログラムや施設が不足しているた
め、こうした活動に十分参加することができな
いという声が何度も上がった。

FGDで、アルコール摂取や長時間のオンライ
ン活動、多くはデジタルプラットフォーム利用、
を仲間が行っているのをみている、と話す思春
期の若者とユースが何人かいた。サービス提
供者も、思春期の若者とユースの間で、物質
使用・喫煙・ソーシャルメディアの乱用等の、危
険な行動が増加していると指摘した。こうした
行動を問題視しないユースもいるかもしれない
が、専門家は対象を絞った支援の必要性を訴
えた。ある心理士は、多くの保護者自身も精神
的苦痛を抱えていて、こうした問題に手を出す
ことができず、保護者が対処するのが難しい
現状を指摘した。

「男の子の問題は喫煙です。保護者は自身も
悩みを抱えていて対処ができない状態にあ
り、止めることができないのです」(メンタルヘ
ルスサービス提供者)。

下記の棒グラフは、思春期の男の子とユース
男性がストレス受けたり調子が悪い時によくす
る行動の調査結果を示している。最もよく見ら
れる対処メカニズムは、ソーシャルネットワー
クやオンラインゲームの利用(59%)・趣味やテ
レビゲームで気を紛らわせる(50%)・身体的エ
クササイズを行う(32%)であった。

子どもやユースの中には、紛争開始当初、感
情の調整ができず、怒りを爆発させたり、社会
との関わりを断つといった行動が見られた。モ
ルドバにいたくない、でもいなくてはならないス
トレスに、紛争の影響を処理できない現状が
重なり、こうした反応を引き起こしていた。専門
家は、こうした反応は、怒りやストレスに対して
順応的な対処メカニズムが働かない場合に生
じることを認めた。
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コミュニティで感じる不安: 大多数の回答者
は、ウクライナでは危険と隣り合わせだったこ
とと比べると、モルドバははるかに安全だと感
じていると述べた。しかし、この新たな安心感
を持てるようになるには時間がかかった。

「ここがまるで楽園のように感じます。ウクライ
ナで、何回もミサイル攻撃に耐えました。私が
最後に駅にいた時、ミサイルが着弾し、周囲
の多くの人が亡くなったこともありました」(16
歳の思春期の男の子)。 

受け入れ国での暴力や攻撃的行動のリスク: 
FGD参加者の思春期の男の子の中には、深
刻な状況にはならずに済んだものの、現地の
モルドバ人とのもめ事を話した。多くの思春期
の男の子とユース男性は、女の子がより暴力
の被害を受けやすいことを懸念し、外国で彼
女たちを守る責任を感じるようになったと述べ
た者もいた。しかしながら、大多数の回答者は
モルドバでは安全だと感じていると述べ、公共
の場や学校での暴力の事例は報告されな
かった。彼らは不安なく自由に散歩したり、買
い物に行ったり、様々な活動に参加したりでき
ると話した。

多くの参加者が、主にウクライナ難民の仲間と
新しい友人関係を築いたと話したが、モルドバ
人の仲間とも友人関係を築いている者もい
た。社会的統合を促進する重要な要素として、
モルドバとウクライナの言語的・文化的類似性
が挙げられ、こうした背景から多くの避難民の
ユースにとって交流が容易になっている。

2.4.2 社会からの圧力と支援制度

孤立: FGDの参加者の多くが、当初モルドバ
にいるのは一時的だと考え、現地コミュニティ
との交流を避けていたと述べた。そして、彼ら
は、多くの場合祖国や家族を支援できないこ
とへの罪悪感や無力感から、オンライン空間
へ避難先を求めた。だが、受け入れ先コミュニ
ティからの物理的な孤立は、必ずしも完全に
社会との関わりを断つという意味ではなく、ウ
クライナにいる友人や家族とはオンライン上で
つながっていたユースもいた。

2年以上ウクライナに帰国したり、親族と会え
ていないため、「家族やコミュニティとのつなが
りが断たれてしまった」と感じている参加者が
何人かいた。さらに、モルドバでの法的地位
がはっきりしないために、外出をためらう男性
もいた。モルドバのサービス提供者は、思春
期の男の子とユース男性に、特にメンタルヘ
ルスサービスの利用を促すのは、最も大きな
困難の一つであると指摘した。さらに、紛争が
モルドバに拡大するのを懸念し、モルドバへ
の社会的統合は賢明な選択ではないと考え
る母親も何人かおり、何人かのユースも同様
の懸念を示した。

根無し草: ユースの多くは、モルドバ社会に溶
け込むことができない中で、ウクライナで持っ
ていたすべてを置いてきてしまったという深い
喪失感を抱えている。祖国とのつながりが切
れ、帰還の見通しが全く立たない状況の中
で、彼らのこころのウェルビーイングは大きく
揺らいでいる。「私はもはやウクライナ人では
なく、でもモルドバ人でもない。どこにも自分の
将来を描けない。幸い、私は英語が話せるの
で、どこにでも行けますが」(20歳の男子学
生)。

受け入れ国での統合

「モルドバに来て2週間は、夜中に僅かな音で
も目が覚めてしまい、サイレンを恐れずに眠
れるようになるまで、時間がかかりました」

16歳の思春期の男の子
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大多数の回答者がモルドバでは温かく迎え入
れてもらえたと述べ、予想外の共感と支援、さ
らにコミュニティの一員として受け入れてくれ
たことに感謝しているという。外国語を学ぶ必
要なく日々の生活が送れるため、他の受け入
れ国に比べ、モルドバはより快適だと感じる
ユースも何人かいた。また、彼らの多くが安心
して公共の場所を散歩したり、公共交通機関
を利用することができるという。

受け入れ先家庭とコミュニティ住民は、社会に
溶け込む上で必要不可欠な役割を果たしてい
る。思春期の男の子とユース男性の中には、
恋愛関係を含む親密な人間関係を築くことで
も、受け入れ国で社会の一員だと感じることが
できるようになると指摘する人もいた。サービ
ス提供者と保護者は、思春期の若者に比べ、
幼い子どもは容易に適応できる傾向がある
が、それは、思春期の若者が心や身体の変
化・仲間との関係・家族内の力関係という複雑
な状況を乗り越えていかなければならないか
らだと強調した。かなりの人数の男性難民が、
受け入れ国で行われている活動にぜひ参加し
たいと考えていた。メンタルヘルス従事者は、
男女ともに、コミュニティの役に立つ機会を探
しており、これは役に立っているという意識
が、社会に溶け込み、働き口を見つける上で
重要な役割を果たしているためだと指摘した。

紛争前に離婚した家庭の子どもにとって、一
方の保護者とのつながりを維持するのは、一
層困難になったと、何人かの思春期の男の子
が述べた。逆に、紛争で家族の絆が強くなっ
たと言う者もいたが、離婚はしていなくても、
父親がウクライナに残った子どもは同じような
困難を抱えており、気持ちは張り詰め、家族
内の隔たりは大きくなっている。

専門家はまた、難民の中には、家族が離れ離
れになることがこころのウェルビーイングにプ
ラスに働いたと指摘した。虐待的な関係から
逃れられた女性は、暴力のない新しい生活を
スタートさせることができ、それが彼女たちの
息子・娘のこころのウェルビーイングにも好ま
しい影響を与えている。

恋愛関係

思春期の若者とユースがプライベートについ
て主に友人と話すのは、これが今も、保護者
や他の大人と自由に話題にできないタブー
テーマだという背景がある。調査対象者の男
の子は、女の子が彼らより自立し自信に満ち
た存在だと考えているため、彼女たちとつきあ
うのが難しい可能性がある、と指摘した。しか
し、これは、避難状況下に限ったものではな
く、ウクライナでもこの力関係は存在すると強
調した。

調査対象者の思春期の男の子と女の子の大
多数が、今は恋愛関係の優先度は低い、と述
べた。だが、彼らは、避難によって、女の子が
生活のあらゆる面でさらに多くの責任を担っ
ていると感じているため、付き合うのは一層難
しくなっていると指摘した。

故郷の友人・同級生・隣人とのつながり

ウクライナを離れた多くのユースが、元隣人・
同級生・友人とのつながりを失い、それが彼ら
の心に影響を与えている。

家族とのつながり

大多数の回答者は、「ウクライナに残る家族と
の定期的な連絡を保っている」と述べた。だ
が、父親を残してきた人びとは、ウクライナに
戻る選択はできないため、再会できないことが
精神的苦痛を生んでいる。難民に対する社会
的圧力は深刻で、その圧力は家族と受け入れ
先コミュニティの両方からかかる。一部のモル
ドバ人は、ウクライナ人のユース、特にユース
男性は、祖国を守るためにウクライナに留ま
るべきだと考えている。多くの回答者は、紛争
で、母親と弟や妹を支えるよう強いられている
ため、ウクライナ人の男の子はモルドバ人の
同世代より重い責任を負っていると感じてい
る。

愛する人とのつながり
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社会的障壁は、ユース・思春期の若者・サー
ビス提供者から頻繁に指摘された。最もよく挙
げられた問題には、メンタルヘルスに対するス
ティグマ・男性性に関する伝統的なジェンダー
規範・差別(特にロマコミュニティに対する)等
がある。地元住民、特にロシア語話者のモル
ドバ人や親ロシア派の人びとから否定的にみ
られることを懸念する難民もいた。

構造的障壁に関し、法的枠組みに関連する構
造的障壁と、地方部でのサービス不足が挙げ
られた。特にモルドバにいる難民支援のため
の国際資金が縮小するにつれ、医療や社会
サービスの利用は、サービス提供上の問題・
情報不足・有資格のスタッフの不足が障壁と
なって妨げられている。経済的障壁は今も厚
い壁であり、多くの難民には民間のこころの支
援サービスは手が届かず、NGOにもそれらの
費用を賄うためのリソースはほとんどないの
が実情だ。回答者の多くがユースクラブ・教育
ハブ・スポーツプログラムへ関心を示したが、
それらのサービスは不足、あるいは利用不可
能な状態にある。さらに、多くの難民は、自身
の権利や利用可能なリソースに関する情報が
ないため、サービスの利用は困難になってい
る。

文化的・個人的障壁が、サービスの利用をさ
らに困難にしている。専門家と難民はともに、
ウクライナとモルドバではメンタルヘルスサー
ビスが精神科医療と同一視される場合が多
く、こころのサポートを求めることは今もスティ
グマを生むことになると指摘した。多くの回答
者が、不安や精神的苦痛等の(医師の診断を
受けてはいない) PTSDの症状と考える症状
を訴えたが、支援を求めず、自らの手で対処
したいと考える者もいた。

情報の欠如は何度も指摘された問題であり、
難民が自身の権利・統合支援の利用方法・難
民認定/市民権取得/一時保護の延長等の法
的手続きの進め方を知らないという状況が頻
発していた。「学校・医療・その他のことに関す
る有用な情報がどこで入手できるのか分から
ず、情報に関し、多くの問題を抱えています」
(20歳のユース男性)。

しかしながら、彼らの多くがモルドバで新しい
友人関係を築いている。I「友人・同級生・隣人
とのやりとりを続けませんでした。彼らは他の
国に移住したり、ウクライナに残って他の問題
を抱えているからです」(16歳の思春期の男の
子)。

ウクライナにいる友人とのつながりをオンライ
ンでの交流で維持する思春期の若者もみられ
たが、彼らの大多数も、交流の場はモルドバ
に移っている。ウクライナのオンライン授業を
受講する者は、同級生とオンラインで会い続
けていると言えるが、主にソーシャルメディア
でつながりを維持している状態だ。

家族が前線にいるため、紛争に対する恐怖が
高まっていると訴える回答者もいた。「私の叔
父は実戦任務に就いていて、彼の命が心配で
す。祖父母はウクライナにいますが、紛争のこ
とは話しません。ただ一度だけ、祖母の友人
に、祖国を逃げ出して国を守っていないことを
非難されたことがあります」(16歳の思春期の
男の子)。

また、特に、多くの人が他のヨーロッパ諸国に
移住し、それぞれ現地社会へ溶け込むことに
苦労しているため、ウクライナにいたときの友
人や親戚とのつながりを維持するのは一段と
困難になっている。若年の回答者は、ウクライ
ナに残って戦わないことを家族や友人から非
難されることはほとんどないが、その代わり、
そうした発言をするのは大体、モルドバの受け
入れ先コミュニティ住民を含む見知らぬ人だっ
たと語った。

2.4.3 サービスの利用を阻む壁と
ジェンダー規範の影響 

モルドバ社会に溶け込もうとする難民の前に
は、社会的・構造的・経済的・文化的・情報関
連など、互いに関連し合う複数の障壁が立ち
はだかっている。



71見えない傷 | 調査報告書

ジェンダー規範とメンタルヘルスに関する障壁
も指摘された。多くの思春期の男の子とユー
ス男性は、こころのサポートを求めることが、
自立し家族を守るという伝統的な男性性の役
割に反すると考え、支援を受けたがらない。ウ
クライナとモルドバでは、男性性の認識は一
貫しており、「男性」であることは、経済的な柱
である、家族を守る、必要な場合は軍務に就く
ことと結びついている。「いずれにせよ、彼ら
は私を助けることができません。自身の問題
は自力で解決しなければなりません」(20歳の
ユース男性)。

モルドバでは、多くの専門家がロシア語話者
で、メンタルヘルスサービスでの言葉の壁は
それ程目立たなかったが、加害側の言語であ
るロシア語の使用がトラウマを深刻化させた
り、セラピーが厄介になる恐れがある、と指摘
する心理士もいた。「難民と初めて対面したと
き、彼らの反応を見るためにロシア語で挨拶し
ました。彼らがロシア語で応答した場合、ロシ
ア語でコミュニケーションが可能だと判断しま
す。でも、ロシア語を話すことが明らかに不快
だとわかるケースもありました」(メンタルヘル
ス従事者)。

2.4.4 ストレス要因 

先の読めないウクライナとモルドバの政情: 多
くのユースが、特に家族や友人を訪問できなく
なるのではないかと、先の読めない政情に不
安を示した。ウクライナを違法に出国した者
は、紛争後でも法的制裁を受ける可能性を懸
念している。避難民から挙げられた別の懸念
は、モルドバで親ロシア派の政治勢力が権力
を掌握する可能性で、これがウクライナ難民
に対するさらなる迫害につながることを恐れて
いた。

長びく孤立と対面での交流がほとんどない中
で、多くの思春期の若者とユース男性は、保
護者の目がほぼ届かない所で長時間オンライ
ンで過ごすことが多かった。このようにオンラ
イン世界にいる時間が長くなればそれだけ、
詐欺・ネットいじめ・性暴力のリスク等の、オン
ライン上で危険な目に遭う可能性も高まる。こ
うした危険への対処法を身につけている思春
期の若者も何人かいたが、自分の知らないリ
スクが潜んでいるのではないかと、外国のオ
ンラインの安全性に不安を募らせる者もいる。

また、自身のオンラインでの会話が監視され
ていないかと、オンライン上で監視されている
不安を示すユース男性も何人かいた。

多くの思春期の若者とユースが差別を受けた
経験を語り、特に、ルーマニア語が障壁とな
り、地元住民が利用できる情報や機会をほと
んど利用できないという。学校では、仲間に溶
け込めず、時には仲間はずれにされたり邪魔
者扱いを受ける場合もあるという。こうした経
験を皆がしている訳ではないが、社会になじ
む難しさ、そしてさらに広く、新しい環境を歩ん
でいく上での困難を浮き彫りにしている。時が
経つとともに、何とかつながりを築けたユース
がいる一方、特別扱いを受けている感覚に不
安を持ち続ける者もいる。

経済的不安定は、多くの難民家族にとって依
然、重大な問題である。ウクライナから支給さ
れる経済的支援は不十分であることが多
く、UNHCRや他の組織からの支援も縮小また
は完全に終了している。その結果、家族を支
えるために積極的に職を得ようと活動する
ユースが増えた。難民・モルドバ国民ともに、
低賃金が重大な障壁となっている。難民が職
に就いても、モルドバの給与は家賃と基本的
な生活費を賄うには足りないことが多く、安定
した高賃金の仕事の不足は、ウクライナ避難
者にとって最も差し迫った問題の一つであり続
けている。

2.4.5 教育と雇用

教育は、本調査に参加したすべての思春期の
若者とユースにとって最大の問題であり、参加
者は、ウクライナのオンライン教育制度による
学習や、モルドバの教育制度で学ぶ者がごく
少数だという教育の実情に不安を訴えた。
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最も挙げられた障壁は言葉の壁であり、次い
で、十分な支援がなければ、現地の教育制度
に統合していくのはほぼ不可能ではないかと
いう懸念であった。

紛争激化とモルドバへの避難で、ウクライナの
オンライン教育を受講することも、モルドバの
学校に通うこともできず、学業を再開できてい
ない思春期の若者もいる。FGDに参加した保
護者は、紛争後に故郷に戻ることを希望して
いるため、ウクライナのオンライン教育を受け
たい考えを強調した。だが、ユースも保護者
も、オンライン教育の学習の質が顕著に低下
しており、卒業までの道筋が見えない不安が
あることを認めた。これらの問題がある一方
で、オンライン学習にはスケジュールや日々
の活動内容に合わせて行える柔軟性があると
指摘した回答者もいた。

参加者の多くがモルドバの大学にし、ロシア語
またはルーマニア語で学べる学部で学んでい
る。この集団はモルドバの同級生は温かく迎
え入れて支えになってくれていると言い、非常
によく溶け込めている実感があると述べた。

メンタルヘルスサービス提供者によると、特に
教師が難民の生徒に気を遣いすぎて、彼らに
特別扱いや過保護にされていると感じさせ、
学校は居心地が悪いと感じている生徒もいる
という。ある学校心理士は、「教師はよかれと
思って、難民の生徒が溶け込めるように努め
ていますが、それが逆効果になることがありま
す。専門家としては、教育者が適切に対応で
きるよう、彼らを指導する必要があります」、と
説明した。

何人かの参加者は、学業を続けて大学教育を
受けることを希望しており、モルドバの教育制
度がもっと受け入れ体制を整える必要性を訴
えた。彼らは、言葉の壁によりモルドバの生徒
と同じ学業要件を満たすのが困難なため、高
校に別クラスを設置する必要があると強調し
た。また、参加者は、統合支援策としてルーマ
ニア語と英語の言語コースを追加する重要性
を訴えた。

さらに、ユースと保護者は、ウクライナ人の生
徒はルーマニア語の力が不十分なのに、モル
ドバ人の生徒と同じ試験を受けることを求めら
れているとして、全国統一試験の公平性につ
いて懸念を示した。大学に進学するには、ロシ
ア語によるコースを取るしか道はないと述べ
た回答者も何人かいた。

オンライン教育を受講する生徒には、社会と
の関わりがないことがこころのウェルビーイン
グと学業に悪影響を及ぼしている。メンタルヘ
ルスサービス提供者は、対面での授業参加
は、社会に定着した学習環境に身を置く、社
会的機会を得る、教育者や心理士から専門的
な支援を受けることができるため、社会に上
手く溶け込むために極めて重要だと強調し
た。ある学校心理士は、「学校に通うことは、
子どもと思春期の若者のウェルビーイングと
社会的統合に不可欠です」、と話した。

言語は、モルドバにいる避難民の生徒にとっ
て最大の問題である。多くのモルドバ人はロ
シア語を話すものの、教育システムはルーマ
ニア語中心のため、教育システムに完全に統
合していくには、ロシア語だけでは不十分であ
る。そして、モルドバ人の若年層ではロシア語
の習得度が低いため、コミュニケーションは一
層困難になっている。

さらに、モルドバの教育システムでは同国の
歴史と文化だけが扱われ、ウクライナの歴史
や文化の学びが組み込まれていない点に不
満を示したユースも何人かいた。2人の参加
者は、ロシアの歴史を扱う授業への出席を強
制された経験を語り、精神的に苦痛だったと
述べた。
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2.4.6 MHPSS活動の有効性と
制度的課題

専門家によると、モルドバでの難民に対する
MHPSSサービスはNGOと政府機関の活動を
通して、比較的広範に提供されているという。
こうしたサービスは、現地住民より難民の方が
利用でする機会が多いと指摘する専門家もい
た。

モルドバのトランスニストリア地区は、今も
MHPSSサービスがほとんど利用されていな
い。rNGOの活動が制限され、地方当局から
の十分なリソース提供がないことがサービス
提供を妨げており、多くの難民が十分なこころ
のサポートを受けられていない。さらに、サー
ビスの質に対する不安がある、あるいは自身
のウェルビーイング向上にカウンセリングが有
効なのか疑わしいとして、支援を受けたいと思
わないと述べた回答者も何人かいた。

専門家はまた、多くの難民がモルドバとウクラ
イナ間を頻繁に行き来していることで、こころ
のサポートがしばしば中断し、一貫性のあるカ
ウンセリングが行えず、長期的な活動効果を
上げることができていない、と指摘した。

本調査に参加した専門家は、広範な調査に基
づき、創造的なアートセラピーが紛争・虐待・
避難によるトラウマを抱える難民や個人には
特に有効であることを裏付けた。それらのセラ
ピーは、音楽・視覚芸術・ダンス・ロールプレ
イ・身体表現を通じた非言語的な表現に重点
を置き、言語の壁なく感情を処理する手段を
提供する。多くのNGOがこのアプローチを活
動に取り入れ、目に見える成果が得られてい
ると報告している。重要な点として、専門家は
「セラピー」や「カウンセリング」といった用語
は、思春期の男の子やユース男性の間で不
信感や不快感を招くことが多いため、こうした
用語を避けることが参加率向上に効果的だと
指摘した。ウクライナ音楽を聴く、伝統的なダ
ンスをする、アート活動に参加する等、文化的
な表現活動は、若い男性が故郷や愛する人と
つながっている意識を持ち続ける上で役立
つ。

スポーツも、避難民のユースのウェルビーイン
グ向上に重要な役割を果たしている。ウクライ
ナから来た思春期の若者とユースの多くは、
バスケットボール・バレーボール・武道・水泳・
サッカー等、スポーツへの参加に強い関心を
示している。しかし、組織的に行われているス
ポーツ活動に参加する機会は非常に少ない
のが現状である。

専門家は、こころのサポートの導入策として、
グループ活動が効果的なことを確認している。
集団的な環境で一旦、信頼関係が築かれれ
ば、ユースは一対一でこころのサポートを受け
ることに心を開く場合が多い。

目的意識、自分には価値がある、自分は役に
立っている、という意識は、避難民の思春期の
若者・ユース・家族のウェルビーイングにとっ
て、特に重要な要素となる。多くのユース参加
者は、受け入れ先コミュニティ内で、ウクライナ
人の仲間を支援するボランティア活動等の、
有意義な活動への参加を望んだ。FGDに参
加した男の子と女の子ともに、雇用・ボラン
ティア・コミュニティ参加を通じて社会に貢献す
ることで、主体性と所属感が育まれるため、そ
れらの重要性を訴えた。

2.4.7 今後の展望

FGDに参加した大部分の思春期の若者と
ユースは、それまで抱いていた夢が紛争で壊
されたため、将来の計画を立てる気になれな
いと述べた。紛争の終わりが見えない不安か
ら、多くが自身と家族のための将来計画を立
てることに後ろ向きになっている。

こうした先の見えない状況下で、長期的な計
画は立てないとしても、短期的な目標に目を
向けるユースは今も存在する。
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「家族の安全のため、やむを得ず避難したと
感じていましたが、誰もが自分にとって最善の
選択をしているのだとわかりました。今はリ
モートワークで働き、これがキシナウでの生活
の維持に役立っています」(25歳のユース男
性)。

紛争後すぐにウクライナに戻るつもりはない
と述べた者もいた。

「大学を卒業し、リモートワークの仕事を探
し、英語をしっかり学び、それから、より収入
を得られる国に行きたいです」(21歳の学
生)。



75見えない傷 | 調査報告書

動員に関する不安も、25歳以上の者に共通し
て見られたが、その深刻度は国によって異な
る。ウクライナでは、入隊すべきだという周囲
からの圧力に加え、紛争下で「男性」とは何か
という葛藤を抱え、重圧を感じているユースが
いる。一方、動員を逃れる道を探り、罪悪感に
苛まれる者もいる。モルドバでは、男性難民は
強制送還を恐れており、公共の場に行ったり、
社会と関わるのを制限している者もいる。ポー
ランドとルーマニアでもユース男性は同様の
圧力を受けており、ウクライナへの義務と外国
での安定した生活を築きたい気持ちの間で葛
藤している。

社会的孤立とオンライン空間への逃避も、対
処メカニズムとしてよく挙げられた。ユース男
性の中には対面での社会的な交流に距離を
置き、ゲームをする、ウクライナにいる友人と
オンラインでつながりを維持する、紛争に関し
てニュースやソーシャルメディアとつながる、と
いった形でオンラインで時間を過ごそうとして
いる者もいる。オンライン空間はつながりを提
供する一方で、受け入れ先の環境からの隔絶
をすすめ、孤独を深める。

そして、教育と雇用に対する障壁は、ユース男
性の安定感の実感に重大な影響を及ぼして
いる。ルーマニアとポーランドでは、言葉の壁
が学業や仕事の面で社会的統合の厚い障壁
となっている。また一方では、行政手続き上の
問題と、法的保護がほとんどないことで、多く
の者が不安定な雇用状況に置かれている。ウ
クライナでは正規教育が受けられるとはいえ、
避難・インターネットにつながらない環境・精神
的苦痛、といった紛争による混乱の中で、多く
のユース男性は学業に十分に専念できない状
況に置かれている。

比較分析とテーマ別動向3

ウクライナ・ポーランド・ルーマニア・モルドバ
にいるウクライナ人の思春期の男の子とユー
ス男性の経験から、彼らがそのメンタルヘル
ス・社会的統合・サービスの利用に影響する
共通の問題と、各国特有の問題を抱えている
ことが浮き彫りになった。紛争に関連する避難
の影響下で、先の見えない不安が心の重荷と
なっているのは4カ国共通だが法的保護・社会
の見方・利用可能な支援サービスの違いが、
様々な形で、困難を生きるユース男性の前に
立ちはだかっている。

4カ国すべてで最も根深い問題のひとつは、メ
ンタルヘルスに関するスティグマとこころのサ
ポートに対する後ろ向きな姿勢である。心の
傷つきやすさを人間の弱さと結びつける根強
い文化規範により、MHPSSサービスを利用し
ようとしない男の子とユース男性が何人かみ
られた。多くは専門的な支援を求めず、自ら
の手で解決したいと考え、孤立と精神的苦痛
が放置されたまま深刻化している。4カ国すべ
てで、サービス提供者は、こころの支援活動
がスポーツやボランティア活動などの非公式
な活動に組み込まれていない限り、ユース男
性は女性よりこうした支援を受ける可能性は
低いと報告した。

別の共通する問題は、排除された感覚とアイ
デンティティの喪失である。ウクライナでも受
け入れ国でも、ユース男性はそれまでの自分
がなくなった感覚に陥り、目の前の現実の中
で、紛争前の目標を探ることができなくなって
いる。紛争がそれまでの生活を破壊したとき
にまだ、アイデンティティの形成段階にあった
彼らの多くが、大きな責任と役割を担うよう強
いられた。こうして早く大人になることを求めら
れることで、心が何も感じなくなり、意欲を失
い、将来への不安を募らせていくことが多い。

各国共通の障壁と困難
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各国特有の問題

ウクライナ

ウクライナでは、紛争のメンタルヘルスへの影
響は深刻かつ一刻の猶予もない状態にある。
思春期の男の子とユース男性は、空爆・避
難・家族や友人の喪失等、紛争の現実に日々
さらされている。こうした経験は心の重荷とな
り、深い悲しみや疲労、あるいは心が何も感じ
ない、常に不安がつきまとう、という形で現わ
れる。受け入れ国にいる仲間とは異なり、ウク
ライナにいるユース男性は、特に動員年齢に
近づくにつれ、将来の見えない不安が一層高
まっている。

ウクライナにいる人びとから得られた調査結
果で特筆すべき点の一つは、友人関係の分
断である。何人かのユース男性は、若者の社
会が、ウクライナの防衛努力を強く支持する
集団と、軍務に対して道徳的、個人的、あるい
は現場でジレンマを抱える集団に二極化して
いるしていると述べた。こうした分断は個人間
の関係にとどまらず、家族や社会という広域
な力関係に影響を及ぼし、ユース男性の心に
さらなるストレスとなってのしかかっている。

メンタルヘルスサービス提供者によると、軍務
経験者の心理的負担は特に深刻だという。死
別・暴力・極度の精神的苦痛を目撃・経験した
人もおり、重度の精神的緊張・社会復帰の困
難・メンタルヘルスの崩壊の危険が高まって
いる。一般市民の生活に戻っても孤立感を覚
え、戦闘経験のない仲間に親しみを感じること
ができなくなる者もいるという。また、動員され
ていない人びとに対し罪悪感や苛立ちを感じ
る者もいて、社会の分断が一層深まっている
という。

こうした困難を抱えながらも、ボランティア活動
やコミュニティ参加を通じてレジリエンスを見
出すユース男性もいる。避難民家族の支援・
相互支援活動への参加・物流支援の役割へ
の協力に注力する人もみられた。そうした活
動は、生活の基盤となり、主体的に行動して
いる意識を与え、社会に貢献するひとつの道
をもたらす。だが、ウクライナでのMHPSS
サービスは依然として深刻な状況にある。積
極的に支援を求めるユース男性もいるが、ス
ティグマやサービス提供上の問題が障壁とな
り、必要な支援を受けられない者が今もいる
のが実情である。

ルーマニア

ルーマニアでは、規模は限定的であるが、強
力なNGOの活動が難民のサービス利用を支
援していて、比較的安定した支援が提供されて
いる。しかし、言葉の壁が教育と就労の面で社
会的統合を妨げている。多くの男の子とユース
男性がオンライン教育を継続しており、社会的
参加はほとんど行われていない。メンタルヘル
スサービスは存在するものの、スティグマがあ
り、積極的な支援が不足しているため利用率
は低い。経済的不安定さと非正規労働に従事
しているため、不利な労働条件下にいる者も多
い。学校や職場での差別が、疎外感をさらに高
めている。メンタルヘルスサービスは存在する
とはいえ、スティグマのために、多くの人は支
援を求めることができず、ゲームをする、心の
働きにストップをかける、といった回避行動に
走っている。

ポーランド

ポーランドにいる思春期の男の子とユース男
性が抱える最大の問題は、社会的に孤立し、
有意義な人間関係形成を築けないことである。
ポーランド人の友人がなかなかできず、同世代
のグループから仲間はずれにされていると感じ
る者もみられた。言葉の壁、文化の違い、ポー
ランドでの滞在は一時的だと考えていること、
これらすべてが、孤立感の要因となっている。
これに対処しようと、オンライン空間に逃げ込
み、主にゲーム・ソーシャルメディア・オンライン
交流に没入する者もいた。

社会からの期待と自分の中にある罪悪感が、
ポーランドにいるユース男性が抱える困難の
一因となっている。
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最終的にはウクライナに戻って紛争に力を尽
くすよう、家族や周囲から圧力を受けた者、あ
るいは、特にウクライナに友人や家族が残っ
ている場合、国を離れたことに罪悪感を持つ
者もいる。こうした葛藤が精神的苦痛を生み、
ポーランドでの生活に心を切り替えるのが難し
くなる場合もある。

モルドバ

モルドバは、法的な安全性がないことと経済
的困難といった特有の問題を抱えている。他
の受け入れ国とは異なり、モルドバは有効とさ
れる書類を有するウクライナ人にのみ一時的
な保護を付与し、他の国籍を有する男性や書
類を所持しない者は除外されている。その結
果、多くの人が法的な保障がない状態に置か
れている。

トランスニストリア地区はモルドバ当局の統治
下ではない。ただし、同地区に居住する難民
は、ニストル川右岸に位置するキシナウ政府
が統治する地域において、一時的な保護身分
を取得し、支援を受けることができる。

文化的な類似性から、容易に社会に溶け込
める面もあるが、一部地域には親ロシア派の
感情と敵対意識があり、時折対立が生まれて
いる。メンタルヘルスサービスは資金不足に
陥っており、多くのユース男性は支援を受ける
ことに今も後ろ向きである。
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4 提言

• 雇用と職業訓練に関する行政手続きを
簡素化し、ユース男性が非正規の低賃金
労働から安定した雇用に確実に移行できる
ようにすること

• 雇用機会につながる言語研修プログラム
を拡充し、言葉の壁によりユース男性が雇
用されないことがないよう徹底すること

• LGBTQIA+に属するユース・ロマのユー
ス・障害を持つユースtは高いリスクを抱え
ていることを踏まえた、交差性に基づくアプ
ローチ方法を難民・居住政策に確実に取り
入れること

雇用保護と経済的安定の強化

• 危機的状況は、ジェンダー規範を好まし
い方向に再構築するチャンスになり得るこ
とを踏まえ、ケア労働の責任の共有・感情
の解放・サービス利用におけるジェンダー
公正を推奨する政策を推進すること

• 男性と男の子を含むあらゆる人が各々
特有の困難とニーズを抱えていることを踏
まえ、包摂的なジェンダーの視点を人道支
援における取り組みに確実に取り入れるr
こと

• ジェンダー・トランスフォーマティブなプロ
グラムを推進し、MHPSSサービス・経済
的包摂プログラム・保護システムが、危機
下にある男女の役割が良い方向に変化し
ていく後押しになるよう徹底すること

人道支援におけるジェンダーに配慮した
手法の主流化

• 国内の枠組みで行われるMHPSSに対
する政府の投資を増やし、都市部・地方部
両方でメンタルヘルスサービスが公平に利
用できるようにすること

• メンタルヘルスサービスを公的医療制度
に含め、難民・避難民の経済的障壁をなく
すこと

• 避難・軍事関連のストレス・喪失が心に与
える特有の影響に関する研修など、紛争関
連の精神的苦痛におけるジェンダーに関わ
る側面について、メンタルヘルス専門家を
対象とした啓発活動への投資を拡大し、思
春期の男の子とユース男性に対象を絞っ
たサービスを実現すること

• 思春期の男の子・ユース男性・LGBTQIA
+に属するユース・障害を持つ人など、目が
届きにくく、行政から十分なサービスを受け
ていない集団に的を絞った支援活動を積
極的に働きかけ、メンタルヘルスサービス
の利用拡大を実現 すること

• NGOとコミュニティを基盤としたメンタルヘ
ルスへの取り組みに対する財政支援を強
化し、それらが必須サービスの提供の継続
に必要なリソースを確保できるようにするこ
と

各国政府と政策決定者

メンタルヘルスサービスの利用拡大と
資金不足の解消
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• ウクライナ難民に対する法的保護体制を
拡充・安定化させ、ユース男性が強制送
還や法的に不安定な状況に直面して精神
的苦痛を悪化させることがないようにする
こと

• ウクライナの避難民男性が、受け入れ国
で長期在留・市民権獲得ができる明確な
選択肢を整備し、先の見えない不安を軽
減し、安定性を高めること

避難民のユース男性に対する長期的な
法的保護と安定の保証

• ジェンダーに配慮したアプローチについ
てメンタルヘルス専門家を研修し、男性性
のジェンダー規範が具体的にどんな形で
支援を求める行動や感情表現に影響する
かを確実に理解できるようにすること

• スポーツ・余暇活動・仲間主導の取り組
みをMHPSS利用の入り口として取り入れ
てハードルを低くし、ユース男性がメンタル
ヘルス支援と気軽につながる機会をつくる
こと

• 紛争関連のトラウマ・深い悲しみ・生き
残った者の罪悪感に的を絞ったメンタルヘ
ルスの取り組みを開発し、思春期の男の
子とユース男性が専門的な支援を受けら
れるようにすること

• 社会的・経済的に困難な立場にある
ユース男性、特に法的地位・物質使用・社
会との断絶で孤立している人に対して積
極的な支援を働きかけること

MHPSSサービス提供者

ジェンダーに配慮しトラウマを考慮した
メンタルヘルスサービスの開発

• MHPSSサービスを教育・雇用・人道支
援プログラムに組み込み、思春期の若者と
ユース男性が信頼できる環境でこころのサ
ポートを受けられるようにすること

• 多くのユース男性が公式の心理サービス
を利用したがらないことを踏まえ、非対面
型セラピー・巡回チームによるメンタルヘル
スサービス提供・仲間同士の支援グループ
を拡充すること

• 身体活動・創造的活動・組織的なグルー
プ活動はスティグマのないメンタルヘルス
支援を利用しやすい形で提供できることを
踏まえ、スポーツやアートを通したセラピー
プログラムを開発すること

• 交差性に基づくアプローチ方法について
メンタルヘルス専門家を対象とした研修を
行い、LGBTQIA+に属するユース・少数民
族に属する人・障害を持つ人がニーズに対
応したサービスを利用できるようにすること

MHPSSの提供拠点の拡大と多様化

• 組織的なメンター制度や仲間同士の支
援グループのプログラムを拡大し、ウクラ
イナのユース男性が受け入れ先コミュニ
ティのロールモデルや社会的ネットワーク
とつながれるようにすること

• 文化的に受容性の高い統合プログラム
を開発し、避難民のユース男性が一時的
に滞在するよそ者ではなく、教育・雇用・社
会生活で社会の一員として包摂されてい
ると感じられるようにすること

社会的統合への道筋と支援体制の強化

開発・人道組織向け
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• ユース主導の取り組みへ資金提供を増
やし、思春期の男の子とユース男性が受
け入れ先コミュニティでボランティア活動・
市民参加・リーダーシップの発揮ができる
ようにすること

• LGBTQIA+に属する・ロマの・障害を持
つユースなど幾重にも重なった疎外を受
けているユース男性に的を絞って働きか
ける支援プログラムを開発し、彼らがメン
タルヘルス・教育・雇用サービスを利用す
る際に直面する厚い壁の解消に積極的に
取り組む。サービスは、包摂的であるだけ
でなく、彼らの特定のニーズに対応するよ
うに設計され、文化も踏まえた利用しやす
いものになるように努めること

• メンタルヘルスに対するスティグマに挑
み、健全な男性性の表現を促す啓発キャ
ンペーンを実施し、ユース男性が支援を求
めるよう促すこと

• 特に教育現場や職場環境で、避難民の
ユースと受け入れ先コミュニティの隔たりを
埋めるために文化交流プログラムや社会
活動を開発すること

• 学校・職場・スポーツチームで、包摂的な
環境を育み、ウクライナのユース男性が排
除されたり、よそ者として扱われることがな
いようにすること

• 少数派に属する・LGBTQIA+に属する
ユースを包摂する空気を育む安全なス
ペースと仲間同士の支援グループの取り
組みを促進し、彼らがスティグマや暴力を
恐れずコミュニティのネットワークを利用で
きるようにすること

スティグマの軽減とコミュニティへの
包摂の促進

受け入れ先コミュニティと市民社会

• ユース男性がオンラインコミュニティの
中で社会と断絶した状態を続けないよう、
生活の中で社会とつながる機会をつくり出
すこと

• ソーシャルメディア・ゲームコミュニティ・
デジタルコンテンツを活用して、メンタルヘ
ルスの知識に関するユース男性対象の
キャンペーンを実施し、自分の気持ちに対
する意識と支援を求める行動を促すこと

オンラインへの逃避と社会的排除
への対処

• 家族を中心にしたMHPSSプログラムを
設計し、保護者が精神的苦痛を抱える
ユース男性を支援しスティグマを軽減する
方法を身につけること

• 宗教活動や近隣住民の活動等、既存の
組織にメンタルヘルス教育を組み込む、コ
ミュニティ主導の取り組みを強化すること

家族とコミュニティを基盤とした支援体制
の強化
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結論

本報告書で示された調査結果は、ウクライナ
人の思春期の男の子とユース男性が今も続く
紛争の中で直面している複雑な精神状態と心
理社会的困難を浮き彫りにしている。避難・家
族の分離・教育や雇用の混乱・経済的不安
定・特に男性性に関連した社会の期待が交差
し合い、様々な精神的苦痛が広がっている。
彼らの多くが感情の喪失・深い悲しみ・疲労・
アイデンティティの葛藤を抱えている。

こうした困難を抱えながらも、ボランティア活
動・仲間の支え・身体活動・オンライン利用等
の、順応的な対処メカニズムを働かせ、レジリ
エンスを示すユースもいる。だが、MHPSS
サービスの提供には、言葉の壁・経済的逼
迫・特化したサービスの不足・スティグマの問
題があり、サービスの利用度は依然低い。多
くのメンタルヘルスの取り組みには今もジェン
ダーの視点がなく、思春期の男の子とユース
男性に特有のニーズと、日々感じている社会
からの圧力に対処することができていない。

こうした問題に対処するには、メンタルヘルス
サービスの利用度を上げるだけでなく、社会
的包摂・経済的機会・長期的な社会復帰を考
慮した統合的でジェンダーに配慮した取り組
みが必須である。人道支援と開発プログラム
における思春期の男の子とユース男性の優
先度を上げ、彼らが十分なこころのサポートを
受ける中でコミュ二ティを支えていく力を身に
つけられるようにすることが極めて重要であ
る。

ウクライナ人の思春期の男の子とユース男性
は、感情の喪失・深い悲しみ・疲労・集中力の
低下・アイデンティティの混乱・先の見えない
不安等、様々な精神的苦痛を抱えている。

避難は家族の力関係を変え、多くのユース男
性が父親の不在で母親と弟や妹を支える役
割を担うようになった。この責任から強さを身
につける者もいれば、重圧を感じたり、社会か
ら孤立する者もいる。

友人関係や仲間のつながりは崩壊し、多くの
ユース男性がウクライナと受け入れ先コミュニ
ティの両方で孤立感を抱えている。言葉の壁
や文化の違いから社会的つながりを築くのに
苦労する者もいれば、外国でウクライナに比
べれば安全に暮らしていることに対して罪悪
感を抱えながら生きる者もいた。

主な調査結果に関する最終的考察
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メンタルヘルスサービスの利用を阻む障壁
は依然として厚く、特化したMHPSSサービ
スの不足・経済的逼迫・メンタルヘルスに対
するスティグマ・サービス提供上の困難等が
障壁となっている。言葉の壁はさらに利用を
妨げ、特に専門的なこころのサポートを必要
とする人びとにとって厚い障壁となっている。

こうした困難を抱えながらも、ユース男性は
ボランティア活動・スポーツ・創造的活動・仲
間同士の支援グループ等、様々な対処メカニ
ズムを働かせている。だが、不適切な対処メ
カニズムが働き、オンラインへの逃避・物質
使用・社会からの断絶に走る姿は今も多く見
られる。

伝統的な男性性のジェンダー規範は、支援を
求めることを否定し、感情を抑え込ませるた
め、ジェンダーに配慮した取り組みが一刻も早
く必要である。有害なジェンダー規範に対応し
つつ、健全な男性性を活用することが、長期
的なこころのウェルビーイングを築く鍵となる。

2. サービス提供の拡大と多様化

行政などから十分なサービスを受けていない
地域や地方部、紛争の被災地域にサービスを
提供するため、巡回サービス提供チーム・デジ
タルプラットフォーム・相談窓口の整備に重点
を置く一方で、交通手段や利用上の障壁を考
慮した無料、あるいは低価格のサービス提供
の実現に努める。

3. スティグマとの闘いと健全な男性性の促進

有害なジェンダー規範に挑み、感情表現と支
援を求めることを促し、支援的な環境を育むた
めに、男性のロールモデルやコミュニティリー
ダー、仲間を巻き込んだ啓発キャンペーンの
実施は必須である。

4. ユースの関与と参加の促進

レジリエンスと主体性の強化のために、ユース
主導の取り組みと仲間同士の支援グループを
強力に支援し、思春期の男の子とユース男性
が、彼らの声とニーズを反映したメンタルヘル
スプログラムの設計・実施に参加できるように
する。

5. 連携と情報共有の強化

関係者は、政府機関・NGO・学校・医療従事者
間の連携を強化し、連携した支援体制を構築
する一方で、サービスのマッピングが常に最新
情報を示すようにし、ケアの利用度向上のため
に紹介手順を簡素化しなくてはならない。

関係者への行動喚起

1. 人道支援と国家政策におけるメンタルヘル
スの優先

関係者は、メンタルヘルスを国家復興計画・教
育制度・コミュニティを基盤とするプログラムに
組み込むとともに、思春期の男の子とユース男
性に特化した、ユースにやさしく、ジェンダーと
文化に配慮した利用しやすいMHPSSサービ
スへの投資を拡大する。
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6. 交差しあうニーズと脆弱性への対応

LGBTQIA+に属する・少数民族に属する・障
害を持つユースを含む社会的・経済的に困難
な状況にある集団に的を絞った支援を提供
し、すべてのコミュニティに対して、文化的に配
慮した、言語面で利用可能なサービスを提供
できるようにする。

7. サービス提供者の能力強化への投資

ジェンダーに配慮したアプローチやトラウマを
考慮したケア、ユースにやさしいサービス提供
に関する研修を必須とする、MHPSS専門家
の能力向上に投資するとともに、現場担当者
の燃え尽き症候群を防ぐために、継続的な学
習機会と支援体制を整備する。

迅速かつ連携して行動することで、関係者は
レジリエンスを育み、こころのウェルビーイン
グを向上させ、誰一人取り残さずユースが必
要なメンタルヘルス支援を受けられる世界を
実現できるはずだ。力を合わせれば、ウクラ
イナ人の思春期の男の子とユース男性の支
えとなる、より包摂的な環境をつくることはで
きる。彼らのメンタルヘルスと未来は、そこに
かかっている。
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プラン・インターナショナルについて

プラン・インターナショナルは、子どもの権利を推進し、誰もが平等な世界の実現を目指し85年以上にわたり世界80
カ国以上で活動する国際NGOです。.

一人ひとりの子どもが本来持つ力を引き出すことで地域社会に前向きな変化がもたらされることを信じて、子どもや
ユース、様々なステークホルダーとともに活動しています。特に、貧困や暴力、差別や排除によって 弱い立場に置か
れている女の子の支援に力を入れています。子どもや女の子たちが直面している不平等を生む原因を明らかにし、
その解決にむけ取り組むことで、子どもたちが生まれてから大人になるまで寄り添い、自らの力で困難や逆境を乗り
越えることができるよう支援します。

世界の実現にむけて、 歩みを止めずに進んでいきます。

子どものためのNGO連合(FONPC)について

FONPCは1997年に設立され、その会員である約75の、子どもとコミュニティの利益の実現を目的とするNGOと共
に/のために活動しています。その活動は、原則と法的規定に準拠し、以下の価値観を促進しています:会員のアイデ
ンティティ/自律性・コミュニケーションと行動の有効性・民主的な意思決定・団結・開放性ある姿勢・信頼・相互尊重・
公平性・一貫性/継続性・協力関係・透明性・参加と関与。FONPCは目的実現のため、ドナー・資金提供者・地方/中
央の行政機関・NGO・国際機関・欧州各機関・市民社会・コミュニティ・他の子どもの権利尊重の促進に関わる活動
関係者と緊密な協力関係を築き、活動しています。

CARE Internationalについて

CARE Internationalは、世界で最も過酷な状況下にある貧困を終結させる闘いを先導する人道支援組織です。すべ
ての人びとが平等な権利と機会を得なければ、貧困は克服できません。だから、私たちは女性と女の子を活動の中
心に置いています。危機が起きれば、真っ先に再建に向けて歩き出すのは、多くの場合女性であることを、私たちは
知っています。だから、最も変化が求められる場所に変化をもたらす力を彼女たちが持てるよう、私たちは共に活動
します。
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